


[image: ]







[image: ]








プロローグ

一

二

三

四









プロローグ








　花を買った。霧の立ちこめる日に、侘しそうな娘からあるだけ全部。

　萎れかけたそれは売り物とも呼べないものだったが、金貨を一枚握らせてやると、娘の目が不鮮明な景色の中でもわかるくらい、明確な輝きを見せた。

　戸惑いはあっただろう。名もない萎れた花に金貨一枚なんて多すぎる。けれど、その娘が笑顔を見せてくれるのならば安い。その娘を『花売り』としてだれかが見つけるよりもずっと、ずっと──。

「またな。花売りの仕事はやめておけよ、レディ」

　そんなとりとめもない言葉に、娘は深く腰を折っていた。

　恋をしたのは二度目だ。でもだれも、きっと知らない。
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　リーゼンバーグ王国に青天の霹靂ともいえる出来事が起こった。

「あのリーゼンバーグ公爵が縁談相手を探しているらしい」

　王宮へ出仕していた父が、帰ってくるなり鼻息荒くそんなことを言った。

　リーゼンバーグ公爵といえば、現国王の従弟で王位継承権第二位という良血統。見目麗しく、三十路にそろそろ手が届く頃だが未婚で、社交界ではもっとも注目をされている人物だ。ただ、『あの』といわれるだけあって、公爵は女性関係の噂が絶えない。恋人は常に複数いるといわれているし、一夜の関係など数知れず。そんな人だからこそ身を固めずにいたことに皆納得していたが、突然の縁談相手探し。公爵家と縁を結ぶことができれば王家と縁戚になれるので、リーゼンバーグ公爵はだれもが望む結婚相手だった。

　貴族にとって、良縁を結ぶことは家を存続させ、権威を示すことに繋がる。だれと結婚するかはもっとも大事なことなのだ。当然、このフリューゲル子爵家も静観などしない。

「あの男が、どういう風の吹き回しかは知らんが結婚をする気になったようだ」

　夕刻に帰宅して早々、一家がくつろぐ部屋に入ってきた父は上着を私に投げつけながら上機嫌に語る。白髪交じりで怠惰な印象だが、今日は活力がみなぎっている様子だ。

「この話に乗らない手はない」

　父から投げ渡された上着を丁寧に整えながら、その話を聞くともなく耳を傾けていた。

　この縁談騒動に乗り気ならば、送り出すのは長姉だろうか。それとも次姉か。いずれにしても、公爵の目に留まれば子爵家は救われる。

　フリューゲル子爵家は、いまや没落寸前だ。それを救ってくれるのならば──。

「でもあなた。公爵は愛人を何人も囲っているという噂だけれど」

　母が難色を示した。金色の髪をきつく巻き、艶やかな肉体を隠さない母はいまでもその年齢が不詳とさえいわれている。美しい人だ。

「あの男は女ならだれでもいいらしいからな」

「ロザリーやカーラが不幸になってしまうかもしれないわ」

　長姉と次姉の名前が出て、ピクリと手を止めた。妙に、両親の話し口が芝居じみている気がしたからだ。盗み見るように目を向けると、黙って話を聞いていた二人の姉が大きく頷く。

「お父様、わたくしは嫌よ。お姿は完璧かもしれないけれど不誠実な人は願い下げだわ」

　長姉のロザリーがぷうっと頬を膨らませた。それに続いて次姉のカーラが言葉を継ぐ。

「あたしもあの人は無理。一度パーティーでお目にかかったけど、次々と女性に声をかけていてとても軟派な方だったわ」

　二人の姉は、母によく似た美人だ。金色の髪も青い瞳も、濃淡の差はあるがそれぞれによく似合っている。だれが見ても美しいと賞賛する女性。

　父が姉たちの言葉を受けて深く頷いた。

「そのとおりだ。可愛い我が子をあんな男の元へ送るわけにはいかない」

　言葉を噛み締めながら、悔しさを滲ませる父をちらりと見る。

「公爵家との縁はぜひともほしいが、我が娘はあの男にもったいないだろう」

「そうね……でもあなた」

　母が青い目を私へ向けた。

「もう一人いたんじゃないかしら。忌ま忌ましい私たちの子どもが」

　反射的に顔を上げてしまって後悔した。ぞっと冷えるような視線で見られ、寒気がする。

「ああ……グレイス。お前なら行ってくれるね？」

　父がにやりと笑った。いつも私の存在など忘れてしまったかのように見向きもしないのに。名前なんて、何年ぶりに呼ばれただろう。

　グレイス・フリューゲル。そんな名前を与えられていても、両親にも、姉たちにも呼ばれたことは両手で足りるほどに少ない。二十二年生きてきて、それだけしか名前を呼ばれなかった。そして名を呼ばれるときは決まって、私にとって都合の悪いことばかりだ。

「お、……お父……様……、私は……」

　歯がガチガチと鳴るほど震えた。恐怖か畏れか、絶望かわからない感情に心が取り込まれていく。

「子爵家を救うためだ。お前も、この家の現状を知っているだろう？」

　優しい声音で語りかけられると、身体の内側がきゅっと冷えて縮む。首を横に振れば、父は烈火のごとく私を責め立てるだろう。そばにある花瓶が飛んでくるかもしれない。母も私の髪を掴んで蹴り飛ばすだろう。姉二人からはなにをされるかなんて想像もしたくなかった。

　昔、長姉がドレスを繕えと言ったことがあった。私は、先に済ませなければならない用事があったのであとでいいかと聞いたら、顔が腫れるまで叩かれた。父からも、母からも、姉二人からもだ。怒りに我を忘れた長姉は果物ナイフを手にして刺してきた。傷は塞がって、跡もほとんど目立たないけれど、一度体験した恐怖は消えない。

　あのとき、使用人が庇ってくれなければ私はここにいなかっただろう。

「グレイス。公爵との縁談を成功させてきなさい」

「成……功……」

「そうだ。失敗なんてしないだろう？」

　優しく語りかけられることがこんなに怖いなんて思わなかった。

「で、ですが……私などでは……とても公爵様のお目に留まることなんて……」

　あり得ない。そう言おうとしたが、父は冷えた目で私を見下ろし言った。

「失敗すればお前に帰る場所はない。女好きのあの男を、価値のないその身体で誑かせばいい。考えればわかるだろう。……その聞き苦しい声を私の前で二度と発するな」

　私の言葉をすべて封じるような声にぐっと押し黙った。私は、両親に何一つ似なかった。豪奢な金色の髪でもあれば、まだ対応は違っただろうか。こんな、栗色の髪でさえなければ。あるいは、両親のように目元が涼やかならば美しいと思ってもらえただろうか。ギロギロとしていて気持ち悪いなんて言われなかったかもしれない。姉たちのように、透き通るような、小鳥が囀るような声でも持っていれば少しは価値があっただろうか。

　父の上着を持つ自分の手を見つめた。かさついて、節が目立つ指が自分でも薄気味悪いと思う。それなのに、胸ばかり大きくて、本当に──大嫌い。

「私の命令に従え。できなければ出ていけ」

　父の言葉に頭を垂れた。いずれにしても出ていくしか道はない。

「かしこまりました」と小さく呟いた。




　リーゼンバーグ公爵家は王都から馬車で一時間ほど西へ外れた場所にあった。

　有力な貴族は、王宮への出仕もあるので王都近くの一等地に屋敷を構えているものだが、公爵はそうではないようだ。

　父が手配した馬車に揺られ、郊外へ向かう景色を眺めた。フリューゲル子爵家の家紋が飾られた馬車に乗るのは、幼い頃以来だろうか。あの頃は、私の髪が栗色でも許された。成長とともに色素が抜け、母譲りの金髪になると皆が信じていたからだ。二人の姉もそうだった。だが、私の髪色は色素が抜けることなく暗いままだったし、顔立ちはだれの目も引くことのない平凡なもの。いつからか、私は子爵家の娘として見られることがなくなり、使用人同然になった。給金など当然なく、着るものは憐れに思った使用人から譲られたものだった。傷んだ髪も、荒れた肌も、手入れなどすることはないだろうと思っていたけれど、子爵家を出ていく前日に、使用人のみんながあれこれ手を尽くしてくれた。帰る場所をなくすかもしれない私に、せめてもの可能性を残してくれたのだ。

　少しくらいは見栄えを気にしろと父に言われ、姉のお下がりのドレスを着せられた。腕も腰回りも余っているうえに流行遅れとくれば、みすぼらしい以外のなにものでもない。派手なピンク色のドレスなんて、不気味な私の姿をさらに不穏にするだけ。結い上げた髪は粗悪なウィッグより痛んでゴワゴワしているし、逆効果だったのではないだろうか。子爵家の馬車に乗せてくれたのはいいが、これでは子爵家の名を貶めるだけなのではないか。

　……父がこれでいいと言うのだから、いいのだろうけれど。

　車窓から景色をぼんやり眺めていると、程なくして馬車が停まった。公爵家のポーチに馬車がつけられると、外から扉が開かれて馭者が降りるように促す。慣れないドレスの裾を掴んでタラップを降りていくと、公爵家の使用人が馬車をどけるように指示を出した。

　今回、リーゼンバーグ公爵が縁談相手を探し始めたという噂は瞬く間に広がり、未婚の女性はこぞって名乗りを上げたと聞く。そんな状態だからか、公爵家の正門からは馬車がぞろぞろと入ってくる。すぐに場所を譲らなければ大混雑をしてしまうので、私を降ろしたあと馭者は指示どおりに馬車を移動させた。そして、帰っていく。私を待つ必要はない。あの馬車は、子爵家が送り届けた者であるという証明をしたいだけだ。

　次々にやってくる馬車から美しい女性が降りてくるが、それらは個々に使用人が屋敷の中へと案内してくれる。私も、メイドに連れられて屋敷へと入った。

　天井が高い。子爵家も見栄えだけはいいが、その比ではなかった。精緻な細工を施した柱は、贅沢の一言に尽きるが決して厭味がない。窓ガラスは外の景色がはっきりと見える。清掃がゆき届いているだけでなく、不純物が極めて少ないガラスを使っているのだろう。窓枠にも細工があしらわれている。足音を軽やかに響かせる床は白い大理石だろうか。模様をあしらっているだけかもしれないが、その判別は私にはできなかった。

　少し奥へ進むと、紺色の絨毯が敷かれた廊下に出た。ぐっと深く沈み込んで、一瞬足元がよろけてしまう。無地の絨毯なのに、まるで深い海の中にいるかのような錯覚が起こった。おそらく緩やかなグラデーションが描かれている。濃淡を目視しにくい塩梅でつけて、不思議な光景を生み出しているのだろう。

　きょろきょろと屋敷中を見てしまう。部屋数が非常に多く、迷ってしまいそうだ。

「こちらでお待ちくださいませ」

　声がかけられてはっとした。

　しっかりと磨き上げられた飴色の扉がメイドによって開かれると、入室を促される。おずおずと進入していくと、その部屋はずいぶん殺風景に見えた。最低限の調度とソファ、テーブル。それくらいしかない。応接室と呼ぶには相応しくないし、だからといって物置というわけでもなさそうだ。

　メイドが私を残して部屋を出ていく。一人では心細いが、見知らぬ人がいたところでうまく会話もできないだろう。

　来訪者が多いから、私がいつ呼ばれるのかわからない。忘れられなければいいなと思ってソファの隅にちょっとだけ腰を下ろした。

　リーゼンバーグ公爵はどんな人なのだろうか。華やかな男性であることは知っているし、一度だけ顔を見たことはあるのだが、その顔をほとんど覚えていない。

　膝の上で手をきゅっと握った。私なんて選ばれるわけがないのに。

　玄関でちらりと見た令嬢は、皆とてもきれいだった。自信に満ちていて、瑞々しいと横目で見るだけでもわかる人たちばかり。

　このあと、どうしよう。帰ることもできなくなって、子爵家もきっと大変になる。私でもいたほうがマシといえるくらいの労働状況の中で、使用人の生活や扱いが心配だ。

　もう一度、どうしようと胸中で繰り返したところで部屋の扉が開かれた。

「ファルード・リーゼンバーグだ」

　名乗りながら入ってきた男性が目の前に座った。呆然とする私には、その男性をなにも認識できない。

　ソファに座った男性は、鷹揚な仕草で脚を組み、膝に頬杖を突いた。シャツの前がはらりとはだけて厚い胸板が覗く。一瞬凝視してしまったが、すぐに目を逸らした。

「名乗ってもらっていいか、お嬢さん」

　視線を戻す。彼の肩から黒い髪がさらりと流れて前に落ちた。また胸元に目を奪われて緊張してしまう。どうしてこの人は服のボタンをみぞおちのあたりのひとつしか留めていないのだろうか。引き締まった肉体は凝視に耐えうる美しさだが、女性を相手にするとわかっているなら服はちゃんと着てほしい。

「……聞こえているのか」

　不機嫌そうな声が聞こえてひゅっと息を呑んだ。ここでこの人の不興を買ってはいけない。彼は、リーゼンバーグ公爵その人なのだから。

「き……聞こえて……おります……」

　尻すぼみになる声に公爵が浅く息を吐いた。早く名乗らなければ。

「わた……くしは……」

「もういい。グレイス・フリューゲル嬢だろ」

　嫌な汗がどっと噴き出した。なぜ公爵が私の名前を知っていたのか。理由は簡単なことで、公爵邸を訪れる前に先触れを出していたからだ。日時は公爵から通達されている。だから、知っていてもおかしなことはなにもない。覚えてくれていたことを喜ぶべきだ。

「……はい……」

「フリューゲル子爵の差し金か。よっぽどつらい立場なんだな」

　くすくすと楽しむような公爵の笑い声に、顔を上げることができなかった。

「ロザリー嬢やカーラ嬢を送ってくるなら面白いと思っていたが、それはしないか」

　ちらりと公爵を盗み見た。口の端を持ち上げて笑っているが、目はどうだろう。きっと、笑っていない。そんな予感がする。

「ご期待に添えず……申し訳ございません……」

　俯いたまま腰を折った。公爵がどんな表情をしているのかを、たしかめるのが怖い。憎々しい目で見ていたらどうしよう。

「子爵家の状況は知っている。必死なのもな」

　フリューゲル子爵家は没落寸前。それは単純に、領地を運営するだけの資金がないからだ。領民から毎年税は納められている。その税は国へ納めなければならないものだが、この数年は滞っていると聞いている。怠ることのできない義務にもかかわらず、だ。

　子爵領は領民が減っているとはいえ、充分な資金があるはずだ。農業には適さないが、建造で財を得ている。高い技術を持つ領民がまだ残ってくれており、国中にある川に橋を架ける仕事を請け負っていた。それが潤沢な財源になっている。それなのに、家計は火の車だ。理由はただひとつ。

「領主の暮らしが派手だと、領民が苦労するな？」

　リーゼンバーグ公爵が皮肉を込めて笑った。

　子爵家の暮らしは、派手そのものだ。美醜が価値基準の両親は、己が美しいことこそ価値があると考えている。二人の姉は器量よしで、その美貌を保つためにお金を惜しまない。母も同じだ。そして父は、そんな美しい女性を養うために湯水のようにお金を使っていた。

　屋敷の使用人は十人にも満たない。屋敷だけは大きいので、みんながどれほど苦労していたことか。手が足りないので、娘として認識されない私も使用人同然となった。でも、両親たちと一緒にいるより、優しい使用人と一緒に過ごしているほうがずっと幸せだ。

「それで、君はなにをしに来たんだ？　金の無心か？」

　嘲笑うような声に奥歯を噛み締める。リーゼンバーグ公爵から見れば、私は縁談相手にさえならないのだ。彼の範疇ではない。それでも、このまま逃げるわけにはいかない。お金の無心にきたと思われてもかまわない。私がお金を子爵家へ送らなければ、使用人が困ってしまう。ならば、とくじけてしまいそうな心を奮い立たせる。

「……そうだと申し上げたら、公爵様はいかがなさいますか？」

　ゆっくりと顔を上げて、正面から公爵を見た。

　ため息が零れるほど美しい人だ。きれいに手入れをされた黒い髪は長く、肩から流れて胸元に落ちている。服は、上質で艶のある黒いシャツ。ボタンはみぞおちのあたりがひとつ留まっているだけで、首筋も、鎖骨も胸元も、お腹まで見えている。ズボンはトラウザーズで、組まれた脚は驚くほど長い。

　視線を顔に戻し、シャープな顎のラインから目を上げていくと形のいい唇が不遜に笑みを刻む。通った鼻梁からさらに視線を持ち上げると、彼の宝石のような瞳とぶつかった。

　鮮やかなエメラルドのような瞳だ。

「ずいぶんと潔い返事をするんだな」

　顎を突き出して、公爵が楽しげに笑う。彼が動くたびに、耳元で揺れる耳飾りに目を奪われる。男性らしからぬデザインだが、それが似合っていて元来持っているのだろう色香を増幅させているようにも見えた。思わず見蕩れそうになったが、意識を戻して応じる。

「子爵家の現状をご存じであれば、隠す必要はないかと思いました」

「……俺に媚びて妻の座を得ようとは思わないのか。無心するより、よほど自由になる金が手に入るだろう？」

　公爵夫人になれば、たしかにお金はかなり自由にできるだろう。子爵家を救うくらい訳のない額が、この家にはある。喉から手が出るくらいほしいものだけれど。

　試すような公爵の口ぶりに、唇を噛んで彼を見つめ続ける。目を逸らしてはいけないと、直感的に感じた。

「……無謀と言われても、私は愛のある結婚を望んでいます」

「へぇ……。政略結婚は嫌か」

　くっと喉を詰めて笑われた。本当に無謀だ。私のような取り柄すらない人間に、恋愛などできるはずがない。そんなことはわかっているが、夢を見るくらいは勝手でいい。

「だったら、君はどうやって俺から金を得るつもりだ？」

「……それをいま考えております。公爵家の使用人の給金はいかほどなのか……と」

「使用人の給金？」

　そこで初めて、不遜な態度を貫いていた公爵が声を立てて笑った。少年のような顔をして笑う彼に、一瞬胸がきゅうっとときめいたのはそのギャップのせいだろうか。

　ひとしきり笑ったあと、彼ははぁ、とため息をついて艶のある声を発した。

「働きたいなら止めないが、もっといい方法がある。……教えてやろうか」

　声音をひとつ落として甘く囁く声に身震いした。この人は、どうすれば女性が喜ぶかを知っている。武器になるすべてを備えていて、それらを使いこなしているのだろう。

　人を見下すような視線も、圧倒的な地位からくる権力者の振るまいと思えばひれ伏したくなる。この甘い声が耳元に落とされたら、手練れの女性でも籠絡されるだろう。

　きれいな手も、長い指も、淫靡な想像をかき立てる。彼が服を正しく着ないのも、そんな妄想に女性を誘うためか。均整の取れた引き締まった肉体を目の当たりにして、その胸に抱かれたいと思うのはもはや本能だろう。

　公爵が身を乗りだす。テーブルに手を突いて近づいてくると、頬を一撫でされた。

「俺に抱かれればいい。一晩につき金貨一枚。……やり方次第では色をつけてやる」

　思わず目を見開いた。一晩で金貨一枚。庶民の平均年収に相当する金額だ。

「たった一晩で……そんなに……？」

「ああ。それとは別に、使用人として働きたいなら雇用してやろう。待遇は保証する」

　ぎゅっと手で拳を作った。

　公爵家で働いた給金と、夜伽で得られるお金を合わせれば相当な額になるはずだ。それらを仕送りできれば、子爵家で雇われている使用人はもう少し楽ができる。

「……夜伽の回数は、ある程度保証していただけるのでしょうか」

　じっと公爵を見つめると、彼が顔を背けた。そして笑いだす。

「ふっ……はははっ。そうだな……それは君次第だが、月に一度は必ず。ご令嬢に恥をかかせるわけにもいかないしな」

　血が逆流するような高揚感を覚えたのは、途方もない額を提示されたからだろうか。それとも、私を淑女として幾許かでも敬意を払ってもらえたからか。あるいは──。

　不遜に揺れる彼の瞳に囚われてしまったから……だろうか。

　身を乗りだしていた公爵がソファに体を戻し、ゆったりと脚を組んだ。

「ここに住んでいれば、俺の気が向いたときにいつでも抱いてやる。通うならそれでもいい。好きにしろ」

「では……住み込みで使用人としても働かせていただきたく……」

「わかった。雇用する手続きを取らせる。……さて、俺は次のご令嬢の元へ行かないといけないんでな。あとのことは使用人にでも説明を受けてくれ」

　立ち上がり、公爵は振り返ることもなく部屋を出ていった。

　大勢の女性を招き寄せるこの屋敷で、客を動かすよりも自らが動くほうが早いのだろう。

　公爵のいなくなった部屋で、抜け殻のようになって天井を見つめた。

　思ったよりも気遣ってくれる人でよかった。無碍に追い出されることもなく、使用人として働かせてもらえる。なにより……。

「こんな私でも、公爵様はお相手ができるのね……」

　節操がないといえばそれまでだが、だとしても私には救いになったのだ。縁談を取り付けるなんて最初から無理だったが、父が望んでいたのは公爵の持つ財力だろうから、ある意味で目的は果たせた。あとは、追い出されないことを祈るだけだ。




　公爵と面会をしたあと、私は様々な書類にサインをした。雇用契約と、いわゆる愛人契約だが、それらについては三度ほど読み直してしまうくらい給金が高かった。

　公爵家では年俸制を採用しているようで、使用人は年間で金貨二枚が保証されている。そこに時間外労働があれば加算され、役職が与えられれば当然手当もつく。

　子爵家の使用人が手にする給金は年間で銀貨八十枚程度なので、庶民の平均所得より少ない。それが嫌で辞めていった人たちも多かった。

　これだけでも好待遇なのに、愛人契約をした私には、さらに年間の保証として金貨一枚が支給される。それに加えて一度の夜伽につき金貨一枚が加算されるので、相当な収入が得られることになる。

　日が暮れて、湯浴みを済ませたあとに案内された部屋で、私は書類を手に一人でふるふると震えていた。すごい待遇で迎えられてしまったけれど、いいのだろうか。

　ベッドの真ん中に座り、膝を抱えながら内容を見直してもらうべきではないかと思案した。あまりに高すぎる報酬だ。

　公爵家はすさまじい財力を持っているのだろうと窺わせた。今日来たばかりの私に、惜しみなく湯を使わせてくれたし、ピカピカに磨きましょうと付き人にいい香りがする石けんで洗われ、香油を垂らした浴槽でしっかり温まらせてもらった。

　髪も上等な櫛で梳かしてもらい手入れをされているので、さらさらしている。私の髪ってこんなに柔らかかったっけと首をひねったくらいだ。

　爪を短く切られたのは、高貴な血を引く公爵を傷つけないため。上質な絹のネグリジェは繊細な刺繍やレースがあしらわれていて、胸元のリボンも可愛く作られている。正直、脱ぎたくないくらい心地よかった。

　ゆっくりと部屋を見回す。広い寝室には見たこともないデザインの調度が置かれている。精緻な銀細工が施されたチェスト。上等なソファには金銀の糸で刺繍をされたクッションが三つ載っている。触るのも怖くて遠目で見るに留めているが、金糸の刺繍なんていったいどれほどの値段になるだろう。カーテンは透け感の美しいレースが引かれていて、朝日が差し込むときれいだろうなと思った。このカーテンもきっと、特注品。

　ベッドの足元にはラグが敷かれていて、踏むことさえ躊躇われるほどだった。美しく描かれた青いバラがそうさせたのかもしれない。ベッドは天蓋付きのキングサイズ。フレームに細工があしらわれていて、金額を想像するのも怖かった。

「待たせたな」

　一人で心細くなっていると、部屋に声が響いてびっくりした。身を固めて声の主を探す。

「公爵様……」

　慌てて居住まいを正して頭を下げた。彼がベッドに腰をかけると、手を伸ばして私の顎を掬う。顔を上げさせられると、しっかりと目が合った。この人の瞳からは、なんの感情も読み取れない。口元だけが笑みを浮かべていて、楽しげには見えるけれど。

「いちいち頭を下げなくていい」

「申し訳ございません……」

「謝罪もいらない」

　柔らかい話し口ではあるが、反論を許さないと言いたげな音が声音に混ざっている。これが、良家の格というものなのだろうか。それとも、彼が意図的に備えた技術……？

　いずれにしても、この人が王者の血統を汲むことに間違いはない。

「最初に言っておく。俺は君に過剰な情はかけない。俺の機嫌を精一杯取ることだ。代わりはいくらでもいるし、俺は俺の欲を満たすために手心を加える良心もない」

　今日は膳立てをしてもらえたが、次はそうもいかないだろう。彼の興味を自分自身で引けるようにならなければ。

「最善を尽くします、公爵様」

「その呼び方、やめろ。君の立場で俺を呼ぶなら旦那様か、名前で呼ばせてやろうか？」

　くっと喉の奥で笑う。これは癖だろうか。他人に不快感を与え、彼自身は愉悦に浸っているような、あまり快い感情を持てない仕草だ。

　彼の言葉を胸中で反芻し、首を横に振った。

「旦那様と……呼ばせていただきます」

「それは残念だ」

　リーゼンバーグ公爵家は、先代当主が早逝したので交代が早かった。嫡子ファルード様は十五歳という若さで家を継いでいる。その若き当主を支えたのが従兄である現在の国王だ。そんな縁もあって、彼らは互いを信頼し合い、頼りにしていると聞いたことがある。

　王の直系で、継承権第二位を持つ彼を名前で呼べる人間など、国王以外でいるはずがない。目を合わせることもはばかられて、視線を逸らした。

「俺から逃げてばかりいないで、擦り寄る真似くらいはしたほうがいいんじゃないか？」

「擦り、寄る……？」

「俺は君に歩み寄る態度は示した。その先は君次第だ。……いいのか？　悠長にしていたら、気が変わって部屋を出ていくかもしれないぞ」

　唇をぎゅっと噛んだ。そうだった。私は彼に与えられる機会をふいにすることはできない。公爵にとって、相手を替えることなど服を替えることと大差ないはずだ。だけど、私には経験がない。人と接することそのものにも不慣れなのに、男性をその気にさせるなんてできるだろうか。

　わずかに躊躇うと、彼の手が顔から離れた。焦って、咄嗟にその手を掴む。

「あの……旦那様……」

　なにを言えば引き留められるかわからない。目を泳がせながら、どうしようと彼の手をぎゅっと握っていると、突然肩を掴まれてベッドに押し倒された。

「……あ、あの……？」

「そういうの、悪くないな」

　仰向けに倒された私を、公爵がじっと見下ろしてくる。まるで、獲物を捕まえる獣のような目で見られて、居心地がとても悪かった。

「力を抜いてじっとしていろ」

　緊張にごくりと喉を上下させる。彼の手が首元に触れ、ゆっくり滑っていく。鎖骨のあたりを撫でて、胸の膨らみに手がかかったとき、彼はわずかに目を見開いた。

「……へぇ……」

　言葉ひとつ発せずにいる私にかまう様子もなく、一人で納得をしているようだ。

　なにか気に入らなかっただろうか。それともおかしかっただろうか。不安ばかりが募っていくが、なくなってしまったかのように声が出ない。

「……花売りの仕事を勧められたことは？」

　するりと胸元の紐が解かれた。大きく前がはだけて反射的に掻き合わせようとしたが、公爵の手に両手を掴まれてしまう。

「あ……あります。でも……お花は売れなくて……」

「それは意外だ」

　意味ありげに彼が微笑む。色を増す声音に、身体が奥から震え出しそうだ。

「そう……ですか……？　時間が経って、切り花も萎れたので仕方なかったですが……」

「切り花……ねぇ……」

　両手をベッドに押しつけて体重がかけられ、鼻先が触れ合うほど顔が近づいた。

「……花を買う男が求めているものは切り花じゃない」

「え……？」

「花売りの仕事は、その身を売ることだ。……こんなふうに、な」

　着ていたネグリジェが乱暴に腰元まで引き下ろされる。外気に肌が触れる寒さよりも、強烈な羞恥が襲う。身体を隠そうと手を動かしても、力で公爵に敵うはずがなかった。両手を易々と束ねられ、頭上で押さえつけられる。

「売れなくてよかったな？　君がそんなことになっていたら俺は……」

　彼の口の端が意地悪く持ち上がった。

　花売りは、子爵家の現状をどうにかしたくて仕事を探していたときに見つけた仕事だった。花を売れば、一本で銅貨一枚は保証されたので空き時間にぴったりだと思って試してみたのだ。でも、身を売る仕事だなんて知らなかったし、聞いてもいなかった。

「もしも花売りとして買われていたら、旦那様はこの場から去られましたか……？」

　思わず聞いてしまったことを後悔した。公爵がどんな態度を取ろうと、私がなにかを言えるはずがなかったからだ。それなのに、彼の心の内を知ろうとしてしまった。叱りつけられるかもしれない。殴られることだってあり得る。考えたら怖くなった。けれど。

「まさか。貞淑に興味はない。俺が節操なしの放蕩貴族だってわかっているだろう？」

　優しく、だからここにいるのだろう、と彼の声が零れる。

「それは……」

「いいさ。君がどう思おうと関係ないからな」

　ふと目を細め、吐き捨てられた声になぜか胸が締めつけられる。その理由を考えようとしたが、それよりも早く彼の手が乱暴に胸を揉みしだいた。

「っあ……」

「なにか感じるなら思うまま声を上げればいい。なにも感じなくても、俺の知ったことじゃないが」

　冷酷に微笑んで、彼が首筋に顔を伏せる。ぬめった感触が這って、ぞわぞわとした感覚に身体が震えた。寒気……とは少し違う。

「ん……っ」

　肌に柔らかく口づけられ、少しずつ彼の熱が下っていく。首筋から鎖骨へ。そこから大きく膨らむ乳房を楽しむように食んだ。

「ずいぶん細いな」

　ネグリジェを邪魔そうに引き剥がされる。そうしてあらわになった私の身体を見て、彼は眉をひそめた。見栄えのする身体ではないだろう。公爵の反応は真っ当なものだ。

「申し訳──」

「謝罪はいらないと言ったはずだ。それに、これだけあれば充分だ」

　ふっと胸先に息を吹きかけられる。わずかに身震いすると、それに気をよくしたのか、頂の飾りを口に含んだ。

「っん……あっ……」

　舌先で転がされて刺激されるたびに背筋をなにかが這い上がってくる。ぞわぞわとした悪寒のような感覚。

「感度も悪くなさそうだな。……意外と……」

　一人で納得したようにくすくすと笑いながら、彼が胸の先端にしゃぶりつく。ちゅっ、ちゅぱっといやらしく音を立てられ、耳を塞ぎたくなった。

「んあっ……、あ、あっ……」

　逃げ出したいほど恥ずかしいのに、勝手に腰が浮き上がって彼の身体に自ら押しつけてしまう私を、彼は嘲るような、ただ微笑むような、判断のつかない顔で見つめてくる。

「こういったことは好きか？」

　彼の手が脚を左右に大きく開くと、その間に身体を滑り込ませて強く腰を抱き込む。

「だ、旦那様……、っ……」

　脚の間の秘された場所に彼の身体が密着すると、擦るように揺すり上げられた。

「あ、あっん……っ」

「質問に答えろ、グレイス」

　恍惚とした熱を帯びる声が、唇が触れ合いそうな距離で落とされる。彼の顔を直視できなくて、ぎゅっと目を瞑った。

「聞こえなかったか？　俺は、何度も同じことは言わない」

　胸先をきゅっと摘まみ上げられると、背筋に痺れるような感覚が走った。

「っあ、ああ……、っん……、わ、わかりません……」

「そんなに甘い声を出しておいて、わからないのか」

　また彼が胸先に口を寄せる。ちゅるりと口内に含んで吸い上げられると耐えきれない感覚が背筋を這い上がった。

「んっふ……あ、あっん……」

「その感覚は強い快感に変わる。そのときが楽しみだな、グレイス」

　ショーツに手がかけられ、するりと引き下ろされる。咄嗟に掴もうとしたが、それよりも早く脱がされてしまった。身体を隠すものがなにもないのは心細い。これからなにをされるのかも、うまく理解できなくて不安だ。

　縋るように公爵を見つめると、彼はふっと表情を緩めた。けれど、優しい顔ではない。

「……いまは、強制的な快楽を」

　酷薄な微笑を浮かべ、身体をずらした。脚を左右に大きく開かされ、一瞬の躊躇もなく彼が秘所に顔を埋める。

「旦那様……、っあ、あ……！」

　肉芽を食まれ、吸い上げられた。それだけで両脚がガクガクと震え出す。ちゅっちゅっと何度も繰り返し吸われると芯がじんじんと熱を帯びて下腹部を甘く疼かせた。

「んあぁっ……あ、んっぅ……」

「……よさそうだな」

　一番敏感な場所をねっとりと舐め上げられる。刺激され、硬く膨らんだ芽はより強く快感を捕らえ続けた。ぬちぬちと音を立てながら、ときおりジュッと蜜を啜る音が響く。

「っあ……旦那、様……や、あっ……」

「嫌ならやめてもいい。……困らないのか？」

　ぴくりと指が震えた。私は、彼との秘め事を楽しんでいるわけではない。思った以上に優しく触れてくれるから勘違いをしそうになるが、彼にとってこの行為は作業でしかないのだ。しかも、事が済めば彼から代金を受け取るだけの関係。気分ひとつでいつでも終了を告げられるものだということを、忘れていた。

「……旦那様……、やめないで、ください……」

　消えてしまいそうな声しか出なかった。けれど、彼の耳にはしっかりと届いたようで、先ほどよりずっと上機嫌になる。

「それでいい。そうやって俺を求めていれば悪いようにはしない」

　きつく唇を噛んだ。いまの私にできることは、公爵の機嫌を損ねないことだけ。ここにいる限り、充分な給金が保証されるのだ。そのお金さえあれば──。

「……っ！　あ、んっあ、ああっ……」

　ちゅうぅっと強く肉芽が吸い上げられて思考が中断する。わずかに腰が浮き上がると、がっちりと固定するように掴まれて快感が逃げ場を失った。

「ひ、ぁ……あ、あっんっふ……」

「俺以外のことを考えるのは、面白くないな」

　秘部に深く口づけるように蜜孔から舌を差し込まれる。ぬちゅ、ぬちと音を立てながら異物が侵入してくる感覚に身震いした。

「は……、あ……んっ……、旦那様……、申し訳……」

「また俺に同じことを言わせるつもりか？」

　言葉を呑み込む。謝罪をしてはいけない。でも、子爵家ではそれが当たり前だったから、考えるより先に口を突いてしまう。彼の機嫌を損ねてはいけない。損ねそうになったとしても謝罪をしてはいけない。この二つを両立するのは、私にはとても難しいことだ。

　ならばと思って口を手で押さえた。

　ちらりと公爵が視線を向けてくる。そして、嘲笑うように口元を綻ばせた。

「好きにしろ」

　それだけを呟いて、彼がまた脚の間に顔を埋める。じゅるっと蜜を啜り、花弁を食んでしゃぶった。それだけなら鈍い感覚を与えられるだけなので彼の機嫌を損ねることはなさそうなのに、気まぐれな舌は不意に肉芽に絡んでくる。

「んっぅ……、あ、あっ……」

　指をきつく噛んだ。押さえようとしても声が漏れる。強い快感を拒みたくなってしまう。でもそれはきっと、彼の不興を買うからなんとかして押さえないといけない。

「君はここが好きそうだ。……その手、離してもらうぞ」

「え……」

　一度芯を甘く噛まれた。

「っひ、あ……あ、っ……」

　きゅうっと下腹部が強く蠢く。痛みなのか、快感なのか判断がつかないうちに、彼が唇で優しく扱き始めた。

「んあ……、あっ……んっ、ふ……」

　緩やかな快楽が腹の深い場所から広がっていく。じくじくと痛むような、燃えるように熱いような不思議な感覚だ。

　大きく喘がないよう精一杯口を押さえていたが、これなら我慢できるかもしれない。

　ふうっと息を吐いた。その直後、肉芽がいままでで一番強く吸い上げられた。

「ひゃっ、あ、あ……んあぁっ……！」

　反射的に彼の頭に手をかけ、引き剥がそうと押し返す。けれど、吸いついて離れてくれる様子もなく、両手で力一杯押さえた。

「あぁっ……、あっ、旦那、様……んあぁっ……」

　手を掴まれ、指先をきゅっと握られる。それだけで抵抗する意志さえも奪われてしまった。彼の手はとても温かくて優しさを感じてしまう。そんなこと、あるわけがないのに。

「痛くないだろう……？」

　甘い声に、自然と頷いていた。強く吸われたけれど、痛くはない。身体を熱く火照らせて、耐えがたい疼きを残すばかりだ。

「はい……、痛くは……」

　掠れた声で返事をした。彼が一度吐息混じりに笑みを零し、再び肉芽を舌で絡め取る。

「んあぁっ……、あ、っは……んっぅ……」

　足先がびくりと跳ね上がった。ちゅっ、ちゅぅっと吸われて刺激されるたびに身体が熱くなっていく。背筋から這い上がってくる痺れた感覚に思考が溶かされてしまいそうだ。

「ずいぶん膨らんできたな。弾けそうだ」

　ちろちろと敏感な果実がくすぐられる。じわじわと熱を灯すように、痛みにも似た刺激が足先からヒリヒリと這い上がってきて、彼の手をきつく握り返した。

「っは……ん……っ、あ、あっ……旦那様……、あっ、ふ……」

「もっと俺を求めればいい。グレイス、もっと……」

　指を絡めて繋がれると、彼のほうからもきつく手を握られる。

　ぬちぬちと粘った音を立てられながら愛撫され、羞恥と快楽に頭を左右に振った。

「あっんん……、あっ、あぁっ……」

　腰が勝手に揺らめく。秘部を自ら押し当てると、彼は思いのほかうれしそうに笑った。

「グレイス、そのまま快感に身を委ねてしまえ」

「え……」

　じゅるっと蜜を啜られ、耳を塞ぎたくなる。けれど、指先と舌で肉芽を弄ばれるとなにもかもがどうでもよくなってしまった。

「あっ、あ、ああっ……んあっ……、は、んっ……」

　秘裂を舌でなぞられ、芯に絡みつく。誘うようにひくつく花弁にむしゃぶりつかれて腰が淫らに揺らめいた。

「旦那様……、恥ずかし……あ、んあぁっ……」

　彼の指先が敏感な膨らみをくにくにと捏ねた。足先が浮き上がり、びくびく震えると、彼の手が膝裏に入れられ、さらに大きく左右に開かれた。

「はぁ……、グレイス……」

　熱に浮かされたように、彼の声が私の名前を呼ぶ。それだけで満たされた気持ちになるのはなぜだろうか。

　ちゅうっと執拗に花芯を吸われ、下肢が自分のものでなくなっていくような気がする。鈍く熱を籠もらせる身体が少しずつ快感を捉え始めて、彼が再びきつく芽を吸った瞬間、強烈な感覚が全身を駆け巡った。

「っ……あ……、あ、あっんっ……あ、は……ああっ……！」

　身体が大きく仰け反る。不自然にくねり、激しく全身が跳ね上がった。

「んあ、っふ……あ、ああ……あっ！」

　身悶えながら迫り来る大きな衝動に抗いきれず、流されるように絶頂へ上り詰める。

「っん……！」

　どくっと鼓動が跳ねたかと思うと、目の前でなにかが弾けて全身が弛緩した。何度も吸いついて繰り返される愛撫に、身体がビクビクと震えて跳ねる。緩やかに与えられていた刺激が、いまは針に刺されるような強いものへ変わり、逃げだそうと身をよじった。

「旦那、さま……、なにが……」

「イッただけだ。……快感を極めた、と言ったほうが伝わるか？」

　呼吸を荒らげながら、ぼうっとする思考で天井をなにともなく見つめる。言葉はもちろんわかったが、感覚はよくわからない。

「いまのはよかった……。君の声は悪くない。俺の好きな声だ」

　ようやく彼が顔を離した。乱暴に口元を袖で拭ったあと、顔の横に手を突かれる。

「好きな……？」

　彼に視線を向けたが、視界が滲んでよく見えない。でも、彼が頷いたのがわかった。

「甲高いばかりの声よりずっと……喘がせたくなる」

　きっと、快楽主義な生き方に忠実なだけなのだろう。彼の好みの一端にかかっただけ。だけど、私の声は家では疎まれてきた。口を閉じろと何度言われただろう。

「……こんな声でも……いいんですか……？」

「いいもなにも……」

　公爵が顔を上げたことだけはわかった。でも、どんな顔をしているのかは見えない。喉から漏れそうになる嗚咽を何度も飲み込んでいると、彼の指先に目元を拭われた。

「泣くほどのことを言ったつもりはない。なにが悲しかった？」

　首を横に振る。なにも悲しくはなかった。うれしかっただけだ。でもそんなことを言ったら、彼を困らせてしまう。怒られるかもしれない。だから何度も首を横に振り続けた。

「自分の声が嫌いか、グレイス」

「好き……ではありません……」

　小鳥が囀るような、かわいらしい声だったらと何度思ったかしれない。低く、少し掠れてしまうこの声は耳障りなのだそうだ。

「声のことに触れられるのは嫌か？」

「……そうではなくて……、旦那様がお嫌かもしれないと……」

「俺がその声を褒めたことをもう忘れた……、……いや。なるほどな……」

　質問を投げかけようとして、彼はすぐに一人で納得して答えを出してしまった。

「グレイス。なにも心配しなくていい」

　目をしばたたかせた。彼の言葉の意味がうまく理解できなかったからだ。けれど、そんなことは意にも介さず、公爵は着ているものを脱ぎ去った。

　その身体は、精巧な彫刻のようだ。広い稜線も厚い胸板も、見ることをはばかられるはずなのに視線が外せなくなる。鍛えられて引き締まった腹筋や顔の横に突かれた腕も、私とは別の生き物のようだ。逞しく、しなやかな獣を思わせる。

「力を抜いていろ」

「……？　は、はい……」

　そう言われて簡単に脱力できるはずがない。ドキドキと鼓動が早鐘を打つ中、なんとか力を抜こうと深呼吸する。

　彼の手が腰を掴むと、蜜口に硬いものが押し当てられた。熱くて、灼けてしまいそうなほどの欲望に目を見開く。

「君の不安がここにあるなら、それを取り除いてやる」

　はっと息を呑んだ。彼は──。

　思考するより早くぬぷりと熱塊が押し込まれてくる。

「っ……つ……、あ、んっく……」

　身体が引き裂かれそうなほど痛い。きつくリネンを握り締め、その痛みに耐える。

　優しく抱かれるなんて最初から思っていなかった。けれど、想像していたより大きな激痛に襲われて、唇を噛んだ。やめてほしいと叫び出しそうだ。

「君は今日のことをきっと、一生忘れないだろうな……」

　頬を撫でられ、ゆっくりと視線を向ける。傷ついたような公爵の顔を見て驚いた。どうしてそんな顔をしているのだろう。彼の主義に反することでも強いているのだろうか。

「旦那様……？」

　そっと手を伸ばすと、きつく手を握り締められた。手のひらに、彼の唇が押し当てられる。ちゅっとキスをして、そのまま手のひらに舌が這う。

「っん……」

「耐えろよ、グレイス」

　優しく甘さを帯びる囁き声が耳に届くのと同時に、彼は強く腰を打ちつけてくる。

「っ……、っく……ッあ、あ……んっぅ……」

　容赦なく隘路をこじ開けていく衝撃に涙が零れた。灼熱に焼かれるような痛みを伴って、楔が深く打ち込まれる。

「っは……あ、っく……つ、ぅ……っ」

「俺をひどい男だとなじればいい」

　彼の手が頬をそっと撫でていく。まるで労るような手つきに、彼を見上げる。

「……そんな、縋るような目で俺を見るな」

　わずかに彼の表情が曇った。

　なじればいいと言ったのに、傷ついた顔をするその心が読めない。苦笑いを浮かべて「君はなじったりしないか」と独りごちたその真意を聞くことなんてできなかった。

「グレイス、覚えておくといい。君の花を散らした男は苦痛だけを与える非情な人間だ」

　すうっと目を細めて、彼の心が冷えていく瞬間を目の当たりにする。パンッと強く腰を打ちつけられると、脳天まで突き抜けるような激しい痛みが全身を襲う。

「んっく……あ、あっ……は、あっん……」

　苦痛から逃れようと身体を仰け反らせた。身をよじらせ、藻掻いても抽送は絶え間なく繰り返される。

「っあ……は……んんっ……」

　身体が本当に裂けてしまう気がした。結合部はじんじんと痛みに疼き、呼吸もままならないほど異物に下腹部が圧迫されている。男女が情を交わす行為が、これほどまでに苦しいとは思わなかった。つらくとも甘さを帯びた行為なのではないかと夢を見ていた。

「……痛いか？」

　気遣わしげな言葉とは裏腹に、彼の声音は冷えて嘲笑さえ含んでいるように聞こえる。

　頷いてみせると、わずかに顔を背けて笑ったのがわかった。

「身を売る相手が悪かったな」

　ズッと下から揺すり上げられる。膣口がひりついて、彼が動くたびに激痛が走った。無意識に、彼の身体を押し返す。けれど、そんな抵抗では効果はなく律動が大きくなった。

「っく……ふ、あ、……あっ……！」

　涙がぼろぼろと零れる。奥を突き上げられるたびに漏れ出そうになる悲鳴を呑み込むので精一杯だ。こんなことが、これから何度も続く。月に一度は必ず──。

　思い至ったところで血の気が引いた。この苦痛から逃げて屋敷を出ていくことはできない。だからといって、公爵が私から興味をなくしてしまってもいけない。追い出されたら、私に行く当てなどない。耐える以外の道がないのだ。

　ぎゅっとリネンを握り締めた。奥歯を強く噛んで公爵を見上げると、うっとり見入ってしまうような、優しい笑みを浮かべていた。

「これでは快楽も覚えられないな。……優しくしてくれと請うのなら、考えてもいいが」

　けれど、彼から漏れる言葉は酷薄だった。

　ずちゅ、ぐちゅと粘液の混ざり合ういやらしい音だけが響く。

「っふ……っんぅ……あ、っは……ぁ……」

　眦から涙がぼろぼろと零れた。こんなことでは公爵の気分を害するかもしれない。そうなれば早く終えてもらえるのだろうか。二度目はこないだろうか。

　そんなことを考えて、首を横に振った。

「……痛むか？」

　彼の指先が涙を拭う。

「い、いいえ……、旦那様の、お気に召すように……、っは、んっあ、あっ……」

　腰を回されて中をかき混ぜられる。彼が動くたび、膣壁が引き攣れたようにきゅうきゅうと蠢いているのがわかった。

「グレイス……」

　顔を寄せられ、切なげな声で名前を呼ばれる。彼は、だれにでもこんなふうに囁くのだろうか。一方的に快楽を貪りながら、それでも愛を謳うような声で。

「旦那様……、少しは、気持ちいいですか……？」

　はっとしたように彼が目を見開く。そして、ふっと嘲笑うように吐息を零した。

「男女が情を交える行為で、男が快楽をまったく得ないなどあるものか」

「そういう……ものですか……？」

「少なくとも俺はないと思っている。……俺は、女を蹂躙するから」

　また、くっと喉の奥で笑われた。やはり癖なのだろうなと彼を見つめていると、ひときわ強く腰を打ちつけられた。

「んっあ、ああ……っ」

　子宮口を強く叩かれ、いままでの苦痛だけのものとは違った感覚を呼び起こす。

「締まったな……いいか？」

　パンパン肌を激しくぶつけ合う乾いた音が響く。内壁が擦られるたびに身体の深い場所が熱く疼いた。

「あ、あっ……、旦那様……なにか……、あ、んっぅ……」

「奥が好きか……、これは楽しみだな」

　頬をそっと撫でる彼の手つきが、労るだけのものから淫靡なものへと変わっていく。大きく律動して、最奥を抉られると身体が仰け反った。

「っ……ひ、あ、……あ、ああっ……んっ」

「もっと奥まで俺を呑み込め、グレイス」

　弓なりにしなる身体を、熱い凶器が容赦なく貫く。痛みは消えないし、擦られるたびに灼けるような感覚もあるが、その先にもっと別のものを感じる。

「あっ、あ、んっ……旦那、さま……あ、あっ……ふ……」

　身をよじると、無防備になる首筋に噛みつかれた。鎖骨のあたりを舐められて身震いすると機嫌をよくしたのか、耳たぶをちゅっと食まれる。

「あ……、んっ、ふ……それ……、あ、ああっ……」

　耳孔に舌を差し込まれ、耳元に粘った音が響いて頭の芯を痺れされる。

「……想定外だよ、グレイス。こんなに素直だとは思わなかった」

　鼓膜を強制的に響かせるような甘く低い声に、背筋がぞくぞくと震えた。この声は中毒性を持つ薬だ。もっとその声が聞きたい。彼に名前を呼ばれたい。

「旦那様……は、あっ……」

「一度だけ……、俺の名を呼んでくれ、グレイス」

　恐れ多い、と首を横に振りかけたが、ズッと大きく突き上げられて首を仰け反らせた。

「んあ、ああっ……あ、っは、あ……」

「君は、俺の言葉に頷き続けていればいい。それ以外は、認めない」

　はぁっと熱い吐息に交ざる彼の声は、ときどき切なさを帯びる。どうしてこんなふうに彼は囁くのだろう。

「……ファルード……さま……」

　すうっと細められる彼の瞳を見つめる。長いまつげに縁取られた緑柱石には、明確な歓喜が滲んで見えた。

「それでいい……」

　まるで褒美だといわんばかりに、強く揺すり上げられた。熱がゴツゴツと容赦なく子宮口を叩く。

「ああっ……、んっは……あ、あっ……ぅ……」

「……そろそろ終わる」

　胸に手をあてがわれ、揉みしだかれる。名残惜しそうな顔をする彼を見ていると、もっととねだってしまいたくなった。熱のない行為だと思っていたから残念に思ったのは私も同じだ。彼が本気で欲をぶつける姿を見てみたくなった。けれど、彼は快楽を高めるために何度も打擲を繰り返し、やがて腹の内側の熱がドクッと大きく脈打ったのがわかった。それと同時に自分の身体がのけ反り、目の前でなにかが弾ける。

「っ……んぅ……！」

　リネンを波打たせ、下肢が激しく暴れた。腰が何度も跳ね上がり、醜態をさらしているだろうことがひどく恥ずかしい。けれど、彼はいとおしげな手つきで身体を撫で、切なげに眉根を寄せていた。

「んっ、……く、ぅ……んんっ……」

　程なくして彼が熱を引き抜き、腹の上に吐精する。ドクドクと吐き出された熱は不快感を誘った。これが、男女が情を交わすということ。……思った以上にむなしく、あっけないものだ。

「……身体はあとで拭くといい。人を寄越そう」

　彼の表情に熱の残滓はほとんどなく、涼やかな顔をしてベッドを降りた。

「……旦那様……」

　シャツに袖を通し、ボタンを二つ留める彼に手を伸ばす。けれど、彼は一瞥だけしてすぐに目を逸らした。

「また、来月に」

　ベッドに金貨が二枚投げられる。なんの感慨もなく作業だといわんばかりだ。

「今夜の代金だ」

「……金貨は一枚だったのでは……？」

　のろのろと身を起こした。体中に激痛が走って、うまく起き上がれずにベッドの上へすぐに伏せてしまう。

「今日は特別だ。花を散らす悦びは、他のなににも代えがたいからな。いらなければ捨て置けばいい。受け取るかどうかは君の自由だ」

　喉から手が出るほどほしい一枚だ。子爵家を少しでも助けられるかもしれない。それほど価値のある金貨。

「ありがとう……ございます……」

「今夜はそこで休むといい」

「……はい……」

　公爵が部屋を出ていく。視界がぼやけて最後まで見送ることはできなかったが、彼は一度も振り返らなかった。それが、こんなにも寂しいなんて思わなかった。わかっていたはずなのに、なにかを期待していたのだ。たとえば、彼から愛情の片鱗でも感じられるとうぬぼれていたのかもしれない。そんなこと、ありはしないのに。

　ベッドの上にぐったりと倒れ、軋む身体を丸くして目を閉じた。




　翌朝、手元にあったネグリジェを着てから這うようにベッドを抜けだした。

　公爵は人を寄越すと言ってくれたが、だれかが訪れた気配はない。生家では約束など、あってないようなものだから、どこに行ってもこんなものだろうとは思っていたが、今日はだれか話し相手がほしかった。身体がひどく痛む。それが正常かどうなのかが知りたい。でも、教えてくれる人もいないので鈍痛をこらえてベッドを整えた。

「あ……」

　そこで気づいたのは、血痕だ。初めての情事だったので仕方ないことではあるが、まずはこの汚れたリネンをどうにかしなければならない。でも、洗濯をしたいと言いだしづらい。男性の身体もろくに知らない女が、公爵の金を目当てにやってきたと知られるのは恥ずかしい気がしたのだ。なにも間違ってはいないのだが、自分がひどく浅ましく思える。生家を少しでも助けられればと思う気持ちも嘘ではないけれど、公爵からこんな形でお金をもらい続けていいのだろうか。

　リネンをベッドから外し、ぎゅっと抱きしめる。

　身体は違和感だらけだ。脚の間にはまだなにかが挟まったような異物感があるし、腰も痛い。下腹部はなんだか重たいし、出血はしているし。

「情けない……」

　歩きだすのも勇気がいるくらいには痛かった。

　公爵に金を無心する女という周囲からの認識は変えられないだろうが、それならばせめて使用人として充分に働きたい。痛くて動きたくないなんて甘えているだけ。

　がんばらないと。そう思って唇をきゅっと引き結んで顔を上げた。

「グレイスさん、お目覚めですか」

　部屋の外から声が聞こえてはっとする。返事をしないと。扉を開けないと。挨拶をしなければ。そんなことを考えながら歩きだしたからか、脚がもつれて転んでしまった。

「きゃあっ」

　思わず悲鳴を上げてしまうと、バタバタと騒々しい音を立ててメイド服を着た女性が慌てて部屋へ入ってくる。

「まあまあ……！　大丈夫ですか、グレイスさん」

「も……、申し訳ありません……」

「今日はゆっくり休むようにと旦那様からお言いつけがありましたからね。ベッドへ戻りましょう」

　女性は、ふくよかな笑みを浮かべる優しそうな人だった。年の頃は四十路を少し過ぎたくらいだろうか。えくぼが目立つ、かわいらしい女性だ。

　私の背中を何度もさすって「大丈夫ですよ」と繰り返してくれる。

「私も仕事を……」

「お気持ちだけで充分です。旦那様のお言いつけを破ったら叱られますからね」

　だけど、先払いの金貨を受け取っている。必要な時間の労働をしなければ、それを受け取る資格なんてないだろう。

　しゅんと肩を落とすと、女性がぱあっと明るい笑顔を向けてくれた。

「明日からもりもり働いてくださればいいんですよ。旦那様も、泥のようにお眠りになるグレイスさんを見て、むちゃをしすぎたかもしれないとおっしゃっていたくらいですし」

「旦那様が……？」

「ええ。夜中に一度、旦那様とお部屋を訪ねたんですよ。グレイスさんが寝息を立てているのをご覧になって、旦那様はすぐに出ていかれましたけどね」

　ただ捨て置かれるだけだと思っていた。でも、公爵は事後も気にかけていてくれたようだ。それがなぜか──。

「え、えっ……グレイスさん？」

　女性が焦ってうろたえる。どうしたのだろうと不思議に思ったが、自分の頬をぽろぽろと伝っていく涙に気づいて理解した。

「あ、あれ……」

　突然目の前で泣き出されたら、だれだって困惑する。

　慌てて涙を拭ったが、あとからあとから溢れてきて止まる気配がなかった。

「なんで……止まらないの……」

　涙腺が壊れてしまったかのように滴が溢れてくる。

「旦那様が、私を気にかけてくださったと聞いただけだったのに……」

　何度も目元を擦ったせいかヒリヒリしてきた。そんな私の手を女性がぎゅっと握る。

「うれしかったんじゃないですか」

「……うれしかった……？」

　呟いた言葉を胸中で反芻する。そうだ、私はうれしかったのだ。ただ捨て置かれるだけだと思っていた私を、公爵が気にかけてくれたことが。

「ほら、旦那様って冷たそうに見えるでしょう？」

　女性が苦笑いする。

　冷たそうというか、あまり相手を顧みない印象がある。恋人をいくらでも代えられるからそう思うのだろうか。

「ああ見えて、女性にはちゃんと優しいんですよ」

　この女性に公爵がどう見えているかはわからないが、たしかに無作法な印象はあまりなかった。お金を受け取って行為に及ぶ、娼婦のような女を相手にしていることを考えれば、充分誠実だったのではないだろうか。

「グレイスさんの状況は聞いています。旦那様は雇用主としてはいい方なので、存分に稼がせてもらうといいですよ。年に一回のボーナスが、使用人の楽しみなんですから」

「ボーナスまで……出るんですか……？」

　驚いた。金貨二枚の年棒に加えてボーナスまであるなんて。公爵家の財力を甘く見ていたかもしれない。

　公爵家の使用人は百人を超えるという。母屋と別棟、庭の手入れと別邸の管理など手抜かりなくすれば、必要な人数なのだろう。

　昨日、屋敷を案内してもらったときに見た使用人たちは、みんな生き生きとしていた。子爵家は年中お葬式のような雰囲気だったので、すごく不思議なものを見た気になっていたが、この屋敷は労働環境が抜群にいいのだ。だからみんな、楽しく働けている。

「素敵な方なんですね……旦那様は」

　つい声が零れた。けれど。

「あくまでも雇用主としては、ですよ。人としてはどうでしょうねぇ」

　ふくふくと女性が笑う。使用人がそんなことを言っていいのだろうかと慌てたが、彼女が今度はにまにまと笑いだす。

「使用人全員の顔と名前を覚えていて、女性に会うと必ず口説いてくる雇用主が真っ当かどうかは……ねぇ？」

「その労働環境は大丈夫なのでしょうか……」

「みんな慣れたものなので、ただの挨拶だってわかってますよ」

　私なら、公爵に甘いセリフを口にされたら、しどろもどろになるだろう。顔だって赤くなるだろうし、一人でドキドキしていると思う。

「そうなんですね……みんなすごいです……」

「すごいかどうかはわかりませんよ」

　女性が、私の手からシーツを取り上げた。

「とりあえず、グレイスさんは今日お休みです。ベッドメイクしますので少しお掛けになっていてください」

　ほらほらと背を押されてソファに座る。ふかふかしていて座り心地はいいけれど、居心地はとても悪かった。目の前で女性がせっせと働いているのに、自分だけくつろいでいるなんて申し訳ない。

「あの……やはりお手伝いを……」

「もう終わりますよ」

　さすがに慣れたものだ。私ならもっと時間がかかってしまう。だから、両親も姉たちもずっと怒っていたのだろうか。私があまりに鈍くさいから。

　膝の上に置いた手をぎゅっと握り締めていると、女性が私のそばへ来て手を取った。

「さあさあ、ベッドへどうぞ」

「ありがとう……ございます。このご恩は必ず……」

「大げさですよ。体調が悪いときは助け合いましょうね。グレイスさんは特に、旦那様のお相手もあって大変でしょうから」

　首を左右に振る。私は彼の財産を目当てにここへ来ているのだ。夜伽のたびに公爵は代金を支払うのに、彼の相手だなんておこがましい。

　ベッドの縁に座って俯いた。私は本当に価値がない。家族からの当たりがきついと思うこともあったが、彼らは私を客観的に見て、正しく評価していただけなのだ。

　私は、自分にいったいなんの価値があると思っていたのだろう。

　目の奥がじんじんと熱く痛んだ。

「……あら、旦那様」

「え……？」

　はっと顔を上げると部屋の窓から公爵の姿がちらりと見えた。どうやらこの部屋は裏門が見えるようだ。馬車から降りてきた彼は、ハットを手に屋敷へ入った。

「お出迎えに行かなくていいんですか？」

「裏門からのお帰りですから。正門から出入りされるときはお見送りもお出迎えも、総出の仕事ですけれど」

　だからいいんですよ、と女性が朗らかに笑う。

　子爵家では正門だろうと裏門だろうと出迎えが必要だった。手が止まるので使用人はいい顔をしなかったが、雇用主が決めたルールならば従うしかない。

　ここではいろいろと勝手が違うのね……。

　学ぶことはとても多そうだ。まずは粗相のない振る舞いを心がけなければと手をぎゅっ握り締めたところで部屋の扉が外から叩かれた。

　返答など待たず入室をしてきたのは、今し方姿を見た公爵その人。

「マニュ。外してくれ」

「はい。失礼しますね」

　柔らかな物腰でマニュと呼ばれた女性が部屋を出ていく。公爵と二人きりにされて緊張してしまうが、まずは挨拶を丁寧にしなければ。

　ベッドをのろのろと降りようとすると、公爵が手を上げて私の動きを制した。

「座っていればいい。……体調はどうだ？」

「平気です。すぐにでも仕事ができると……」

「仕事が？」

　嘲るような声音に身を固くする。いまのは悪手の発言だったかもしれない。

「は……、はい……」

「なら、働くか？」

「え……、いいんですか……？」

　ぱっと心が明るくなった。やるせない気持ちが一瞬でも晴れたからかもしれない。けれど、公爵は歩幅大きくベッドへ近づいてくると、私の肩を掴んで押し倒した。

「……旦那、様……？」

「君はこの屋敷で雇った使用人だが、その仕事には俺の相手も含まれている」

　もちろんそれはわかっているけれど、それは夜の仕事ではないのだろうか。

　目を逸らすと、顔が近づけられて鼻先が触れ合った。

「今日は見逃すつもりだったが、働けるのなら相手をしろ、グレイス」

「……夜の、お仕事ではないのですか……？」

　よほど間抜けな質問をしてしまったのだろう。公爵が目を丸くしたあと、顔を背けてふっと吹きだした。

「ははは……っ、まさか本当に夜だけ相手をすると思っているのか？」

「違うのですか……？」

　てっきり私はそういうものだと思っていた。男女が肌を合わせるのはすべてが終わり、長い時間を過ごせる夜だけなのだと。けれど、違うと言いたげに公爵はネグリジェの隙間から手を差し入れて肌を撫で上げた。

「んっぁ……」

「希代の放蕩貴族とまでいわれる男が、大人しく夜を待つわけがない」

　腰元から這い上がってくる彼の手が、脇腹を撫でて乳房にかけられる。

「グレイス。……もう一度俺と肌を合わせられるか？」

　優しい声で聞かれ、驚いた。もっと横暴に、一方的に行為に及べるはずなのに、ちゃんと私に尋ねてくれる。破瓜の直後だから気遣ってくれているだけかもしれないが、それでもうれしかった。

「正直に申し上げるとわかりません。ですが、旦那様のご希望には極力添いたいと……」

「……金のため……か。それもそうだよな」

　一瞬、悲しげな彼の顔を見た気がした。でも、すぐに不遜な笑みを浮かべたので気のせいだったかもしれない。

「旦那様……」

「君にもっと快楽を教え込みたいと思って、用意したものがある」

「私……に……？」

　公爵が一度身を起こすと、相変わらず胸元のはだけた服を探って瓶を取り出した。入れ物の色なのか、その中身の色なのかはわからないが、うっすらと赤みを帯びている。

「俺が贔屓にしている女に詳しいのがいてな。作らせてみた。試してみるか？」

「それは……どういったものなのですか……？」

　瓶に唇を寄せたあと、公爵はその中身を手のひらに取りだす。とろりとした液体のようだ。甘いような、爽やかな果実のような不思議な香りが立ちこめる。

「表向きは潤滑剤だ。情事にはあって困らない」

　表向きは……ということは、実際は違うのだろう。じっと公爵を見つめると、わざとらしく首をすくめた。

「実際は催淫効果のある香油だよ。燃え上がるような時間を愉しめる」

　うっとりとした表情を見るに、彼はその効果を知っているようだ。そういえば、公爵からはずいぶんと甘い香りがしている。昨夜はしなかった匂いだ。女ものの香水のようだが、公爵が好んで身につけているものだろうか。それとも、その贔屓の女性の愛用品で、彼に匂いが移った──？

　だとしたら、彼は直前までその人と二人で過ごしていたのだろうか。親密に、優しげに、熱を誘いながら、蠱惑的な声で真実とも偽りともつかない言葉を囁いたのだろうか。

　考えて、その思考を振り払うようにかぶりを振った。

「グレイス。……どうする？」

「……使ってください」

　公爵が笑った。嘲笑われただけかもしれないが、どこかうれしそうにも見える。

「俺の気が向いてる間に機会は得ておかないとな……。君も大変だな、グレイス」

　ほのかに芽生えかけた感情を振り払うように香油の使用を求めたが、実際は彼の言うとおりだ。気まぐれに相手を変えてしまう人なのだから、どこでだれと過ごしていようと気にすることなく、その機会を与えてもらわねばならない。

　頭をもたげようとした感情になど、気づかなくていい。

　香油が身体にとろりと垂らされた。潤滑油というだけあって、彼の手が肌を撫でるとぬるぬる滑る。

「んんっ……」

　脇腹や胸先を指先が掠めるとくすぐったい。催淫効果もあるようだが、さすがに即効性ではないのだろうか。

「くすぐったそうだな。まあ……これからだよ」

　ショーツを引き下ろして脱がされると、彼は容赦なく私の脚を左右に割った。秘所をさらすとまた香油が垂らされる。

「っ……ふ……」

　少し冷たいが、すぐに体温に馴染んでいく。ぬるついた液体が彼の指によって秘裂や肉芽に塗り込まれた。びくっと身体が反応したが、未熟な私が快感を得られるはずもない。

　やはり、こういったものは眉唾なのかもしれないなと少し安堵した。

「そんなふうに安心した顔をされると、焦らせてみたくなるな」

「え……」

「これを塗り込んだ程度で、君が乱れるはずがない……ってことだよ」

　何度かまばたきをして言葉の意味を理解しようとしたが、それを阻むように公爵が胸先に口をつけた。

「んっ……」

　ちゅるりと口内に含んで舌先で転がされる。じんわりと感覚が広がって、胸の飾りがぷっくりと立ち上がる。硬くしこると、彼は執拗なくらい乳首を何度も吸い上げた。

「ん、んっぅ……、ふ……、あっ……」

　快感は鈍いが、彼に食まれるという行為には少なからず興奮してしまう。ピクッと身体が反応すると、公爵の手が下肢へ伸びた。秘裂を弄り、肉芽を捉える。

「──っ！」

　背中が大きく仰け反った。脚を藻掻かせて、淫猥に蠢く彼の指先から逃れようと身体をくねらせる。

「一度快感を捕まえれば、あとは増長されるだけだ。……溺れろ、グレイス」

　きゅっと芯を摘ままれ、身体を激しくのたうたせた。

「んあああっ！　あ、あっ、ふ、く……あ、あっんっ！」

　自分の体になにが起こったのかわからないが、脚の間が灼けそうに熱い。くにくにと捏ねられるだけで目の前が真っ白になりそうだ。

「ひゃ、あっん……っ、ああっ……あ、旦那、さま……あ、あっ……離して……」

「だめだな。おかしくなるまで乱してやる」

　かぷりと胸先を食まれると、その愛撫を受け入れることすら怖くなる。

「んああっ……、あっ、んっは……あ、あっ……！」

　弓なりに仰け反る身体が彼に捕まえられると、そっと背筋を撫でられた。ぞわぞわとした快感が腹の奥に溜まっていく。

「昨夜はここまで濡れなかったのにな。……気持ちいいか？」

　蜜口にぬちゅりと指が押し込まれた。ぐちゅぐちゅと入り口をなぞられ、広げられていく。痛みも覚悟していたが、むしろ痛いくらいのほうがよかった。

「あ、ああっ……あ、旦那様……、奥が……あ、っ……」

「奥？」

　揶揄するような声とは裏腹に、優しい口づけが身体の上を滑っていく。脇腹から腹にかけてねっとりと舐められたあと、臍に舌が差し込まれた。

「んっぅ……ふ、あ、あっ……」

「奥って、どこだ？　このあたり？」

　頭を左右に振る。はっきりとわかるわけではないし、舌先で臍をつつかれるからか、じんじんとした熱が体内に溢れていく気がする。

「わ、わかり……ませ……あ、んっ……」

「だったら、このあたりかな……」

　さらに彼の唇が下がって、子宮の上あたりで止まった。ちゅうっと肌を吸い上げられると、ガクガクと腰が揺れて跳ねる。

「あああっ！　あ、ッ、や……そこ……っふ……」

「ここじゃないな。もっと深い場所だ……たとえば……」

　浅い場所を触っていた指が奥へ押し込まれる。じらすだけだった動きが、膣壁を強引にかき分けて中を弄っていく。

「んっぅ……く、あ、ああっ……んあっ、あっ……」

「ここ……とかな……」

　彼の指を締めつける襞が強く押し上げられた。

「ひあ、ああっ……あっ、は……んっあ、ああっ……！」

　敏感な場所をぐりぐりと指で擦られ、全身が自制できずに跳ねる。リネンをきつく握り締め、なんとか抗おうとするが強烈な快感に意識が流されていく。

「どこもかしこも敏感そうだな……」

　ふっと肌に息を吹きかけられるだけで身悶えてしまう。

　ぬちゅぬちゅと音を立てて中をかき回される。腹の上側を何度も押し上げられると、腰が浮き上がって揺らめいた。

「もっと、壊れてしまえ」

　かぷっと甘く肉芽を噛まれ、全身が痺れた。

「んあああっ、あ、ああっ、っあ……はっ……」

　痛いくらいに膨らんだ芽を唇でこりこりと扱かれる。ただでさえ敏感な場所が、香油の影響でさらに鋭敏になり、強すぎる快感を拾い集めてしまう。

「中、ひくついて物足りなそうだな……。もう少し……」

　もう一本指が押し込まれる。圧迫感を伴う異物の侵入に息苦しさはあったが、それ以上に身体が歓喜に震えた。

「あっ、あ、ああっ……んっ、そこ……っ、あっ……」

　ぐりぐりと腹を内側から押され、ざらつく天井を擦られて頭がおかしくなりそうだ。花の芽もちゅっ、ちゅっと繰り返し吸われ、足をばたつかせる。

「ッあ、旦那様……、あ、あっんっぅ……待っ、は、あっん……」

　強すぎる快感に涙がぽろぽろと零れた。このままでは身体も頭も変になる。

　握ったリネンを引き寄せて顔を埋める。荒くなる呼吸をなんとか整えようとしていると、公爵が覆い被さってきた。

「グレイス」

　甘い声で囁きながら、彼自身の服が開かれていく。ジャケットのボタンが外れ、かろうじて肌を隠していただけのシャツごと脱ぎ捨てられた。

「おねだりができたら、挿れてやる」

「おね……だり……？」

　高慢な物言いだが、いまはその言葉に抗える気がしない。そっと肌を撫でられるだけで快感に打ち震える身体は、感覚も熱も持て余してしまっておかしくなる。

「なんでもいい。脚を開いて俺に見せつけるでもいいし……そうだな……、俺の名前を呼びながら『キて』なんて言われるのも悪くない──」

　楽しげに笑って想像を巡らせる彼の手をきゅっと掴んだ。

　彼がじっと私を見下ろしてくる。吐息が触れ合うほど近くまで顔を寄せられ、手がそっと頬を撫でていく。彼の手つきは、その言動からは想像できないくらい優しい。

「ファルード様……、き、きて……？」

　躊躇いがちに視線をさまよわせたあと、彼を見上げた。驚いたような顔をしていて、きっとなにかを間違えたのだろうと恥ずかしくなる。けれど、彼はふぅっと息を吐くとトラウザーズを緩め、自身を取り出した。

「君は男を誘うのが意外とうまいんじゃないか？　……悪くなかった」

「本当……ですか……？」

「ああ。ちゃんとできたのなら、褒美は弾んでやらないとな」

　香油の瓶を手にすると、そそり立つ欲望にとろりと中身を垂らす。目でその行動を追いかけてしまったが、ぬらぬらと黒光りする屹立は直視できないほど淫猥なものだった。

「中の深い場所まで塗り込んでやる。……激しく善がって見せろ、グレイス」

　ひゅっと息を呑んだ。身体に塗られただけで自我さえ失いそうだったのに、内側にまで効果が及んだらきっと、大げさではなくおかしくなってしまう。

「あ……、だ、旦那様……」

　怖じ気づいて彼の身体を手で押し返した。だが、その程度で彼が止まるはずはない。

「俺を望んだのは君だ」

　両脚を掴んで持ち上げられると、赤黒い熱が蜜孔にあてがわれる。位置を合わせると、ずぷっと一息に押し込まれた。

「っ……あ、ああっ……！　あ、あっふ……んっく……」

　身体がびくびくと震え、肉襞をかき分ける異物をきつく締めつける。

「っ、は……グレイス……ずいぶんと期待していたみたいだな……」

　恍惚と声を零しながら、彼が舌なめずりをした。きゅうきゅうと内側を支配する楔に膣壁が歓喜するように蠢き、さらに奥へと招き入れる。

「あ、あっ……旦那様……、待っ……」

　挿入直後の衝撃がまだ尾を引いている。息を整えて、身体が馴染むまで待ってほしいが、彼は容赦なく腰を打ちつけてきた。

「あああっ……あ、ああっ、……は、んっ……ふ、ぁ……っ」

　子宮口をきつく叩かれ、頭の先まで甘い疼きが駆け巡っていく。

「この香油は……効き過ぎるのかもしれないな……やけに疼く」

　上擦って掠れた声が零れたせいか、その声を聞くだけで身体が熱くなった。快楽に酔ったように、エメラルドの瞳が熱っぽく私を見下ろしてくる。

「俺の声が好きか？」

　首を横に振って見せたが、嘘だとすぐにばれてしまうだろう。低く、蠱惑的な響きを乗せる公爵の声が、間違いなく好きだった。

「俺が話すたびに中を締めつけてくるのに。身体は嘘をつかないな？」

　ぐちゅぐちゅと音を立てながら中をかき回されると、子宮口がぐりぐりと擦られる。

「っんぅ……う、あ、あ……っ、あ、あぁ……っ」

　仰け反った身体にさらに深く楔が押し込まれた。浅い律動で最奥を叩かれ、膣壁が切ないくらいに彼を求める。このまま受け入れるだけだとどうにかなってしまいそうで、彼の熱から逃げだそうと身をよじった。

「グレイス……？」

　捕まえようとする彼の手を無意識に払い、うつ伏せになると這って彼から距離を取る。

「あ……、待って、ください。少しでいいので……」

　振り向いて懇願したが、公爵は楽しげに笑うだけだった。

「無理だな。俺はそんな懇願で止まるほどの理性はない」

　腰を掴まれ、ぐいと身体が引き寄せられた。男性の手にかかれば、私など容易く捕まってしまうのだ。

　高い位置で腰を固定されると、彼は再び蜜口から熱を押し込む。

「っふ……く、あ、ああっ……あ、んっ……」

　ぬぷぬぷと隘路を開く熱塊に貫かれながら、リネンを引き寄せた。

「んっぅ、ふ、んっあ、あ、ああっ……ん、っあ」

　強く腰を打ちつけられるたび、快感に震える。がっちり腰を固定されているせいで力なくその場に突っ伏しているのに、臀部だけ差し出す格好になってしまっている。

　羞恥心はもちろんある。けれど、ぬちゅぬちゅと愛液を混ぜ合って穿たれる快感には決して抗えない。

「ぅ、ふ……んっく……あ、あっ、ああ……」

　突き上げられる衝撃と、子宮口を抉る凶暴さに下腹部がじんじんと熱くなっていく。

「グレイス……もっとだ」

　彼の手が脚の間に伸ばされ、熟れて膨らむ肉芽を捉えた。

「あ、あ、あ……ああっ！　あ、や、あぁっ……んっ！」

　ひときわ敏感になった芽は、触れられるだけで意識が途切れてしまう。すぐに戻ってはくるが目の前が真っ白で、頭も快感しか追えなくなっていく。

　無意識に彼の手を引き剥がそうとするが、ろくに力も入らずされるままに嬲られる。

「はぁっ……、あ、あ……っ、旦那、さま……あ、あっ……」

「さっきより俺を締めつけてくる……」

　誘うような甘い声音に身震いした。何度も揺すり上げられ、襞がきゅうきゅうと締めつけた。そのたびに目の前にじわじわと大きな快感が迫ってくる。

「旦那、さま……あ、んっく……あ、ああっ……もう、イっちゃ……、あっ」

　髪を振り乱して喘いでいると、彼の手が顎を掴んで喉を反らせた。涙に滲んでうまく見えないが、目を向けると彼は困ったような、喜んでいるような顔をしていた。

「あ……っ、旦那様……、あっ、んっぅ……」

「イくときは、俺の名前を呼んで果てればいい。……色をつけてやる」

　声音はあまり余裕がなさそうに聞こえるのに、彼の言葉はどこか冷めている。これも、女性を夢中にさせる技術なのだろうかなんて、朦朧とする頭で少しだけ考えた。

「ファルード……さま……」

「っ……、ふふ……、悪くないな」

　蕩けてしまうのではないかと思うくらい優しく、恍惚とした声が耳元に落ちる。

　下から揺すり上げられ、最奥を執拗に穿たれると目の前に閃光が走った。

「……っ、あ……あ、ああっ……！」

　全身がびくびくと激しく震え、膣内の熱をきつく締めつける。

「く……っ、……」

　低い呻き声が聞こえたかと思うと、ずるりと熱塊が引き抜かれて背に生温かいものが吐き出された。

　荒くなる息を整えるように浅い呼吸を繰り返し、力の入らなくなった身体がうつ伏せに崩れる。背を撫でる彼の手が淫靡で、けれど心地よくてこのまま眠ってしまえそうだ。

「グレイス」

「……はい、旦那様……」

　力を振り絞って身を起こす。ほどほどに身なりを整えた彼が、ベッドの縁に座って私を見つめていて、慌てて目を逸らした。

「君は嫌だと言ったから、命じよう」

　はらはらと、艶のある彼の黒髪が肩を越えて流れてくる様をぼんやりと眺めた。髪が邪魔になったのか、彼が無造作にかき上げると首筋や胸元に目が向いてしまう。また目を逸らし、なにを言われるのだろうと待っていると彼が私の目を覗き込んできた。

「俺のことは常に名前で呼べ」

「え……、ですが……」

「それを雇用条件にしよう。嫌なら辞めてくれ」

　くすりと意地悪く笑う彼を恨みがましく見上げる。公爵を名前で呼ぶなんて、どれほど不相応なことか。もしもいまの国王に王子がいなければ、彼が次の王位を継いだだろうに。それくらい、彼は身分のある人なのに。

「それは……困ります……」

「だろうな。俺を名前で呼ぶだけで、この屋敷で働ける。悪くないだろう」

　ごくりと喉を上下させる。この屋敷での労働環境はかなりいい。それを捨てることは、私にはできない。それに──。

「かしこまりました、ファルード様」

　この高貴な男性を、命令とはいえ名前で呼べることに少なからず歓喜している。優越感かもしれない。ただ高揚しているだけかもしれない。それでも、特別がうれしかった。

「それでいい。……無理をさせたな。今日は仕事をせずに休んでいろ」

　彼が投げ出された小瓶を取り上げ、ベッドを降りる。

「これは、少し刺激が強かったな。調整させたほうがよさそうだ」

　楽しげに笑う彼を見て、胸の奥が痛んだような気がした。もやもやと、晴れない霧がかかったようでもある。

「……調整、されるのですか？」

　口にした言葉に驚いたのは、私だったかもしれない。彼は口の端を持ち上げて笑みを浮かべていた。

「このままのほうが君の好みなら、調整はしなくていいか。……情事が楽しくなりそうだな、グレイス？」

　上機嫌に瓶に口づけて、彼が金貨を一枚ベッドに投げる。

「それじゃあな。ゆっくり休んでくれ」

　たったこれだけの関係。私には、彼の気を引き続ける魅力はもちろん、特技もなかった。飽きられるのは時間の問題だ。

　ぱたりと扉を開けて彼が出ていくのを見送り、唇をそっと押さえた。

「ファルード様……」

　彼は、一度もキスをしてくれない。それが、ただの肉体契約を結んだだけの関係だと知らしめられるようで、ひどく切なかった。







二








　公爵家へやってきてふた月が過ぎ、ようやく屋敷での仕事の流れが理解できて一人で右往左往することも少なくなった。

　公爵──ファルード様との情事は、当初は月に一度程度だと思っていたが、これは最低の回数であり、彼が求めれば応じるのが私の役目だ。週に一度は部屋にやってきてくれ、多いときには週に三、四度ということもあった。そんなときは仕事もほどほどにしかできないのだが、使用人たちは慣れた様子で気にした素振りは見えなかった。

　このふた月で、私が手にした額は相当なものになる。その大半を子爵家へ送って、使用人たちの給金に回してもらえるよう手紙も添えているけれど、彼らの生活は守られているだろうか。気になっても、それをたしかめる術はいまのところない。

　そんなある日。公爵家から遣いを頼まれ、久しぶりに城下町へやってきた。子爵家にいた頃は当たり前のように来ていたが、公爵家は郊外にあるし、商人や農家が直接卸しに来るので、よほどのことがない限り城下のような大きな市場には出向くことがなかった。

　どこかで子爵家の噂でも聞けるといいが、いまは仕事の真っ最中。公爵家で支給された黒っぽいドレスは、家紋の百合が襟元に入っている。この服を着ているだけで、身元の証明になるのだ。そんな服を着たまま、勝手をするわけにはいかない。まずは役目を遂行しなければ。今日の私の役目は荷物を受け取ることだ。

「ミッドリン様から本を受け取るのよね……」

　中流貴族であるミッドリン卿は、古書の収集家で有名だった。私も顔は知らないが名前くらいは聞いたことがある。そのミッドリン卿の収集した古書の中に、ファルード様が探していた本があるらしい。それを譲ってもらえることになっているようで、私に受け取りに行くようにと彼から直接命じられた。私も一応は子爵家の娘。最低限のマナーや礼儀は教わっているので適任だったのでは、というのがマニュさんの見解だ。

　少しでも役に立てるならうれしいと、城下町の西端にあるミッドリン邸を訪ねた。

　白い壁に赤い屋根が乗っている屋敷だ。門扉は無骨な黒で装飾の類は一切なかった。

　きょろきょろと周辺を見回しながら、裏口の扉を叩く。ドアノッカーは厳めしいウシが象られていたが、愛くるしさを感じて人が出てくるまで指でツンツンとつついていた。

　程なくして扉が開く。

「リーゼンバーグ公爵家からまいりました」

　対応に出てきたのは燕尾服を着た男性だった。少し厳しい雰囲気を纏う人で、目を合わせるのが怖くてすぐに俯く。顔は、よく覚えられなかった。

　男性は少し待つように告げて一度奥へ下がったあと、ややしてから一冊の本を携えて戻ってくる。異国の文字で書かれているようで私にはさっぱり読めなかったが、とても貴重な品なのだろう。何度も修繕して、大切に扱われていることが見て取れた。

　男性にしっかりとお礼を伝えてミッドリン邸をあとにする。

　持参した布で本を包んで、うっかり傷つけないように大切に持ち帰らなければならない。帰りは城下で馬車を拾う予定だ。公爵家から迎えを出すと言われたのだが、皆忙しいし迷惑をかけたくなかったので断った。

　帰りの馬車を探そうと、中央の通りまで出る。馬車はすぐに見つかったが、同時にあまり見たくないものも見つけてしまった。大きくゴテゴテと飾られた馬車だ。

　嫌な予感がした。震える手を握り締め、身動きできずにいると、馬車から降りてくる人が見えた。豪奢なドレスに身を包み、つばの広い帽子を被った華やかな女性だ。歌劇を観覧した帰りなのか、おしゃれをしていて思わず見蕩れてしまう。美しい金色の髪と、小鳥が囀るような声が聞こえて女性をじっと見た。帽子で陰になってはっきりと見えないが、この声は──。

　本の包みをきつく抱きしめた。声の主が連れの男性と別れの抱擁を交わし、振り返る。その人が顔を上げて私を視界に捉えた瞬間、冷や汗がどっと吹き出した。

「あら、グレイス」

「ロザリー……お姉様……」

　口の端を上げて笑みを浮かべ、淑女らしく近づいてくるのは間違いなく長姉だった。

「こんなところで会うなんて偶然ね。少しお話をしましょう」

　腕を掴まれ、抵抗のひとつもできないまま、人が通らない薄暗い路地へ連れ込まれる。

　長姉は次姉と比べると過激な性格だ。怒らせたらまたナイフを振り回す可能性がある。いまは出先だから所持していないかもしれないが、彼女の靴は高さのあるピンヒールだ。これで踏まれたら……。想像するだけで身体が硬くなる。

「グレイス。公爵家は快適かしら」

「……は、はい……」

　冷や汗が止まらない。とにかく、姉の機嫌を損ねないようにしなければ。

「追い出されたのではなくて？」

「……いえ……」

「そうなの？　てっきり追い出されて身を売ったお金を寄越してきたのかと思ったわ」

　身を売ったお金であることに代わりはないが、公爵家を追い出されたわけではない。それをわざわざ訂正する必要はないだろう。話がややこしくなりそうだ。

「まあいいわ。それより、公爵家にいるならもっとお金が使えるのではないのかしら」

「使うだなんて……」

「あの女好きの公爵なら、ちょっといい顔をすればいくらでもお金を積んでくれそうだけれど。……あなたでは、さすがの公爵も嫌悪感しか抱かないかもしれないわね」

　ファルード様は、私をどんな気持ちで見ているのだろうか。露骨に嫌な顔はされないし、女であることの価値は多少ありそうだけれど、姉の言うとおり嫌悪しているのかもしれない。そう考えるととても恥ずかしく、申し訳なくなって唇を噛んで俯いた。

「ねえ、もっと仕送り金を増やしなさいよ。あんなはした金、ドレスを一着仕立てたら尽きちゃったわ」

「あのお金は……使用人の給金にしてほしいと……お父様にお伝えをしたのですが……」

　声がひどく震えた。顔を上げると、姉の目が怒りを滲ませてじろりと私を見下ろす。

「使用人には給金を支払っているし、どうやって稼いだかもわからないお金を渡せると思う？　子爵家の恥になるわ。それなら、ちょっといいドレスを仕立てていい男とデートしたほうが有効的よね」

　テーラーに支払うのにあのお金を使うのは恥にならないのかとか、使用人の給金が庶民の平均年収を下回っていていいのかとか、言いたいことはあったけれどなにも言葉にはならなかった。口答えなど、私にできるはずがない。

「で……すが、いただいたお金のほとんどは仕送りに回していますし……」

「ほとんどってことは、全部じゃないのよね。お金でも貯める気？」

　姉の手が顎にそっと添えられる。私を見下して、嘲るその瞳は直視すると自分の存在意義を失ってしまいそうだ。私に、なんの価値もないと言われている気になる。……実際、そう言っているのだと思う。でも、それを認めたら優しくしてくれた子爵家の使用人や、公爵家のみんなの価値もないと言っていることになりそうで耐えられない。

「貯めるというか……」

　目を逸らしてごにょごにょと言葉を探す。

「……そういう、はっきり言わないところが大嫌いなの」

　じゃあはっきり言えば彼女は気に入るのだろうか。そんなわけがない。

「公爵って相当雑食みたいだから、あなたみたいなのでも裸で迫ってみれば金貨の数枚くらい恵んでくれるのではなくて？」

　声を低めて囁かれる言葉に目眩がした。

　たしかにファルード様は毎夜のように出掛けていく。朝帰りも珍しくないし、出るときには香らなかった女物の香水が服に移っていることもある。

　黙って座っているだけで目を奪われてしまうような美貌と色香を目の当たりにしたら、きっと正常ではいられなくなる。甘い声も、熱っぽい言葉も、実際に向けられるともっとと願ってしまう。彼を独占したくなる気持ちはあるが、奔放でだれにも縛られないからこそ魅力的に見えるのもまた事実だった。彼を一言で表現するなら、魔性。一度出会ってしまったら──肌を合わせてしまったら逃れられない。そういう人なのだ。

　実際、私がそうであるように、他の女性だってきっと……。

「そんなことはできませ──きゃっ」

　いきなり髪を掴まれ、地面に叩きつけられた。顔をぶつけて、頬に痛みが走る。

「できるかどうかなんて聞いていないわ。……でも、いいのよ？　使用人を減らせばいいのだし……もっと安くても働きたい人はいるでしょうし」

　いま、子爵家に残ってくれている使用人は家のことを真剣に考えてくれる人たちだ。執事もメイドも、年齢の高い人ばかりだが祖父の頃からずっと尽力してくれた人たち。それなのに、両親や姉たちの派手な生活のために解雇させられてしまうなんて。

「あなたが稼いでくれば済む話でしょ？」

「それにも限界があります……。お姉様のドレスを一着でもお売りになって──」

「どうして私がドレスを売らなきゃいけないの!?」

　ドッと腹を蹴られた。呻くと、気をよくしたのか二度、三度と繰り返し蹴られる。

　手にしていた包みだけは守らないとときつく胸に抱いて身体を丸くすると、ロザリーが楽しげに笑った。

「あら、なにを持っているのかしら」

　また身体を蹴られ、抱きしめていた包みが手から離れる。

「それは……旦那様の大切なもので……！」

「じゃあ売ればお金になるんじゃないかしら。途中でなくしたって言えばいいでしょ」

　ロザリーが包みを取り上げて開く。途端に表情が曇った。

「汚いわねぇ……本？」

「ロザリーお姉様……返してください。それは旦那様にお届けしないといけないんです」

　地面に伏しながら、本に手を伸ばす。古書はとても貴重なものだ。いまはもう手に入らないものばかりだし、装丁や紙が特殊なものも多い。まして、あの本は異国のものだ。ファルード様が譲渡を願い出るくらいのものなのだから、二冊とないものかもしれない。

「その辺りの本屋で、きれいな装丁のものを買って帰ったほうが喜ぶんじゃないかしら」

　高飛車そうな笑い声とともに、古めかしい本が地面に落ちる。

　慌てて手を伸ばそうとしたが、ロザリーはすぐに本を踏みつけた。ぐしゃ、ぐしゃと容赦なく踏まれ、もともと脆かった表紙が見る間にぼろぼろと剥げ、めくれていく。

「お姉様、やめてください！」

　ぐしゃりと踏みつけたまま動かない彼女の足を掴む。すぐに払いのけられ、空を切った手で本を覆った。これ以上傷をつけられてはいけない。少しでもきれいな状態を保たなければ。その一心で本を引き寄せようとしていると、ロザリーの足が再び踏み下ろされた。

「……っ！」

　本を、容赦なく私の手ごと踏みつける。何度も何度も繰り返し、鋭利なヒールがゴツゴツと突き刺さるようだ。

「やめて、お姉様……！」

「手をどければ？」

　ぐりぐりと靴で手を踏みにじりながらそんなことを言う姉の顔を見上げた。まるで、悪魔のような形相だ。

「私のことがお嫌いなら、私を蹴ればよろしいのです！　本は絶対にだめです！」

「そう。じゃあ──」

　直後にドッと鈍い衝撃が顔に走った。視界が激しく揺れ、なにが起こったのかわからない。ただ、姉が優雅な仕草で脚をとんと地面に置いたので、顔を蹴られたのだということはわかった。頭がぐらぐらして地面に倒れると、さらに踏みつけ、蹴り飛ばす。体中が痛くて口の中も鉄のような嫌な味がして、早く終わってほしいとそればかりを願った。

　子爵家にいた頃は、こんなことは当たり前だったのに。公爵家で働くようになって、人並みになれるとでも思っていたのだろうか。

　全身が熱を帯びたように熱く、痛くなっていく。ちらりと見上げたロザリーは憎いものを粉々に踏み潰そうとするような、恐ろしい顔をしていた。

　こんなとき、助けに来てくれる救世主などいるはずがない。どんな英雄でも、道ばたの雑草を気にかけることはないのだから。せめて、あの人の本が少しでも守れたらいい。

　朦朧とする意識を保つことがつらくて、目を閉じた。意識が途切れるその瞬間まで、ロザリーは私を蹴り続けていた。




　人の気配がする。軽く身体を揺すられ、意識が完全に覚醒した。瞼を持ち上げると、男性が心配そうに私を見つめている。

「……ここは……」

　男性は、ミッドリン邸で対応に出てきてくれた人だ。気遣わしげな視線を向けられ、はっとして身体を起こした。

「ッ……」

　全身が痛くてうずくまる。柔らかなベッドの上だ。でも、周囲に目を向けても見知らぬ部屋。どういった状況なのだろうか。助けを求めるように男性へ目を向けた。

「所用で出掛けましたら、少々騒ぎになっていまして。女性が倒れているようだと聞き、様子を見てみるとあなたでしたので、屋敷へお連れしました」

　淡々とした声で告げられ、ああ、と頷いた。

「ご迷惑をおかけして申し訳ありません」

「医者を呼んで診てもらいましたが、骨などは折れていないようです。ただ、腫れがずいぶんとひどいので……」

　先ほどからふわりと香っていた薬の匂いは、湿布のようだ。顔や腕、おそらく身体にも貼られているのだろう。

「お手数をおかけしてしまいまして……」

「リーゼンバーグ公爵の遣いの方が倒れていたら、見ぬ振りはできませんでした」

　男性が私の膝に本を置く。ボロボロになって、受け取ったときより傷んでいる。

「……お預かりした本をこんなにしてしまって、すみません……」

「それは公爵にお譲りしたものですから、謝罪ならば公爵になさるようにと、私の主人が申しておりました」

「本当に……すみません……」

　ミッドリン卿も知っているのかと憂鬱な気持ちになる。ファルード様の顔に泥を塗ってしまった。遣いも完遂できない使用人がいるなど、公爵家にとって恥でしかないだろう。

「公爵家には遣いを出しました」

「え……っ」

「知らせないわけにはいきません。お帰りも、こちらから馬車を出します」

「……本当に……申し訳……」

　男性がそっと肩を叩く。泣いてしまいそうで、顔が上げられなかった。

「リーゼンバーグ公爵に恩が売れると、主人が喜んでおりましたよ」

　そんなもの、ただの方便だ。仮に本当に恩を売れることを喜んでいたとしても、それが気安い間柄での軽口であることはわかってしまう。そうでなければ、この人がこんなに柔らかい口調で私を慰めようとするはずがない。

「お送りします。歩けそうですか？」

「はい。お気遣いいただいてしまって申し訳──」

「ありがとう、とおっしゃってくださるほうが皆喜ぶと思います」

　目を見開いて男性を見た。こんなに迷惑をかけておきながら、ありがとうなんて言ったことがない。感謝して喜んでもらえるなんて思わなかった。

「……ありがとう……ございます」

　ひどく小さな声で呟いたけれど、男性は「はい」と頷いてくれる。

　そのあと、ミッドリン邸から馬車を借りて、公爵家へと帰った。裏口へ馬車を停めてもらい、何度もお礼を伝えていると裏口の扉が開いた。馬車が、気配を察したのか去っていく。振り返った私の目の前には、ファルード様が立っていた。

「……遅くなって申し訳……」

　言い終えるより先に彼の腕に抱きしめられる。なにが起こったのかわからず、されるまま抱かれていたが、はっとしたように彼が身体を離した。

「怪我をしたと聞いて、心配していた」

「申し訳ありませんでした」

「今日は早く休むといい。マニュ、彼女を部屋へ」

　表情も、声音もいつもと変わらない。特別なことではなくて、ファルード様は、だれにでもこんな対応をするのだろう。少し驚いたけれど、抱きしめられると不安だった気持ちが軽くなる。

「あの、ファルード様……ミッドリン様からお預かりした本なのですが……」

　おずおずと差し出すと、彼は表情を曇らせて手を伸ばした。真新しい傷の増えた本はとても痛ましい姿になってしまっている。私の過失だ。

「何年かかっても必ず修繕費はお支払いいたします。申し訳──」

「いい。遣い、ご苦労だった」

　本を受け取り、彼が立ち去っていく。きっと高額な修繕費用がかかるが、彼にとってはたいした額ではないのだろうか。それでも、甘えるわけにはいかない。少しずつでも返済をしなければ。

「グレイスさん。大丈夫ですか？」

　マニュさんの声に視線を向けて頷く。

「ファルード様は、こんなふうに使用人を心配してくださるのですね……」

　部屋へ行きましょうかと促されて歩きだす。他の使用人たちも、私を心配そうに見ていていたたまれなくなった。顔だってひどい有様だろう。

　屋敷の廊下を歩いていると、マニュさんが「さっきのことですけど」と話しはじめる。

「旦那様といえども使用人を抱きしめたりはしませんよ。グレイスさんが特別なんです」

「まさか……」

　とはいえ、肉体関係を結んでいるという点では、ある意味で特別なのかもしれない。

「そうであれば、使用人一同お祝いをするんですけどね」

「そこまでですか……」

　奔放な公爵が腰を落ち着けるという意味で喜ぶのだろうけれど、相手が私では落ち着くことはないと思う。だいたい、そんな前提があり得ない。

「旦那様はね。女好きの放蕩貴族だといわれてますけど、どうにも忘れられない方がいらっしゃるようなんですよね」

「忘れられない方……？」

「ええ。どこのどなたかはだれも知らないんですけど……ほら、旦那様の耳飾り。あれはその方との思い出の品なんだそうですよ」

　ファルード様のイメージからは離れるようなデザインの耳飾りをつけている。じっと見たことはないが、ゆらゆらと揺れるピアスだった。

「思い出の……」

　もしかして、彼の想い人から贈られたものなのだろうか。忘れられない慕情を胸に秘めて、いまでも大切にしているのだろうか。

「お花を加工したらしいんですよね。旦那様、お花を愛でるご趣味なんてないのに」

　そういえばと思った。リーゼンバーグ公爵邸に花はほとんど飾られていない。子爵家では余裕がなかったので廊下や玄関に花を生けるのは来客のあるときだけだったから気づかなかったが、貴族の屋敷では花を飾るのは普通のことだ。

　廊下をきょろきょろと見ていると、マニュさんが「ね？」と同意を求めてきた。

「お屋敷に飾るのも最低限なんですよ」

　でも、公爵邸は殺風景に見えない。おそらく、いたるところに施された装飾が華を添えているのだろう。壁紙にも金や銀を使って模様が描かれているし、窓枠はすべて同じかと思ったらそれぞれ微妙に違っていて、それが三階建ての屋敷すべての窓に施されている。部屋もシンプルだが、調度は高価な品ばかり。必要なものに惜しみなくお金をかけて、あとは飾らないのがファルード様の考えなのかもしれない。

「旦那様って、お金の使い方も荒そうだと世間ではいわれてるみたいですけど、あんまり散財なさらないんですよね。孤児院や職人には寄付や援助をなさっていると聞きましたけど、それも必要だからしていることで、だれにでもというわけではないようですよ」

　マニュさんがにまにまと笑う。面白がっているというより、私のファルード様への反応が気になっているといったような……そんな気がしてしまうのはなぜだろう。

「……そういえば、旦那様の想い人だという方。身分のない方なのか、いまでもこっそり援助をなさっていると聞きましたねぇ」

　マニュさんが思案しながらそんなことを言う。

「大切な方なんですね」

　チクリと痛む胸に眉根を寄せた。

　いまの言葉から考えれば、ファルード様がその想い人をどれほど特別で、大切に思っているかは窺える。きっと、その女性を忘れようとして、忘れられなくて、胸を焦がしているのだろう。だとしたら、ファルード様は軽薄なのではなく、とても一途で情熱的な人ということになる。そんなふうに彼から想われている人が、少し羨ましい。

「あ。内緒ですよ。旦那様、この手の話に触れられることを嫌がりますから」

「はい、もちろんです」

　大切な思い出なのだろう。だから、だれにも触れられたくない。たとえ、噂として出回っていたとしても。

　マニュさんと雑談をしていたせいか、重たかった気持ちがずいぶん楽になった。

　部屋へ着くと、彼女は私をベッドに追いやって布団をぼふぼふと掛ける。そして「絶対安静ですよ。明日もお仕事は休むんですよ」と何度も釘を刺してから退室していった。

　また、休まないといけない。働かないと給金に見合わないのに、休んでばかりだ。

　これでいいのかなと窓の外へ目を向ける。馬車が停まっていて、ファルード様が出掛けていく姿が見えた。彼は今日もどこかの女性の元へ行く。代わりなんていくらでもいる。

　わかっていたけれど、胸がひどく苦しい。

　きっとロザリーに蹴られて具合が悪いのだと言い聞かせ、頭まで布団を被った。ぼろぼろと溢れてくる涙の意味には気づかないふりをして。




「グレイスさん、お手紙が届きましたよ」

　ロザリーと会ってから三週間が過ぎた頃、マニュさんが一通の手紙を持って部屋へやってきた。

　腫れや痛みはもうほとんどなく、痣もあと数日で消えそうなくらいに回復している。それでも、マニュさんは「絶対安静ですよ！」といまだに私を働かせてはくれなかった。

　ファルード様はというと、私を気にするはずもなく、毎夜どこかへ出掛けていくのが部屋の窓から見える。昨晩もハットを手で弄びながら馬車へ乗り込む姿を見かけた。まだ戻ってきてはいないのだろうなと思いながら、マニュさんが持ってきた手紙をたしかめる。

「…………」

　ごくりと唾を飲み込んだ。差出人は、フリューゲル子爵。父からだ。

　封を切ろうとする手がカタカタと震える。心配そうにマニュさんが身を乗り出してきて、私の手をそっと包み込んでくれた。

「お読みにならなくてもよろしいのではないかと、私は思いますよ」

「そうはいきません。父からの手紙ですもの……」

　思いきって封を切る。ガタガタと不格好に裂けてしまったが、大切な手紙というわけではないから気にならなかった。便せんを開くと、父の文字が書かれている。

『仕送り額の増額を命じる』

　家長の命令は絶対だ。私は住み込みで働いているに過ぎないし、ファルード様の命令はもちろん大事だけれど、父の命令にも背けない。ぎゅっと手紙を握り締めた。くしゃくしゃと音がして、せり上がってくるよくわからない感情を必死に飲み込んだ。

「あの、グレイスさん……」

　マニュさんが心配そうに顔を覗き込んでくるので「大丈夫です」と笑顔を繕って答えた。

　給金は子爵家へ送っている。手元にはほとんど残っていなくて、その残っているわずかなお金は、私にとって必要なものだった。衣食住は公爵家が面倒を見てくれているし、使うことなどないのだが、少しでも貯金をしたい。そして、どこかでひっそりと暮らせたなら、子爵家から逃れられるのではないかと考えていた。でも、きっと私は逃げられない。

　貴族の情報網は思うよりも広く、共有されることがほとんどだ。私が働かせてもらえる場所はあまり多くはないし、どこかのお店に立っていればだれかに見つかる。そしてその情報は共有されてしまう。私がいま公爵家にいるとは、父は思っていなかったのだろう。これまで一度も手紙を送ってこなかった。だが、城下でロザリーと会った途端、連絡をしてきた。あのとき、追い出されたと言ってもよかったかもしれないが、百合の刺繍のされた服を着ていれば、遅かれ早かれ気づかれただろう。この国で、百合の模様を掲げられるのは王家の血筋だけと決まっている。嘘をつくだけ無駄だった。

　皺になった手紙の文末には、もう一文が書かれている。仕送り金が増えない場合は使用人を解雇する、と。目眩がしそうだ。父は使用人を盾にしてまでお金を要求してくる。彼らがいなければ屋敷を守ることさえできないのに。彼らに助けられていることをわかっていない。

　本当は使用人全員、子爵家を解雇されたほうが幸せなのではないだろうかと考える。安い給金で働かされても、祖父に恩義を感じて残ってくれている人たちだ。辞めるタイミングを逸してしまっているのかもしれない。でも、解雇を言い渡された使用人は次の就職に苦労する。解雇されるということは、能力や人格に問題があると見なされるからだ。辞めるなら彼らが自主的に離れるほうがいい。そう決断をしてくれるまでの時間は稼がないと。

　どうすればお金をいまより稼げるだろうか。他に副業でもさせてもらおうか。日中は公爵家で働かせてもらうとして、夜にどこかへ……いや、ファルード様がいつ部屋へやってくるかわからないから、その機会をふいにするのはあまりに惜しい。

　握り締めていた手紙がさらにぐしゃぐしゃと音を立てる。できるならこんな手紙、破り捨ててしまいたい。でも、それをしたら私は使用人たちを見捨てたことになる気がして、とてもできそうになかった。

　苦しくせり上がってくる感情を嚥下していると、馬のいななきが聞こえた。窓の外を見ると、裏口に馬車が停まっている。降りてきたファルード様が、美しく着飾った女性と睦まじく笑い合う姿が見えて顔を伏せた。胸元を服ごとぎゅっと握り締める。ちくちくと痛い。ファルード様が女性と逢瀬を重ねていることなど、いまにはじまったことではない。彼を知るよりも前から放蕩だといわれていたし、だからこそ私はここにいられる。

「グレイスさん。カーテンを引きましょうか」

　マニュさんが優しい声で気遣ってくれる。返事に困っていると、マニュさんはザッとカーテンを閉めてくれたけれど、目の前の光景が遮断できても事実は変わらない。

「マニュさん……お帰りになってすぐ、ファルード様にお目にかかれますか？」

「問題ないと思いますよ」

　ベッドを抜け出し、急いで部屋を出る。廊下を早足で歩き、裏口の前まで来てみたが、ファルード様が通った気配はない。彼は、いつもなにか香水をつけている。帰宅したときはその匂いがきつくなっていて、香りが強く残るのだ。でも、ここはまだそれがない。しばらく待ってみようと落ち着きなくそわそわと裏口の扉を見つめる。逢瀬の相手との別れを惜しんでいるのだろうか。時間を改めたほうがいいかもしれないと思ったが、扉が開いた。待ちわびていたせいか、思わずファルード様に駆け寄ってしまった。

「あの──」

「気をつけて帰って、マルグリッド。また連絡する」

　話しかけたのと同時に、ファルード様が外へ声をかけた。そんな彼の姿を見て、胸が抉られるように痛んだ。当たり前の対応を彼は取っただけなのに、息ができなくなっていく。

　外にはまだ馬車が停まっていて、窓から品のよさそうな女性の姿が少しだけ見えた。その女性は彼にだけ聞こえるような声でなにかを囁く。馬車はそれを待ってから屋敷を出ていったが、私は動悸で頭がくらくらしていた。

「いま戻った」

　ファルード様の声に意識が引き戻される。慌てて「お帰りなさいませ」と対応したが、彼は私の姿を眺めて目を細めた。

「ずいぶんといい格好で出迎えてくれるんだな」

　自分の姿を見下ろし、慌てて胸元を掻き合わせる。ネグリジェのままだなんて、ひどい格好で出てきてしまった。

「申し訳、ありません……お見苦しいものを……」

「別に俺はいい。加減はもういいのか？」

　脇を通り過ぎていく彼のあとを、慌ててついていく。廊下の棚に、無造作にハットやコートを置いていくので気になったが、ファルード様には「そのままでいい」と言われたので彼を追うだけにした。

「はい。仕事にも明日から戻れそうです。長く休んでしまい、申し訳ございませんでした」

「気にしなくていい」

　今日の香水の匂いは、甘い花の香りだ。なんの匂いかはわからないが、厭味がなく清涼感がある。先ほど別れた、マルグリッドという女性の愛用品か、好みだろうか。

「わざわざそれを言うために出迎えにきたのか？」

　前を歩くファルード様が一瞥を投げる。その視線に、すぐには応じられなかった。

　図々しいと思われるのではないだろうか。ただでさえ充分な給金を与えてもらっているのに、生家のためにもっと給金がほしいなんて言ったら、クビにされないだろうか。そうなったら私はだれも救えない。このまま黙って場を去り、別の方法を考えたほうが──。

「……子爵家からなにか接触があったか？」

「え……っ」

「ロザリー嬢と会ったんだろう？」

　ファルード様にはこのあたりの情報は伝わってしまっている。隠しても無駄なのはわかっていたが、彼から切りだしてくるとは思わなかった。

「あの子爵家だから、金の無心でもすると思っていたが……違ったか？」

　嘲笑を含んで言われ、耳まで熱くなる。『あの子爵家』にはきっと私も入っているだろう。使用人として働くだけでは足りず、身を売っているのだから。最初なんて、不相応にも婚約者候補として名乗りを上げていたのだ。厚顔無恥といわれても仕方がない。

　恥ずかしくてうまく言葉を継げずにいると、彼が私の肩をそっと押した。壁に身体を押しつけられると、顔の横に手を突いて迫られる。

「話を聞いてやってもいい」

「あ……」

　やっぱり、私が迎えに出たことの意図を彼はわかっていた。それを中途半端に隠して、見苦しかっただろう。目を逸らすと、顎を掴まれて逃げ場を奪われた。

「グレイス、言ってみろ」

　甘く誘うような声が耳元に落ちる。吐息を混ぜた蠱惑的なその音に抗えない。

　目をきつく瞑って、縋ってしまいそうな衝動を堪える。彼の指先が優しく顎や頬をなぞり、首元へと滑っていく。まるで、誘惑するような手つきだ。きっと、完全に挑発をされている。彼は私がなにを言うかわかっていて、それを誘導しているのだろう。ならば、恥じる必要はない。いまさら、そんなプライドはいらない。

「……ファルード様。給金を上げていただくことはできないでしょうか」

　まっすぐ彼の目を見た。揶揄するような瞳がさらに面白そうに揺れて、細められる。

「それは君次第だ」

「どうすればよろしいでしょうか」

「それを考えるのも君の仕事だろう」

　すぅっと息を吸い込む。給金を上げてもらえる可能性があるのは閨の仕事だろう。だが、私はその方面にはひどく疎かった。本当に、基礎の基礎くらいしか知らないので給金を上げてもらう方法など思いつかないのだ。

「私は、閨事に関しては無知です。もう少し、ご教示ください」

「そうだな……」

　くすくすと笑いながら思案顔をする彼はとても楽しそうだ。それでいて意地悪そうで、そんな表情さえ彼の魅力なのだと思い知る。

「俺は積極的に誘われるほうが燃える。慎ましいのも捨てがたいが、そんなレディはいくらでもいるからな」

　ネグリジェの裾をたくし上げられ、反射的に彼の手を制止するように掴む。すると、ファルード様は一人で楽しげに肩を揺らして笑った。

「そういうところだ。慣れた女はいまのタイミングを絶対に逃さない。……俺の前では、女の身体はすべて武器になると思え」

「っ……」

　私が彼を制止した瞬間こそが、千載一遇のチャンスだったのだ。あえてタイミングを作ってくれたのに、それを止めたのだから彼の気分はもうこちらへは向かない。

「やり方次第で給金は上げてやる。もっと勉強をしてから出直してくるんだな」

　そっと彼の身体が離れていく。いまを逃したらきっと、次なんてない。そんな予感がして彼の手をぎゅっと握った。

「……俺の気を引きたいことはわかった。だが、その程度ではな……」

　これではだめなことはわかっているが、これまでの経験で知っていることもある。ファルード様は、性行為に対しての沸点がとても低いようだ。少しのことでも応えてくれるし、身を熱くしてくれるのも早い。いまの私にはそれを利用するしかない。

　昔、一度だけ人の行為を見てしまったことがあった。カーラがこっそりと男性を部屋に招き入れていたことに気づかず、いつもどおり部屋にお茶やお菓子を持っていったのだ。そのとき、彼女はとても淫靡なことをしていた。私は目が離せなくてしばらく見入ってしまったのだが、たしか──。

「ファルード様……」

　彼の手を引き寄せ、指先に唇を押し当てた。ちゅっと吸うようにキスをすると、わずかに彼の指が跳ねる。不意を突けたのだと思う。これなら、と彼の指に舌を這わせた。どんな反応をされるか怖かったから、少しずつ付け根に向かって舐めていく。ちらりと視線を上げてみると、彼は眉根を寄せて切なげな顔をしていた。もしかして、ものすごく不快なことだっただろうか。まずかったかなとわずかに目を逸らしたあと、窺うようにもう一度彼の顔を見た。すると、挑戦的に見つめられて心臓が跳ね上がった。

　不意を突けたというより、火をつけた気がする。触れてはいけないなにかに。

　慌てて顔を離そうとしたが、指が口内へ押し込まれる。

「んっぅ……ふ……」

　舌を弄ぶように指で嬲られ、唾液が溢れていく。口の端から零れるまでそう時間はかからず、指もすぐに二本に増やされた。

「んんっ……く、ふ……んっ……」

「俺好みの挑発の仕方をよくわかってるじゃないか。なぁ……グレイス……？」

　顔を寄せられ、口の端から零れる唾液をぺろっと舐め取られる。耳たぶを食まれ、粘った水音が響いたあと、はぁ、と熱っぽいと息が零れた。

「んっ、あ……ファルード、様……」

「この続きは期待していいんだろう……？」

　彼の手が腰元へ滑ったかと思うと、ガチャリとなにかを開く音がする。たしかめるよりも早く彼の身体に押され、数歩後退すると見慣れない部屋へと押し込まれる。

「え……、開いて……」

「部屋に鍵なんてかけるわけないだろ。俺がどこでその気になるかもわからないのに」

　くすくすと楽しげに笑うファルード様は、それだけで胸をくすぐるような表情を見せる。少し幼く見えるからだろうか。それとも、知らないうちにその姿に恋をしてしまうからだろうか。徐々に鼓動が早くなっていく。その高鳴りを緊張のせいだといってしまうには、もう遅すぎる。いつの間に、私はこの人に捕らえられてしまったのだろう。肌を重ねたあの日から。その過程の途中で知らずに。──否、きっと初めて会ったときからだ。

　彼の手が顔をぐいと仰のかせる。乱暴なようで、決して傷つけることはないとわかる彼らしい触れ方だ。

「いい顔をするじゃないか、グレイス」

「……どんな、顔をしていますか……？」

「男を誘う女の顔、かな」

　唇を指先で擦られ、薄く開くとまた指を押し込まれた。

「んっぅ……」

「ここから先はどうするか知ってるか？」

　彼の声に欲情の色が混ざる。普段から甘く囁くように話すが、情事のときはもっと深く、感覚を根こそぎ奪っていくような音を響かせる。不思議な声音だ。

　彼の問いかけに、どう答えるか迷った。おぼろげな記憶だが、この続きを知っている。けれどそれで彼が喜んでくれるかはわからない。ファルード様が思案顔を見せた。

「……君の懸念は俺が君の要求に応えるかどうか、だよな。だったら、応えてやる。君がほしいだけの金をやろう」

「んっ……ふ……」

　強く舌を押され、苦しくなる。涙が溢れ、押し込まれる指から解放されたかった。

　けれど彼は冷酷なほどに口内を弄ってくる。口蓋を触られ、舌の裏を撫でられる。まるで、キスをする代わりの愛撫のようで頭がくらくらした。

「君の好きにしていい」

　口内から指が引き抜かれ、何度も荒く呼吸を繰り返す。異物が入っているというのは、やはり息苦しい。

「続けろ、グレイス」

　ファルード様を見上げると、酷薄な笑みを浮かべていた。拒むという選択肢はない。

　頼りない記憶をたぐり寄せながら、その場に膝を突く。膝立ちになり、彼のトラウザーズに手をかけ、拙いながらに前を開くと眼前に熱塊がそそり立っていた。

　ごくりと喉を上下させる。このあとは目の前の長大な熱を咥えるはずだが、果たしてそんなことができるのだろうか。とても口に収まる気がしない。が、彼は容赦なく鼻先に自身を近づけてくる。赤黒く、ぬらぬらと先走りに濡れたそれは、直視できるほどきれいなものではなかったけれど、思い切って口を開いた。先端をわずかに食み、ちゅっと口づけると欲望は脈打つようにぴくりと跳ねる。匂い立つ雄の香りに頭がくらくらしてくる。

「グレイス、もっと深く……」

　頭を押さえられ、口内へ熱が押し込まれる。

「んっぅ、ふ……んっ……」

　奥へ入りすぎないように加減はしてくれたが、それでも苦しい。

　生理的な涙がぽろっと零れ、彼の手がその跡を拭い取った。優しい仕草で、大切なものに触れるような手つきで、無情な愛を語る。いったいどれだけの人が、この優しい嘘に胸を焦がしたのだろうか。ひどい人に恋をしてしまったと自嘲しながら、自分の気持ちを認め、目の前に突きつけられる欲望を愛撫する。

　裏筋に舌を這わせ、ゆっくりと舐め上げる。くびれに舌を絡ませて先端を吸うと、小さな呻き声が落ちた。視線だけを向けると、いつもより明らかに欲情した顔を見せる彼の姿があって、すぐに目を逸らした。いけないものを見ている気分になる。

「グレイス、服の前を開いて」

「え……、はい……」

　言われるまま、ネグリジェを留める紐を解いた。あらわになる身体を恥ずかしく思いながらファルード様を見れば、顔を覆い隠して浅い呼吸を繰り返している。

「ファルード様……大丈夫ですか？」

「別に具合が悪いわけじゃない」

　壁に身を預け、滑るように床に座った彼は、私の腕を引いて耳元に顔を寄せた。

「君が俺の気を引くために、羞恥心もプライドも捨ててこんなことをしていると思うと、想像していた以上に興奮する」

　揶揄するように笑っているが、声音はずいぶんと上擦っている。

　じっと彼の顔を見つめると、不思議そうに首をかしげられた。

「なんだ？」

「……いえ。私は生家で働く使用人たちに、なにかできることがあればと思うだけです」

「そのために俺みたいな男に身を捧げることも厭わない、か。健気だな」

　彼が一度目を閉じ、ややしてゆっくりと瞼が上がる。野生動物を思わせるほどギラついた瞳に見つめられ、背筋がぞくりと震えた。

「……ほら、グレイス。もっと俺を悦ばせないと、すぐに気が変わるぞ」

　不快感を煽るように喉の奥で笑って、彼は無遠慮に頭を押さえつけてくる。再び眼前に現れた屹立を手で握り締めた。根元を強く掴み、先端を口に含む。割れ目に舌先を差し入れると、ぴくりと彼の身体が反応して少し気分が高揚した。こんなことは慣れているだろうに、拙い愛撫にも快感を得てくれているのだとわかると、もっとと思ってしまう。

「っは……、んぅ……ファルード様……気持ちいい……ですか……？」

　つい聞いてしまったけれど、彼は気分を害した様子もなく頷いた。

「まあまあ……ってところかな。悪くはない」

　及第点といったところか。

「もっと、がんばります……」

「だったら、もう少し応える努力はしてやろう」

　彼が懐から小瓶を取り出す。緑色のガラス瓶だ。それに見覚えがある。色は違うけれど、おそらく中身は催淫効果をもたらすという香油だろう。

「以前の香油から配合を変えて作らせたものだ」

　半分ほどしか中身が入っていないようで、はじめからそうだったのか、あるいは──。

　瓶の蓋を彼が開けると香りが立ちこめた。甘い花の香りで、嫌味のない清潔そうな……。

　胸がじくりと痛む。いま、ファルード様が漂わせている香りそのものだ。つまり、半分しか入っていない中身の理由は──すぐに思考を振り払う。考えたくもない。

　ファルード様が瓶の中身を自身に垂らした。とろりと垂れて、天を向く熱が不気味に濡れる。

「……グレイス、続けろ」

　頭をぐっと押され、再び口内に彼を招き入れた。

「っ、ふ……んっぅ……」

　ちゅっ、ちゅぱ、と音を立ててしゃぶると、口の中で欲望が大きく膨らむ。

「んっ……！　ふ、ぅ……んんっ……」

「はは……っ、これはいいな……」

　歓喜する声に、彼が機嫌をよくしていることがわかる。これで悦んでくれるならと、質量を増す熱塊に指を這わせた。そっと撫でて、根元まで舌を這わせる。横に咥えるようにして舌を絡みつけるとファルード様がかすかに喘いだ。

「俺は……」

　ふうっと息を吐いて彼が言葉を切った。顔を上げると耳元をくすぐられ、首をすくめる。

「ずっとこのままでもいいが……、君はいいのか？」

　目をしばたたかせた。いいのか……とはどういう意味だろう。行為の主導権はファルード様が握っているはずだ。彼の気分ひとつですべてが決まる。私がなにかできるとは思えなかった。

「申し訳ありません……どういう意味か……」

「君にも、それなりに快楽は教えたつもりだったけどな……？」

　ぐいと強く腕を引かれ、彼の胸に抱き留められる。手が服の隙間から入り込み、大きく上半身をさらけ出すように引き下ろされた。

「ひゃ……っ」

　身体を反され、後ろ向きに抱きしめられると、うなじをちゅうっと吸い上げられる。

「この身体を使って俺をもっと夢中にさせなくていいのか？」

　後ろから抱きしめられながら、耳元で囁かれると頭の芯が痺れてくる。

　肌をなぞりながら、彼の手は緩やかに下って下腹部を撫でた。

「ここに、俺がほしくないか？」

　軽く押さえられると、身体がじわりと熱を帯びる。腹の奥深くが快楽を渇望していると自覚して、恥ずかしさとそれを上回る期待が思考を支配していく。

「……ファルード様……っあ……」

　肩口に唇を押し当てられ、ちゅうっと吸い上げられる。

「おねだりしてみろ」

「……どう……すれば……？」

　かぷりと耳を食まれた。ぬちぬちと水音が近くで淫猥に響く。

「どこにほしいかを示せばいい。俺はそれに応えよう」

　彼の手が裾から差し込まれ、太腿を這い上がってくる。内腿を撫で、下着越しに秘裂を弄り、やがて指がショーツに掛けられた。するりと脱がされ、身体から離れた下着は無造作に床へ捨て置かれた。

　心臓がドキドキとうるさいくらい高鳴っていく。少しの勇気を出せば、ファルード様は必ず応えてくれる。ならば、思い切ってみればいい。

　彼の手をそろりと解く。身体を彼に向き合わせて膝立ちし、ネグリジェの裾をたくし上げた。腿からさらにその上へと持ち上げると、彼が喉の奥で笑う。

　盗み見るように目を向けてみれば、熱っぽい目でじっと私を見つめていた。

　さらに裾を、秘所が見える位置まで持ち上げる。脚を左右に少し開くと、とろりと蜜が溢れて零れたのがわかった。

「ファルード様の熱を、中に……くださ──、きゃっ」

　言い終えるよりも早く身体が床に倒された。ファルード様が覆い被さって、片足を持ち上げる。

「想像以上だ。……いい子だな、グレイス」

　優しい声が落とされた。それと同時に蜜孔から異物が押し込まれる。

「っ……あ、あ……ああっ！」

　容赦なく挿入された熱塊は、いままで感じたどの瞬間よりも凶暴で、強烈な違和感を伴った。

「っは……ぁ……グレイス……」

　床に手を突いて、彼が獰猛に私を見下ろしてくる。さらさらと落ちる髪が煩わしいのか、無造作にかき上げる仕草に見蕩れてしまう。

「ファルード様……、あ……っんぅ……」

　お腹の奥深い場所に灼けそうな熱を感じる。浅く律動されるだけで身体が仰け反るほどの快感が走った。

「服、邪魔だな……」

　恍惚としたまなざしを向けながら、彼の手が乱暴にネグリジェを掴む。そして、一瞬のためらいもなくビッと服を引き裂いた。

「っ……、ファルード、さま……」

「いらないだろ、君と俺の間にこんなもの」

　無残に裂かれたネグリジェを邪魔そうに払い、晒された肌に小瓶の中身をとろりと垂らした。乳房と、秘所に重点的に流すと、彼は酔うように目を細めて微笑んだ。

「俺たちの間には、深く激しい快楽と、それを貪り尽くすだけの時間があればいい」

　香油を塗り込むように丹念に肌を撫でられる。

「んあっ……、あ、……ファルード様、そんなに……」

「少しも足りていないだろう……？」

　ぐっと強く突き上げられ、身体が仰け反った。最奥を抉られ、脚を激しく藻掻かせる。

「あ、ああっ……、んっく、あ、……あぁっ」

「ここも、もっと快楽に溺れてしまえ」

　丁寧に、隅々まで塗りつけるように彼の指が秘裂を擦っていく。くにくにと肉芽を擦られると、じんじんと熱を帯びて体温が急激に上がっていく。

「っは、あ……んっぅ……あ、あっ……」

　異物を受け入れた膣壁が、ねだるようにきゅうきゅうと蠢いて欲望を奥へと誘う。浅い律動を彼が繰り返すたびに襞が伸ばされ、香油を塗られていくようだ。

　じくじくと鈍い痛みにも似た快感がぴりぴりと這い上がってくる。

「んあ……っ、ファルード様……あ、あっん……」

　じれったい疼きに腰を揺らすと、彼は楽しげに笑った。

「緩やかな快楽は人を壊していく。ずっと繋がり続けることも、終わりのない快感に支配され続けることも、人には苦痛になる」

「……ファルード、さま……、あ、……あ、ああっ……」

　腰を掴んで揺すり上げられ、彼に縋りついた。首筋に手をかけて抱きつくと、優しい手つきで背を撫でてくれる。まるであやすようなその仕草に、ふと気持ちが緩んだのかもしれない。近くにある端正な顔に見蕩れ、形のいい唇に引き寄せられていく。

　口づけをねだるように顔を寄せると、彼の手がそっと私の口元を押さえた。

「キスをご所望か？」

　くっと笑う癖が、その先の言葉が絶望に満ちていることを悟らせる。私はなんてことをしてしまったのだろうと後悔するが早いか、彼が言葉を続けた。

「あいにくと、子爵家の女にくれてやる唇はない」

　目の前がぐらぐらと揺らぐ。闇に覆われるように視界が黒に塗りつぶされていく。

　どうして彼が一度もキスをしてくれないのか。その理由は、情を持った相手としかしない信条でも持っているのだろうと勝手に思っていた。

　彼がキスをしないのは、私がフリューゲル子爵の娘だから。ただ彼の財産にたかる羽虫同然だからだ。そんなものに、王家の血を引く彼が口づける理由などあるはずなかった。

　なにを勘違いしていたのだろう。彼に恋をするなんて、身の程知らずもいいところだ。

　視界がぐにゃりと歪み、滲んで見えなくなっていく。彼の指先が目元を拭ってくれても、決壊して溢れた涙が止まることはない。

「……悪いな、グレイス。香油のせいでやめてやれそうにない。すぐに済ませるから……君はただ、喘いでいればいい」

　彼は、淡々と呟きながら一度内側から楔を引き抜き、身体をうつ伏せに反され腰を高く持ち上げる。手を突いて身体を支えようとしたが、とても踏ん張れそうにはなかった。それでも彼は容赦なく杭を打ち込んでくる。

「っあ……あっ、ふ……ん、んっああ……」

　ズッ、ズッと抉るように腰を打ちつけられ、そのたびに快感が脳天を突き抜けていく。

「んっぅ……ふ……あ、んあ……は、っあ……」

「……グレイス……、俺は……」

　背に覆い被さって顔を寄せた彼が耳元でなにかを囁きかけた。けれど、その声は呑み込まれてしまったのだろう。声の代わりに舌が耳を這う。

「ふ……あ、あっあ……んんっ……」

　こんな状況でも身体は快感に流されるし、彼の熱を奥へと求めてきゅうきゅうと下腹部が勝手に蠢く。ファルード様を拒めたらよかったが、これは私の仕事でもある。彼の手を振りほどくことはできない。

　ぬちゅぬちゅと愛液が混ざり合い、泡立っていく。肌と肌がぶつかり合う打擲は、あまりに残酷で、床に爪を立てた。

「っふ……んぅ……」

「……グレイス、やめろ」

　彼の手が私の手に添えられ、優しく開いていく。こんなときばかり優しくされるのはつらくて仕方ない。きっとファルード様は、私の気持ちを知っているはずだ。手練れた彼が気づかないはずがない。

　腰を抱え込んで、ひときわ強く揺すり上げられる。

「っ……あ、ああっ……は、んっ……」

　子宮口を抉って快楽に責められても、身体は一向に絶頂へ向かおうとしない。

「んんっ……は、あ……ぁっ」

　揺さぶられ、突き上げられていると内側でどくりと欲望が爆ぜたのがわかった。中から引き抜いて、背中にどくどくと熱が迸る。

「……っ、はぁ……」

　漏れ出た彼の吐息は、少し冷えて聞こえた。

　体温が離れると、私の身体は支えを失って床にぐったりと伏せて倒れる。

「グレイス──」

「申し訳……ありませんでした、ファルード様」

　よろよろと身を起こし、彼に額ずいた。今日は、いままでで一番冷えた行為だった。私が余計なことをして水を差した。なにも求めずにいれば、ファルード様は偽りの愛を感じさせてくれたのに。

「二度と、このようなことはいたしません。どうか、お慈悲を……」

「…………、……わかった」

　ためらったような、諦めたような声音が耳に痛かった。決していまの彼の顔を見ることはできない。怒りに燃えているかもしれないし、見つめればいらぬ不興を買うかもしれない。だから、極力顔を伏せて凌ぐ。

「俺はもう少し……、……いや、忘れてくれ」

　目の前に革袋が投げられた。金属の擦れる音がして、その中身を雄弁に語る。

「申し訳ありませんでした」

「……謝罪はいらない」

　吐き捨てるような声が聞こえたあと、ファルード様が立ち上がった。ばさりと私の身体になにかをかけて、すぐにその場を立ち去っていく。

　身体からかけられたものは、彼が着ていたコートだ。そっと手を触れて、涙がぼろぼろと零れた。ただ享楽に耽るだけの人であったなら、すべてを割り切れていたと思う。でも彼は、熱を持って私に触れてくれる。だから、勘違いをしてしまった。

　唇をきつく噛んで、目の前に投げられた革袋を拾い上げる。中身は十枚もの金貨だった。





　◇






「マニュ、いるか」

　廊下を歩きながら呼びかけると、ぱたぱたと駆けつけてくる足音が聞こえ、一瞥する。

「東側の三番室にグレイスがいるはずだ。様子を見てやってくれ」

「旦那様、またグレイスさんにご無理を強いたんですか？」

　マニュの言葉に足を止めた。振り返ると気の毒そうな目を向けられ、すぐに顔ごと視線を外す。

「気になるなら、ご自分でご覧になればいいじゃないですか。最初のときみたいに」

　ふくふくと笑うマニュを見ていると、自分があまりに幼稚な気がしてしまう。いや、実際幼稚なのだろう。とはいえ。

「彼女に優しくできない理由がある」

「グレイスさんは病み上がりなんですよ。……まったく、旦那様は」

「小言はいいから、彼女の様子を見てやってくれ。俺はこれから野暮用だ」

　マニュはふくれた顔をしたが、気にせずその場を立ち去る。あとのことはマニュに任せてしまえばいいのだ。俺がいたところで、グレイスに優しくできるわけでもない。

　髪をかき上げて、まだ熱の引かない身をどうするか考えた。会いたい人がいるが、こんな状態ではとても会えそうにない。外に目を向け、少し頭を冷やそうと中庭に出る。噴水がしぶきを上げている。時刻は午前九時を過ぎた頃。

　そのそばにあるベンチに腰を下ろした。銀細工の施された豪奢なベンチだ。国外から取り寄せたものだが、贅沢をするためではなく国外との繋がりを作るために買った品。俺の趣味ではない。この屋敷にあるものはすべて、そういった目的で手に入れているものばかりだ。それをわざわざ説明するのも面倒で、自分の趣味だと言っている。

　庭は、職人に自由に造らせた。正面も中庭も、裏庭もすべて自由にしろと言ったら、国中から羨望される庭園が仕上がった。蔓薔薇のアーチが続く正門に、手入れに気を遣う芝生。季節を感じさせる花々と丁寧に手入れをされた植木が、公爵家に彩りを添えている。

　華美な庭だと思ったが、公爵家ならこれくらいでちょうどいいのかもしれない。

　脚を組んで頬杖を突いた。

　この屋敷に俺の好むものは何一つない。ずっとないままだった。先代当主が早逝し、早くに家督を継いだせいか、敵が多く味方は少ない。後ろ盾となってくれた国王がいなければ、とっくに滅んでいたかもしれない。だから、国王は俺が守るべき最優先人物だった。あの日が来るまでは、一生を国王のために使うのだろうと思っていた。




　リーゼンバーグ王国では毎年、十五歳になる貴族令嬢を招いたパーティーが開催されている。参加できる女性の身分は爵位持ちだけと決まっていて、そこで縁談相手を見繕うことも珍しくはない。俺も、公爵家を継いでからは毎年挨拶と様子見がてらに参加をしていた。その頃には放蕩貴族として知られていたから、俺の言葉を本気にする女性はいなかった。頬を染め、口説かれることに気をよくして帰ればいい。その程度の社交辞令だと、皆がわかっていた。ただ、七年前の夜は違った。一人だけ、ずいぶんと流行遅れのドレスを身につけた女性が、壁際で小さくなっていたのだ。俯いて、人に怯えた様子で縮こまっている。そんな人だった。

『こんなところにいないでダンスでもどうだ、レディ』

　彼女に声をかけたのは、所在なさげな姿を憐れに思ったから。

　栗色の髪を結い上げているものの、言葉は悪いが使用人のような結び方。髪飾りもつけず、華はなかった。ドレスも身体にサイズがまるで合っていない。どうやら彼女は豊満なバストを持っているようで、いまにも溢れそうだと思った。そんなドレスを見栄で着る女性は多かったが、彼女の場合は本当に、身体に合っていないのだ。胴が細く厚みがないのか、腰元は緩そうだ。彼女のボディラインに合わせて誂えれば、こうはならないはず。

　もしかして、母親のドレスを譲られたか？　新調できないほど貧しい貴族がこの場に呼ばれるだろうかと考えて、一人だけ心当たりが思い浮かんだ。

『ダンスは……できませんので……』

　ふるふると怯えたように首を振る彼女の声は、消えてしまいそうなくらい小さかった。

『せっかくの出会いだ。名前くらいは聞いてもいいか？』

　覗き込むように身をかがめてみて驚いた。顔色はだいぶ悪いし、化粧もしていない。肌荒れも目立ちはするのだが、造形がとてもいい。清楚で可憐な娘といえばいいのだろうか。もっと適切に着飾れば、だれもが振り返るほどの美女になる。こういう静かで楚々とした女性はかなり好みだった。

　彼女に一瞬で惹きつけられた理由は他にもあった。琥珀色の瞳でじっと俺を見つめてくる。それがとても珍しかった。

　多くの場合、俺の顔を見ると途端に媚びるような目をする。女に限らず、男でさえそういう態度を取るのに、彼女は一瞬も揺らがずに俺の目を見つめ返してくる。

『レディ？』

　彼女がなかなか答えないので返事を急かした。すると、途端に彼女が怯えだしたので天井を仰ぎ見る。なにか、強い言葉を使っただろうか。

　立場柄、物言いが偉そうになることはあるが、それを崩すと舐められるので変えるわけにはいかない。どうしたものかなと思案していると、彼女が小さく呟いた。

『グレイス・フリューゲルと、申します……』

『フリューゲル……』

　やはりかと額を押さえる。しかし、グレイス？　それに、目の色も一家のそれとは違うようだ。

『子爵家はご令嬢が二人ではなかったか？』

　ロザリーとカーラという二人の娘がいることは知っている。二人が社交界デビューした年には挨拶もしたが、それ以降はフリューゲル子爵家と関わり合いになりたくなくて、その二人が出席するパーティーにはあれこれ理由をつけて不参加にしている。たまに鉢合わせることはあったが、軽薄に対応していればあの二人は不快感を見せるので、扱いやすくて助かっていた。

『あ……はい……』

　彼女が肯定したが、なにを肯定されたのかわからない。ただ、わかることもある。このグレイスという娘が、ろくな扱いを受けていないということだ。痩せた身体と流行遅れのドレス。グローブはつけておらず、手指を懸命に隠そうとしている。俯きがちで、少しの言葉に怯える人が真っ当に扱われているはずがなかった。

　フリューゲル……か。

　華やかに暮らす子爵家は有名だが、金遣いの荒さが際立っている。子爵本人にもいい噂は聞かないし、妻子も浪費家だ。毎日のようにドレスを誂えてはパーティーに繰り出しているという。

　目の前にいるこの女性は、本当にフリューゲル家の娘なのだろうか。こんな扱いをしていながら、パーティーには出席させるなんて、あり得るだろうか。外聞を気にする子爵なら、出席を止めそうなものだが……。

『リーゼンバーグ公爵、こんなところにおいででしたか』

　名を呼ばれ、その声に顔を向けた。

『ああ、少しレディを──』

　次に女性へ目を戻したときには、その姿は忽然と消えていた。視線が外れた瞬間に逃げ出されるほど怖い思いをさせていたのかと申し訳ない気持ちになったが、フリューゲル家の人間なら関わり合いにならないに越したことはない。

『フリューゲル子爵のご息女……でしたかね。公爵は距離を取られていたはずですが』

　声をかけてきた男が思案顔で言う。彼女の存在には皆気づいていて、あえて知らぬ振りを通していたということか。

『だとしても、壁の花になっている女性に声をかけないわけにもいかない』

『公爵はそういう方でしたね』

　名前もろくに思い出せない男に知ったふうなことは言われたくないなと眉をひそめた。

　女性の持つ情報網は男のコミュニティでは得られないものが多い。その情報を手に入れるために利用できるものがあれば使う。たとえそれが、己の実力ではなく先天的に与えられただけの、偶然の産物であったとしても。

『なあ……フリューゲル家の息女は二人じゃなかったか？』

　聞けば、男は『それが……』と声を低めた。

『三人いるらしいんです。幼少期はよく外へ連れ出していたようですが……ほら。一家がお持ちのブロンドの髪と青い目ではないうえに、あまり容姿に恵まれなかったとかで』

『……へえ……』

　男をじっと見据えた。ずっとどこのだれだったか思い出せなかったが、王宮師団長の次男だっただろうか。黒い髪と黒い目をした、服だけ上等な男。それ以上は頭にも視界にも情報が入ってこない。

『ご本人も立場を弁えていらっしゃるのか、いまでは使用人と同じ生活をしていると聞いたことが』

『ずいぶんな物言いだな。女性をそう貶めるだけの価値が自分にはあると？』

　嘲笑交じりに言えば、男は途端に慌てだした。

『え……っ、いえ……』

『君こそ弁えろ。俺に話しかけられる立場だと本気で思っているのか』

『先日はご挨拶をさせていただけたので……その……』

　そんなこともあったかなと考えたが、そもそも男の顔も名前も覚える気はない。挨拶をされたところで、記憶に残っているはずがなかった。

『なら、機嫌がよかっただけだ。次に話しかけてくるときはご婦人に付き添ってもらってくれ。俺は女にしか興味がない』

　絶望したような顔をする男の顔は見えたが、かまわずに立ち去る。友人だか知り合いだかはわからないが、数人の男が慰めるように声をかけていた。

　あのグレイスという娘と、もう少し話をしたかった。とんだ水を差されたなと思いながら広間を出て足を止める。

『あ、ルークだ』

　唐突にどうでもいい男の名前を思い出して、実に不愉快な気持ちになったものだった。




『そういえば公爵』

　フリューゲル家の末娘との出会いから三年が過ぎた頃。馴染みにしているマルグリッドの元を訪れたとき、彼女が鈴を転がすような声で話題を切り出した。

『先日、可愛らしいお花を買ったのよ』

『へえ。君のお気に入りなら買ってプレゼントしよう。どこの店だ？』

　私室で刺繍をする姿をソファに座って見つめながら応じる。マルグリッドはものを作ることが好きで、花を買えば押し花やアクセサリーを作り、いい糸が手に入れば今日のように刺繍をしながら俺と話をする。最近は薬を作ってみたいと言って本をねだられた。情報料と思えば安いが、彼女はどこを目指しているのだろうと不思議ではある。

『花売りのお嬢さんから買ったの』

『花売り……ねぇ……』

　世も末だなとため息をつく。花売りの仕事は春を鬻ぐことだ。それを知らずに飛び込む女性は多いが、意外と実入りがいいので抜け出せなくなるという話は聞いていた。

　年々広がる貧富の差を、この国は埋めることができない。憂える気持ちを持っていても、それを取り払おうという気概のある者はいないのだ。そして、憂慮したところで一国民に過ぎない俺たちにできることなどない。進言はするが、決めるのは国王自身なのだから。

　とりとめなくそんなことを考えていると、マルグリッドが続けた。

『あのお嬢さん、どこかで見たことがあるような気がしたのよ』

『君の知り合い？　困っているなら助けようか？』

　もともと、孤児院への寄付や貧民への就労援助をおこなっていて、公爵家の使用人はそんな縁で雇った者も多かった。慈善活動というほどではない。そこまでこの国にも他人にも興味はないが、知り合いから聞く話であれば手を貸す。そんな程度だ。

　ただ、あの娘──グレイスだけは違った。知り合いからの紹介でもなければ、困っていると泣きつかれたわけでもない。それでも、気になって調べては仕事を密かに面倒見ることがあった。裏から知り合いに働きかけて仕事を回すよう根回しをしたり、場合によっては直接雇ってやってくれと話したりしたこともある。俺の名前は伏せるように伝え、彼女が自然な形で仕事ができるように、細心の注意を払って対応をしていたのだ。

　子爵家に直接援助はできないが、グレイスが働いて給金を得るのであれば俺の立場であっても助けてやれる。もちろん公にはできない。王権派の立ち位置にいる公爵家が、国家簒奪を目論む反王権派の子爵家を助けられるはずがなかった。

『知り合いではないわ。そう……フリューゲル子爵のお嬢さんじゃなかったかしら』

　ああ……聞こえなかったふりをしたい。この話にすぐに食いついたら、たとえマルグリッドでも表情を曇らせる。だから素知らぬ顔で応じるしかない。

『……あの高慢が服を着たような連中が花なんて売るか？』

　脚を組み直して鼻で笑うと、彼女は俺を見て『公爵』と諫める。

『言葉遣いと服装には気をつけなさいと言っているでしょう？』

『部屋に入ってからボタンは留めたし、言葉も選んだつもりだ。あまり言わないでくれ』

　ソファにごろんと寝そべり、はみ出した手足をぶらぶらと揺らす。当然、マルグリッドは難色を示した。

『……あなたをお諫めする人が一人もいないのは困ると思うのよ』

『それは感謝してるよ』

　マルグリッドは、俺を諫められる数少ない女性だった。十五も年上だということはあるかもしれない。男爵家の娘として生まれ、恵まれた美貌を持ちながら男運に恵まれなかった彼女は、生涯独身を貫くと決めているらしい。

　一人で生きていくために、父親から譲られた領地を運営する術を俺に学びにきたときは驚いた。女性は領主になれないと言えば、『公爵ならその問題もどうにかしてくれると思って』とおっとりと、けれどしたたかに笑っていた。

　そんな彼女の強さに負けて名前だけの代理領主を用意したが、その代わりに彼女はこれまでに得た情報網を駆使して俺にいろいろな噂を聞かせてくれる。困ったことがあれば互いに手を差し伸べ合う友人。そういう関係が、とても居心地よかった。

『さっきの花売りの話。もう少し聞かせてくれ』

　マルグリッドが針を刺していた手を止め、俺に身体を向ける。まるで、興味を持つことは最初からわかっていたと言いたげだ。ならば隠す必要もないか。

『末のお嬢さんがあんな感じだった気がしたのよ。だけど、違うかもしれないわね。フリューゲル子爵家はみんなきれいな金色の髪だと聞くし。あのお嬢さんは……』

『栗色の髪をした、俺好みの女だったんじゃないか？』

『あら……。そう言われればそうかもしれないわね。お心当たりがあるのかしら』

　三年前のパーティーで、フリューゲル子爵の末娘と会った話をマルグリッドにしたことがある。そのときはどこにも吐き出せない感情を吐露させてもらった感じだったが、あの頃からマルグリッドには気づかれていたのだろう。俺がグレイスに一目惚れをしたことを。

　公爵家と子爵家は相容れない立場だ。子爵の娘にどれだけ恋をしても無駄だとわかっているから忘れようとしてきた。だが、そうするほど会いたい気持ちが募っていく。

『どこで見かけた？　いつの話だ？』

『一昨日だったかしら。川近くの街道で困ったように花を売っていたわ』

『そんな場所がいくつあると思ってる？』

『心当たりくらい、あなたならあるのではないかしら』

　いたずらをするように彼女が笑う。

　花売りがいそうな場所には心当たりがあるが、一つや二つではないのだ。もっと情報がほしくて詳しい場所を聞こうとしたが、マルグリッドは面白そうに一度微笑んだあと、澄ました顔でそっぽを向いてしまう。また、針を刺し始めたから答える気がないなと諦めた。

『……今日は失礼する』

『ええ。そうなさいませ。またいらしてね、公爵』

　ころころと鈴を転がすように笑う彼女に一礼だけして、持ってきただけのハットを手に男爵邸を出る。馬車を走らせ、花売りをよく見かける場所を片っ端から訪れた。

　花売りは、街灯を避ける。巡回兵に見つかって取り調べられると面倒だからだ。夜も深くなったいま、闇に溶け込む彼女らを探すのは困難だろう。それに、冷えて霧が出そうだ。

　どうしたものかと考えながら、マルグリッドの言っていた川近くを走らせる。車窓から見えるのは物騒な人影ばかり。物盗りや喧嘩、身を寄せ合うスラムの住人だ。あまり暢気に馬車を走らせていると災難が降ってきそうだと、今夜は見切りをつけることにした。

　馭者に屋敷へ帰るように告げる。もしも、マルグリッドが言ったように、グレイスが金に困って花売りをしているのなら、もっと違う助け方をしたい。直接金を渡してやれるのが理想だが、それは難しい。かといって爵位持ち貴族の娘を迂闊なところで雇わせるわけにもいかない。そもそも、なぜグレイスがここまでしなければならないのか。考えるほど腹が立った。子爵家が火の車らしいことは以前から聞いていた。どの程度なのかと調べさせてみたら、借金の額よりも看過できない悪事が露呈したのだ。そのために、グレイスを隠すように生活させながら、社交界という華々しい場所には出してきた。

　あの痩せ細った娘を憐れに思う男が、彼女に求婚でもしないかと考えたのだろう。成り上がりでもいい。老い先の短い老紳士であれば僥倖だったはず。だから俺は、グレイスにだけは心を揺らすわけにはいかなかった。子爵家の娘である彼女にだけは。

　はぁ、とため息をついて白く煙り始める景色をぼんやり眺める。やはり霧が出てきた。早めに見切りをつけて正解だったと視線を移そうとしたとき、街灯の下に人影が見えた。

『停めろ』

　反射的に馭者に声をかけ、停車した車内からいま見えた人影を探す。明かりに照らされる場所に立つ花売りは素人だ。なにより、こんな時間のこんな天候の中、花を売るなんて真似はしない。自分の身になにが起こるかを考えていない。だが、彼女ならあり得る。

　馬車を降り、街灯の下で身を縮こまらせて立つ娘を見つめる。霧が邪魔であまり姿は見えなかったが、黒いワンピースを着ていることだけはわかった。

　マルグリッドの元を訪れる際には、紳士然とした身なりで出掛けることが多い。ずっとそれが煩わしかったが、今日だけは幸運だった。

　ハットを被り、街灯の下の花売りに近づいた。手にした籠の中身は萎れかけた花だ。売れた形跡がなく、仕事を終えることもできずに困っているのだろう。

　さらに近づくと、彼女が警戒したのがわかった。

『籠にある花を、あるだけもらえるか』

『すべて……ですか……？』

　無作法に声をかけた俺に、不安げな声が返ってくる。落ち着いた、低めの声だ。三年前に言葉を交わしたグレイスで間違いない。あの、心地いい声を何度思い返しては胸を焦がしただろう。彼女が子爵家の娘でなければ。俺が公爵という立場でなければ。あるいは王に庇護されていまの地位を得たのでなければ、きっとなにも考えずに奪った。それくらい急速に恋をした人だった。

　同情かもしれない。彼女の寂しげな姿に感じるものがあっただけかもしれない。繰り返し自問自答したが、俺が惹かれたのは彼女の姿ではなく──。

『萎れかけていますが、よろしいのですか？』

　まっすぐに見つめてくる瞳に囚われてしまった。

　あのパーティーで、身をかがめて彼女の目を覗いたときも、いまと同じようにじっと俺の目を見ていた。自分からは目を合わせようともしないのに、覗いてみれば意志の強さを感じる。彼女には守りたいものがあるのだろうとすぐにわかった。それは保身ではなく周囲のだれか。

『かまわない』

　短く答えた俺に、彼女は籠の中の花を丁寧にハンカチで包んだ。それを差し出してくる手は細く、頼りなくて荒れていた。でも、きれいな手だと思った。白魚のような、とはお世辞にもいえないが、子爵家の娘としての正しいプライドを持っているとわかる。

　彼女はあの腐敗していく一族とは違うのかもしれない。ならば俺はその手に少しの希望を与える。公にはなにもできなくとも、放蕩貴族と呼ばれる身軽さはこんなとき便利だ。

『またな、レディ』

　金貨を一枚握らせると、彼女は驚いたような顔をしていた。目を輝かせて静かに喜ぶ姿はとても──かわいかった。

　その場から立ち去り、馬車へ乗り込む。後ろ髪を引かれたが、振り返らなかった。

『この花はどうしようか……』

　愛でる趣味はない。だが、彼女が懸命に売り、その手から買ったものだ。俺には彼女との思い出を綴る術はないだろうから、手元にずっと残しておきたい。そんなことができるだろうかと考えて、一人だけできる人がいたなと思い出した。

　翌日、マルグリッドに相談したらアクセサリー作りをさせられた。

　そのとき作った耳飾りは、俺が彼女を生涯愛し抜くという誓いの証しとなった。




「急なお願いにもかかわらず、お時間をいただきありがとうございます、陛下」

　昼を過ぎた頃。謁見を申し出るとリーゼンバーグ国王は二つ返事で執務室へ通してくれた。普通ならば断られるところだが、血縁のよしみというか古い付き合いゆえというか。

「お前の急な面会は、いまにはじまったことでもあるまい」

　人払いをした執務室で、国王は機嫌よさげに頬杖を突いて笑った。

　短く切った黒い髪と恵まれた体躯をした偉丈夫には、執務室の椅子は狭そうだ。やはり、大きな玉座か、昔のように外で大剣を振り回しているほうが似合っている。

　豪奢な仕立ての衣服も、国王は窮屈だとときどきぼやく。服装に関して、俺がなにをいえるわけもないので笑って聞き流すしかできないが。

「それよりも、ファルード。お前、服を着られたんだな」

「いつも、王宮へ来るときはましな格好をしているつもりなんですけどね」

　とはいえ、留めるボタンを増やすだけで、ちゃんとしているわけではない。今日は略装を着てきたので、国王の言葉はもっともだ。正直、タイを締めた襟元がきつい。

　さっさと用件を済ませようと、国王の前に立って目を合わせる。

「本日は陛下に許可を頂戴いたしたく参上いたしました」

　口の端を片方だけ持ち上げて笑みを浮かべ、「続けよ」と促された。察してはいるだろう。ずっとその機会を待っていたのだから。

「フリューゲル子爵家の取り潰しをお任せいただきたいのです」

「証拠が出たか？」

「それはまだ。ですが、出る可能性はとても高いと思います」

　ため息をつく国王に曖昧に笑って応じた。

　フリューゲル子爵は、元はエーディル侯爵の補佐役でしかなかった。このエーディル侯爵が反王権の筆頭だ。エーディル侯爵の補佐をするようになり、フリューゲル子爵は反王権派に与したのだが、侯爵が取り立てるものだから権力を持つようになった。

　ただし、侯爵がいなければ子爵の力はたちまち失墜する程度のものだ。

　子爵は金遣いが荒く、己の信念こそが正義。自分は国王にさえなれる器だと吹聴して回っているというので、人はあまり寄りつかない。俺はそんな言葉を子爵から聞いたことはないから、分別はあるということだろう。だが、内に隠した本性というものは、どれだけ取り繕っても隠せはしない。

　子爵は、ある頃から王宮の金に手をつけるようになった。浪費家の子爵家が、まともな領地運営をするはずもなく、領民は減っていくばかり。それなのに贅を尽くした暮らしを続けていられるのは横領をしているからだ。王宮の帳簿では、子爵が費用請求した際に幾許か多くの金額が抜かれていることは把握している。しかし、あえて見過ごしてきた。

　子爵は気が小さい男なのだろう。大きな金を一度に動かすことはせず、誤差の範囲で収まる程度の金をくすねていく。それを指摘して証拠が消えることのほうが都合が悪かったので、国王とともに泳がせておくことを決めたのだ。だが、いつまでも民から預かった金を私利私欲のために奪い続けさせるわけにはいかない。

「それは確信か、ファルード」

　国王に問われて首をひねった。

「どうでしょうか。彼女次第だと思います」

「使用人として雇ったという、フリューゲル家の末娘か」

「あの屋敷の使用人は、末娘には好意的なようですが、グレイス本人が家を取り潰すことに賛同するかどうかはわかりません」

　フリューゲル子爵家には帳簿があるはずだ。遡れば、不自然に増える金の流れが見える。ただし、管理している執事長がグレイスに協力的かどうかはわからない。グレイスも、生家が消えてしまうとなれば胸を痛めて協力などしないかもしれない。

「その娘にとって、お前は憎い相手になるかもしれぬと……」

「まあ、私は彼女から好意的には見られていないと思うので、別にいいんですけど」

　肩をすくめて見せると、国王は眉間に皺を寄せる。

「それだけの器量と力を持つお前に、なびかない娘がいること自体不思議だがな」

「いて当然ですよ。前から思ってましたが、陛下は私を魔性かなにかだと思ってません？」

　国王が「違うのか？」といいたげな顔をしたので眉をひそめた。本当に俺のことをなんだと思っているのだろうか、この人は。

「そのグレイスという娘、お前の恋の相手ではなかったのか？」

「そうですね。好きですよ、ずっと。でもそれはそれです。陛下が国を守るために恋人と別離したように、私にも守る優先順位はあります。最優先事項は……俺の恋じゃない」

　声が冷えていく。それを察したのか、国王もふぅ、と深い息を吐いた。

　国王に恩を返すこと。国を守ること。七年前まではそれが優先するべきことだった。だが、あの日からそれにグレイスを幸せにすることが加わった。フリューゲル子爵家をこの国から消すことは、グレイスをいまの不幸から救うことだと信じている。

「ファルード。己も満足に幸福にできない者が、他人を幸せにしようなど、無理な話だ」

「陛下がそれを言います？　マルグリッド、いまだに独り身ですけど」

　恋をした相手が悪かった。俺も、従兄も。国王の座を約束された男の元に嫁ぐには、男爵家の娘では身分が低すぎる。だから二人は別離した。俺も、きっと同じ道を辿る。

　国王が薄く微笑んだ。諦念と同情。そんな感情に目礼で応えた。

「ファルード・リーゼンバーグ公爵に命じる。速やかにフリューゲル子爵の罪を暴き、罪を贖わせよ」

「仰せのままに」

　おもむろに頭を垂れ、その命令を受け取ったあと。

「……子爵家が必死に隠そうとして表に出てこなかった娘ならば、婿養子を取ったところで爵位継承の権利など、当然ないだろうな」

「ないでしょうね。それがなに、か……」

　言わんとするとことを察して息を呑んだ。

　国王が相変わらず機嫌よさそうに頬杖を突きながら、目を伏せて独り言のように呟く。

「放蕩な従弟が身を固める気になるのなら、私はその相手の身分は問わぬ。いい加減、早く落ち着いてしまえ」

　爵位の継承権を持たず、ただの使用人として働いていたグレイスの扱いは、執行者の裁量によって決まる。その執行者には俺が任ぜられた。ならば、子爵家さえ取り潰せば──。

　口の端を持ち上げて笑みを刻んだ。だれかに縛られるのは嫌だったが、グレイスにならすべてを捧げてもいい。金も、地位も、未来も、彼女が望むならすべてを与えたい。

「……そうできたらいいんですけどね」

　諦めにも似た言葉。けれど、声音がいつもより弾んで聞こえたのは俺の気のせいではないだろう。国王も穏やかな笑みを返してきた。

　──そうできたなら、彼女に正面から恋を打ち明けられる。







三








　公爵領の北側には、ファルード様しか出入りしない別邸があった。領地そのものが南にあり、常に気温が高いが、北の別邸は一年を通して過ごしやすいようだ。

　私は、初めてその別邸を訪れた。昨夜、帰宅したファルード様が出掛けるのでついてこいと言ったからだ。慌てて準備をしたけれど、マニュさんをはじめとした彼に近しい使用人がまったく準備をしていなくて驚いた。慣れたものなのかと思っていたら、今朝になって「私たちは行きませんよ。あそこは旦那様しか出入りされませんから」とマニュさんに言われたのだ。荷物を詰めたバッグを手にしばらく放心してしまった。

「グレイス。なにか不服か？　馬車の中でもずっとぼんやりしていただろう」

　別邸に到着して馬車を降りたところでファルード様に顔を覗き込まれる。

「いえ……、なんでもありません」

　じっと彼の目を見つめ返すと、彼のほうから視線を外した。正直、顔を見られるのは苦手だ。相手がなにを考えているのか必死に読み解こうとしてしまうし、それがかえって不興を買う。姉たちにそうして何度叩かれただろう。悪癖だとわかっているのだが、なかなか直せなくて困る。ファルード様も不快に思っていることだろう。

　なんでもないと答えた私に背中を向け、ファルード様が屋敷へ入っていく。

　本邸ほど大きな屋敷ではないが、私の生家より大きいかもしれない。母屋と離れがあり、白い壁に青い細工で模様が描かれて統一されている。

　足元は全面に青い絨毯が敷かれているが、本邸と比較すると少し質が劣るようだ。廊下の窓は多いが、装飾は特に施されていない。別邸は、とてもシンプルな屋敷だ。

「ファルード様、私はこのお屋敷の清掃をすればよろしいのでしょうか？」

「いいや、必要ない」

「では懇親会などを催されるのでしょうか。お食事の準備……でしょうか」

「ここに人を呼ぶことはない。今日も、だれも来ない」

　だとしたら、私の役目はなんだろうか。

　しっかり働くつもりで着替えはたくさん持ってきたけれど、出番がなさそうだ。

「グレイス、入ってくれ」

　鞄をぎゅうっと握り締めて自分の役割を考えていたが、彼に入室を促され目を丸くする。部屋ではあるのだが、本邸の部屋とは違う。二階へ繋がる階段が室内にあり、一階にも二階にも扉がたくさんある。どこからでも出入りができそうだ。いうなれば、この屋敷そのものがひとつの部屋といった感じだろうか。

　一階の東側の窓近くに応接用とおぼしきテーブルがある。ファルード様はそこへ足を向けると、私に座るように言った。

　本邸のソファはふかふかしていて大きく沈み込むことが多いが、ここの椅子は硬い。動きやすさを重視しているようだ。

　テーブルを挟んだ向かい側に彼が座ると、高く脚を組んでゆったりとした雰囲気で窓の外を見つめている。倣うように、私も窓の外へ目を向けた。

「ここのところ、部屋に籠もりっぱなしだったから連れだすのもいいかと思ったんだ」

「え……？」

　頬杖を突いてなにともなく話しだす彼の顔を見る。少し伏せているのに、彼の瞳がきれいな緑色だとわかるのは光の加減だろうか。

　ファルード様は、本当に端麗な姿をしているのだなとため息が零れそうだ。

「街へ連れていけば面倒なのに絡まれるかもしれないし、俺も顔見知りが多い場所は好きじゃない。屋敷でも困りはしないが、たまには使用人の気配からも解放されたい」

「……はい」

　では私は邪魔なのでは、と思ったところで彼が私を見る。

「それに少し……込み入った話を君としたい」

「込み入った……」

　もしかして解雇だろうか。でも、そんな話なら屋敷で堂々としていいはずだ。となると、もっと別の話……生家絡みくらいか。

「君は、子爵家からどれくらいの金を要求されている？」

　ぎくりとして肩を跳ね上げた。ロザリーと会い、子爵家から仕送りの増額を求められてふた月になる。ファルード様は夜伽のたびに最初の頃とは比較にならない金貨を与えてくれるが、すべて子爵家へ渡していた。その額は、金貨百五十枚に及ぶ。途方もない額だ。

「それは……」

「言いたくないならそれでいい。無理に聞くつもりはないし、君に渡した金をどう使おうと、咎める筋合いはないからな」

　責めるでもなく、呆れるでもなく彼が呟いた。

「申し訳ありません……」

「謝罪するということは、罪悪感があるのか？」

　ぎゅっと膝の上で手を握り締める。少し前、子爵家の使用人にこっそりと手紙を届けた。様子が知りたかったからだ。その返事が届いたが、私がいた頃となにも変わっていない様子だった。返事を送ってくれたのは執事長だったのだが、気を遣ってくれたのか、だいぶぼかした書き方がされていた。それがとても申し訳なくなる。

「……罪悪感……そう、ですね……」

「それは、身を売って稼いでいるからか？」

「そう……です」

　本当は少し違う。真っ当な稼ぎ方をしているわけではないことへの後ろめたさはもちろんあるが、多くを聞かずに私の要求に応えてくれるファルード様の厚意に対して、仕送りしたお金が贅沢のために湯水のように消えていくことが申し訳ない。

　彼にとっては端金かもしれない。だけど、安い金額ではないのだ。私にそれだけの価値があるとも思えないから、彼自身もなにかしらの不満を飲み込んでくれているはず。それを言葉にしないのは、公爵としての立場と彼の優しさだ。

「それなら、気にしなくていい」

「ですが……ファルード様は他にも……その、……」

「うん？」

　言葉を躊躇う私に、彼が面白そうな目を向ける。

「愛人が……たくさんいらっしゃるのですよね……？」

「気になるか？」

　放蕩者で有名なファルード様だ。愛人が何人いても不思議ではないけれど。

「……い、いえ……」

　聞いてしまったら、私はきっとがっかりする。彼の言葉で、愛人が他にもいるなんて聞きたくはない。

「気にしてくれてかまわないんだけどな」

「愛人の数を教えられるのは……あまり……」

「それは嫉妬？　独占欲かな……」

「……！　申し訳ありません」

　慌てて頭を下げた。彼の時間とお金をもらっておきながら、嫉妬や独占欲を覗かせるなどあってはならない。だが、彼は楽しげに笑う。

「いいさ。俺を独占したいと思うくらいには、なにか情を持ってくれているという証拠だろうし。……君に嫉妬されるなら悪くはない」

「……ファルード様はおおらかですね……」

　ぽつりと言葉が漏れてしまって、慌てて口を塞いだ。

「女のわがままなんて、かわいいだけだろ」

　彼は、きっと女性のあらゆる感情を受け入れられるのだろう。普通なら醜いといわれるようなものでさえ。

「……君は、笑わないよな」

「え……」

「俺の前だから笑わないのか？　それとも、だれの前でもそんな感じか？」

　言われて、思案した。楽しいときは笑っているはずだが、楽しいと思った記憶がすぐには出てこない。

「いつも俯いているか、唇を引き結んでいる。顔を覗き込むと目は合うが、君の気持ちは読めない。……俺の気持ちを読もうと必死なのはわかるけどな」

　まるで独り言のように呟く彼をじっと見た。なにを考えているのだろう、と。瞳の奥を覗けば彼が言葉にしない感情を読み解けるのではないか、と。少しでも彼の気持ちを汲み取り、邪魔者にならないようにしなければ。

　そこではっとした。彼が言ったのはこういうことなのだ。

　私は相手の考えを知ろうとばかりしている。自分のことを話しても仕方がないのでなにも言わない。それをファルード様は指摘しているのだろう。

「申し訳ありません。善処──」

「謝るなと、最初から言っているつもりなんだが」

「あ……すみま……、あ、えっと……」

「条件反射なんだろうな。そのうち直せばいいさ」

　今日のファルード様は、ずいぶん私を観察しているように見える。視線はたまに向ける程度だが、彼の意識が常にこちらに向いている感じだ。緊張はするが、居心地は悪くない。

「そんな状態だから、言うべきかどうか迷うところなんだが……」

「なにを……でしょうか？」

　悪い話は早く教えてほしい。

　少し前のめりに聞くと、ファルード様が組んでいた脚を解き、私の目を見つめてくる。

「……フリューゲル子爵家の取り潰しが決まった。少々悪質な罪を犯してくれたからな」

「えっ……」

「その全権が俺に委ねられた。どういった形で潰すかは俺次第……ということになる」

「そ、れは……使用人たちを手ひどく扱うということですか……？」

　彼はふっと表情を緩めた。安堵したような顔をして首を横に振る。

「国王陛下が頭を悩ませているのは、子爵本人だ。だから、使用人たちは子爵に加担していない限り恩赦が与えられる」

「……よかっ……た……」

　胸をなで下ろすと、ファルード様がくすくすと一人で笑いだした。なにか変だっただろうかと訝しんでいると、彼は端正な顔に笑みを浮かべながら私を見た。

「悪い。君が使用人を真っ先に心配する人でよかったと思っただけだ」

「……それでどうして笑われたのでしょうか」

「もしも家族を心配していたら、あんな家族にさえいまだに情を持つのかと詰め寄ったと思う。君を傷つけた彼らを、俺は許さない」

「……ファルード様……？」

　冷えた声に寒気がした。ファルード様が怒っている。しかも、私のために。でも、どうして……？

「……そこで、グレイスに相談だ。子爵家の記録帳簿が見たい。手に入れる手段はいくつかあるが、王命により捜索をする場合は救済に一切応じられない。無実の使用人であってもだ。逆に、協力をしてくれるなら充分な救済措置を取る。……どうにかならないか？」

　目を見開いた。彼ならいくらでもやりようがある。それなのに私に手の内を明かし、その上でどうにかできないかと聞いてくれた。まっすぐ見つめてくるまなざしに、本当に彼が使用人たちを助けたいと思ってくれていることが伝わる。そのために、私に相談をしてくれている。……初めて、人から頼られた。

「私が……できること……」

　胸の奥がじわじわと熱くなっていく。取り柄のない私がだれかの力になれるなんて考えたこともなかったから、彼の言葉がとてもうれしかった。たった一言に込められた、情けと期待。この気持ちに、私は精一杯応えたい。

「具体的にはどういったことをすればいいでしょうか？」

「使用人が積極的に動いてくれるのが望ましい。子爵家の使用人は、君には好意的だと聞いたんだが……違ったか？」

　たしかに使用人のみんなは私を家族のように扱ってくれていた。生きているのがつらいこともあったが、彼らがいたからいま、こうして生きていられる。

　私は彼らが大好きだけれど、ならば彼らも同じかといわれれば違うと思う。雇われている屋敷を潰すための協力をしてくれるだろうか。

「ですが皆、子爵家に雇われている使用人です。……難しいかもしれません」

「平民の給料より安く働かされているのに、情なんて持てるものか？」

「いまいる使用人は祖父への恩義で留まってくれているだけです。子爵家を潰すために協力をするくらいなら、そのまま辞するのではないかと思うのですが」

　子爵家の悪事を暴くということは、雇用主に背くことになる。父に対する忠義心はなくとも、心を痛めるかもしれない。そんな嫌な思いを使用人たちがしたがるとは思えなかった。けれど、ファルード様は「ないだろうな」と薄く笑う。

「それならとっくに辞めてるだろう。いまも留まっているのは、先代フリューゲル子爵への恩義だけが理由じゃないはずだ」

　祖父への忠義心だけが理由でないのなら、他になにがあるだろうか。子爵家を守りたい？　父が跡を継いでいるし、姉たちにいい縁談を用意すれば後継者問題は解決する。姉たちならいくらでも相手はいるだろう。不当な扱いを受けてまで守らなくてもいいはずだ。

　眉根を寄せてうんうん唸っていると、ファルード様がまたくすくすと笑いだした。

「……どうか、されましたか？」

「君はもっと使用人のことを必死で考えるといい。守りたい者のためなら怖じけずに話せるようだから、俺は君のその姿勢を評価する」

「え……、え？」

「自信を持っていい。子爵家の使用人は君を守るために残っている。俺は、そう思った」

「まさか……」

　柔らかに微笑むファルード様なんて初めて見たが、それ以上に彼の紡ぎだす言葉が信じられない。

「同情かもしれないし、憐れみかもしれない。いずれにしても、子爵家の使用人は現当主への忠誠心は持っていないと思う」

「どうしてそう思われるのですか？」

「そちらの使用人は、主人を前にして諫めたり、軽口を叩いたりするか？」

　思い返して、首を横に振った。

「そんなことをすれば、両親も姉たちも激高するでしょう」

「うちの使用人は俺に真正面から物を言ってくる。マニュがいい例だろう。小言が多い」

「あ、たしかに」

　ポンと手を打つと、彼は顔を伏せて笑う。

　公爵家の人たちは、ファルード様に対して敬意は持っているものの、悪いことは悪い、できないものはできないとちゃんと言う。怖れてなにも言えない子爵家の使用人とは空気が全然違うのだ。

「ファルード様は、雇用主としてはとてもいい方だとマニュさんがおっしゃってました」

「人としても褒めるようきつく言っておこう」

　真剣な顔をされたので冷や汗が出た。でも、彼らの関係性ならきっと、マニュさんがあれこれと言い返しそうだ。

「……ちゃんとした雇用関係を結べていれば、立場のある使用人は非を指摘する。そうしないということは主人を妄信しているか、完全に見捨てているかのどちらかだ」

　思考を巡らせながら、彼が続ける。

「執事長も先代の頃からの残留組だったな」

「はい。メイド頭や料理長も……」

「使用人の頭が軒並み残留しているのなら、いまの子爵にあえてなにも言っていないのだろうな。見限られている」

「……そう……ですか……」

　父には悪いが、当然のことだろうと思う。給金は満足に支払わず、なにか口答えをすれば烈火のごとく怒る。執事長も以前は顔に痣を作っていたことがあった。それでも彼らは残ってくれている。そのことに感謝していたのだけれど。

「……彼らは、どれだけの不満を内包していたのでしょうか」

「九割の不満より、一割の愛が勝るなんてことは往々にしてある。子爵家をかろうじて支えているのは、その愛情だ。グレイスを守りたいっていう親心みたいなものかな」

「わ、私にそんな価値はありません……」

　ファルード様は人を褒めるのがうまいのだろう。だからモテるし、使用人も慕ってくれる。私でさえ、勘違いしそうになってしまう。

「君を愛してくれている人を貶めるような言い方はやめろ」

「……！」

　決して叱りつけるわけではなく、やんわりとした声音ではっきりと告げられて頬を打たれたような気持ちになった。俯きがちだった視線を上げる。そうすると、ファルード様がそれでいいというように頷いてくれた。

　私が自分を貶め続ければ、愛情を傾けてくれた人まで侮辱することになるなど思いもしなかった。自信を持つことはできなくても、受け入れなければ失礼だ。

「君になら、彼らも協力してくれるかもしれない。グレイス、子爵家の罪を暴くために協力してはもらえないか？」

「……父は、どんな罪を犯していたのですか……？」

　ファルード様はすぐには返事をしなかった。

　一度視線を逸らし、黙考したあと決断したように頷く。

「長年にわたって国庫から金が抜かれている。それは決まって、フリューゲル子爵が金回りの仕事をしているときだ。横領……ってやつだな」

「そんな……国のお金に……」

「最初は誤差の範囲だったが、エーディル侯爵に取り立てられてから極端に金額が跳ね上がった。いまとなっては疑う余地もないほど露骨になっている」

　そういえば、あるときから突然派手な暮らしをし始めた。この五、六年くらいの話だ。お金を工面できる術が見つかったのかと思っていたが、それが使用人や屋敷を維持するために回されることはなく、ただ両親たちの贅沢のためだけに使われていた。

「その時期というのは……」

「六年ほど前かな。……心当たりが？」

「…………、わかりませんが……」

　ファルード様の視線から逃げるように目を泳がせた。いま目を見たら、きっと心を見透かされてしまう。たとえどうしようもない父だったとしても、罪を犯したなんてすぐには信じられない。気の小さな人だから、そんな大それたことができるなんて思えなかったということもある。心のどこかでは、悪人ではないと信じていたかったのだ。

「……ファルード様。その証拠が帳簿には残っているのですか？」

「おそらくな。執事長なら裏帳簿の存在も知っているだろう。作った本人だろうしな」

「執事長が加担していた……ということですか？」

　まさか、と脂汗が滲む。けれど、ファルード様は涼しげな顔で「どうかな」と笑った。

「金の流れを記すために裏帳簿を作ったのは事実だろうが、それだけで加担していると決めるのは早計だな」

「そうなのですか？」

「執事長は子爵をとっくに見限っている、とするなら帳簿を丁寧につける意味は……な」

「……罪の証拠にするため……？」

　くっと喉の奥で笑って、彼が頷く。

「まあ、実際はわからない。だから、君から一度話を持ちかけてみてくれないか。君が送っている金も記載しているはずだから、聞く権利くらいはあるだろう」

「わかりました……。一度聞いてみます」

「でもな、グレイス」

　深く低められた声に緊張が走った。彼のエメラルドの瞳が冷えた感情を乗せる。

「証拠が出てきたら君は、あの家族と対峙することになる。俺が帳簿を持って乗り込めば、子爵家は即時に潰せるが使用人の身柄は保証できなくなる。だから、守りたいなら君に立ち向かってもらう必要があるが……できるか？」

　冷えた瞳とは裏腹に、気遣わしげな声音が滲んでいる。

　彼はいつも私を気にかけてくれていた。初めて会ったときからそういう人だったのだ。きっとだれよりも優しくて、だれよりも気を遣ってくれる人。できないといえば他の案を考えてくれるだろう。だけど──。

　きつく拳を作って握り締めた。ここで甘えてはいけない。

「私もちゃんと向き合いたいと思っていました。勇気がなくてできませんでしたが……」

「殺されそうになって勇気なんか出るわけがない。それは正しい判断だ」

「……はい。ですが、私もファルード様にこれ以上ご迷惑をかけたくありません。自立もしたいし……」

「それはだめだな」

　即座に却下されて首をひねった。

「だ、だめ……？」

「ああ。子爵家の取り潰しが終われば、君に話したいことがある」

「いま聞かせてください。悪い話はまとめて今日聞いてしまいたいです」

　彼は、ソファに身を預けて気だるそうに脚を組んだ。耳飾りを弄び、思案しているのか黙り込んでしまった。

「……ファルード様？」

「いまはだめだ。子爵家の娘に情はかけられないからな」

「え……」

「敵対する子爵家がなくなってからだ。まずはそこから」

　優しげに微笑む彼は花のように美しく、どこか儚げに見えて、少し胸が苦しくなった。




　子爵家の執事長、リックに手紙を送ったのは別邸から戻ってからだった。

　リックは祖父の代から執事をしてくれているのでもう引退を考える歳だが、「まだまだ若い者には任せられません」と働いてくれている老紳士だ。物腰の柔らかな人で、私にたくさんのことを教えてくれた。

　リックに送った手紙には帳簿が見たい、とだけ簡潔に書き記した。しかし、彼からの返事が一週間経ってもなく、ファルード様が言ったような事実はなかったのかもしれないと思いはじめていた。使用人が主人を見限っていること。父が罪を犯していたこと。それらが間違いであればいいと願いながらも、ファルード様の言葉が嘘だとも思えない。

　公爵という立場から、彼は言葉選びには慎重にならざるを得ない。場合によっては王命同等と見なされるほど権力の強い言葉になるのだ。そんな人が軽々しく犯罪を口にするはずがなかった。となると、やはり使用人が父を見限っているなんてことはないのかもしれない。せっかくファルード様の期待に応えられると思ったけれど、残念な報告をしなくてはならないようだ。

　がっかりされてしまうのかしらと、洗い終えた洗濯物を抱えて庭へ出た。

「ああ、グレイスさん！　こんなところにいらしたんですね」

　マニュさんがぱたぱたと駆け寄ってくる。

「どうかしたんですか？」

「お客様がいらっしゃってます。洗濯物は干しておきますので、お部屋へどうぞ」

　来客の予定なんて私にはなかったはずだけれど。

　でも、マニュさんに背中をぐいぐい押されて屋敷へ押し戻されてしまったので、仕方なく部屋へ向かった。扉を開けると、窓の外をじっと見ている男性がいた。

「…………、リック？」

　見知った姿に思わず声をかけると、リックが振り返って柔和に微笑んだ。

「お嬢様、お久しゅうございます」

「ああ、リック！　お元気そうでなによりだわ……！」

　挨拶代わりに抱擁し、元気そうな老紳士の顔をじっと見つめる。いつもは燕尾服を着こなしているが、今日はラフな格好だ。街で見かける少し身なりのいい老人といった風情。シャツに、ベストとトラウザーズ。白髪をオールバックに整えるのはもはや日課なのだろう。目尻や頬に深く刻まれた皺が、彼の生きてきた時間を雄弁に語る。優しい彼が、私は大好きだった。

「遅くなってしまいまして申し訳ございません。先日頂戴いたしましたお手紙の返事をお持ちいたしました」

「え……、それって……」

「横領の証拠でございます」

　目の前が暗くなる。嘘であってほしいと心のどこかではずっと願っていた。でも、嘘でも夢でもなかったのだ。

「やはり……お父様は……」

「ええ……残念ながら」

　リックが書類の束を差し出す。私にはこれを正しく読み解くことはできないが、記録は几帳面に記されているらしい。

「あなたは、このことを知っていたのね……」

「帳簿をつける際には神経質なくらい細かく書くようにと、大旦那様から仰せつかっておりました。特に、旦那様へ代替わりをしたあとは入念にと……」

　祖父は、こうなることを見越していたのかもしれない。そして、リックは祖父の言葉に忠実だった。

「……嫌な役目を押しつけてしまっていたのね。ごめんなさい……」

「お嬢様がお謝りになることではございません。わたくしどもこそ、お嬢様をお助けできずに申し訳なく思っております」

　彼らの立場ならば、主人に苦言を呈するなど難しいだろう。それに。

「私は、あなたたちがいてくれたからがんばれたのよ。つらくなかったといえば嘘になるけど、不幸じゃなかったわ」

　子爵家にいた頃は実感できなかった。どうして私が、と一度も思わなかったわけじゃない。逃げたかったし、生きていくことが嫌になる日もあった。でも、いまならわかる。どれだけみんなが愛してくれていたかを。

「それなら、ようございました」

「……あのね、リック」

　ためらいながら口を開いた。

　父が横領していた証拠が出れば、私が父にその証拠を突きつけなければならない。でも、私一人では決して成し遂げられないだろう。

「……もし私がお父様と対峙することがあったとき……力を貸してくれたりは……」

　気まずさと不安から、スカートを何度も握り直しながら言葉を探す。

「お嬢様……？」

　不思議そうに聞かれて焦った。さすがにリックでも私に協力などしてくれないか。

「な、なんでもないわ。ごめんなさい」

　慌てて手と首を横に振った。冷や汗がじっとりと滲む。

「……旦那様を、断罪なさるのですか？」

「そんなこと……」

　否定してリックをやり過ごそうとしたけれど、ここで嘘をついてはいけない気がする。

「……いえ、違うわね。そうするつもりよ」

　まっすぐリックを見つめて言った。私は、子爵家から解放されたい。できるなら使用人全員を助けたい。彼らがいまのような不遇な扱いを受けずに済むようにしたかった。なによりファルード様と約束をしたのだ。だから、リックにどう思われても立ち向かいたい。

「また暴力を振るわれるかもしれないのに……ですか？」

「それは嫌よ。だけど、国のお金を盗んでいたのだとしたら、それを見逃せば私はどこへも顔を向けられなくなるわ。痛いのは嫌だし、怖いことからは逃げたいけれど、本当に逃げるためにはお父様とちゃんと対峙して、決別しなければならないのだと思うわ」

　ぎゅっと拳を作って手を握り締める。怖い。一人で戦うなんて絶対にできない。でも、罪を許してはいけない。

「……がんばりたいの」

　乗り出すように呟くと、リックがふわりと表情を緩めた。

「お嬢様は……お変わりになりましたね」

「そうかしら……」

「子爵家にいた頃よりふくよかになられました」

「！　そ、そこなの？」

　朗らかに笑うリックの言葉に、お腹を手で隠した。

　公爵家へ来てからというもの、三度の食事が時間どおりに出され、マニュさんはあれも食べろ、これも食べろ、残したらだめですとお皿にどんどん盛りつけていく。その全部を食べさせられるので、体重は増加傾向だ。でも、体調はとてもよかった。

「最近よく眠れるようにはなったの……」

「おや。それはなによりでございます」

　その理由が、ファルード様だとはとてもいえないけれど。頬を押さえて一人で恥ずかしくなっていると、リックはなにをいうでもなくニコニコと笑っている。

「リーゼンバーグ公爵は、お嬢様を大切にしてくださっているようで安心いたしました」

「大切って……。使用人として雇ってくださっているだけよ」

「公爵は使用人を大切にすることで有名な方ですから」

「そうなのね」

　屋敷の雰囲気やファルード様が使用人に接する態度を見ていればわかる。彼は使用人の名前をすべて覚えているといっていた。女性はもちろん、男性の名前もだ。家族構成、誕生日や結婚の記念日なども把握して暇を出しているというし、労働環境にも目を光らせていた。勤務時間が長くなっていると労働禁止までされる徹底ぶりだ。公爵家で働いていると、きっと幸せだろうなと思える。

「ええ。女性との交友関係が広いのであれこれ噂が出ているようですが、雇用主にしたい貴族ランキング十年連続一位とか」

「そんなランキングがあるの……!?」

「庶民の余興でございます」

　私は一度も耳にしたことがなかったけれど、十年連続なんて、すごい記録だ。

「そういったランキングは他にもあるの？」

「ございますよ。軟派男ランキングは殿堂入りで除外されるほどで」

「殿堂入り」

　そんな殿堂入りなんてしないでほしかった。いまは雇用主なのでちょっと頭が痛い。

　こめかみを押さえると、リックはとても楽しそうな顔をする。

「公爵の噂が気になりますか？」

「ならないといえば嘘になるかしら。雇用主にはいい噂が出てほしいのが本音よね」

「本当に、雇用主としてだけのお気持ちでしょうか」

「……ど、どういう意味かしら」

　目を泳がせると、リックは顔を背けて笑いだす。きっと、私の気持ちなんて隠せていないのだ。恥ずかしくて俯く。

「グレイスお嬢様は、このお屋敷で過ごされるのがよろしいのかもしれませんね」

「……？」

　首をかしげると、リックが首を横に振った。

「なんでもございません。ただ、お嬢様がリーゼンバーグ公爵の縁談相手として送り出され、旦那様は帰ってくることさえお許しにならなかったので、案じておりました。……ここは、お嬢様にとっていい環境なのでしょう」

「……そうね。いまは……」

　幸せだと、言っていいのだろうか。リックたちはいい思いをしていないはずなのに、私だけがそんなことを口に出すなんて許されるのだろうか。

　ためらいながら視線をさまよわせていると、優しげなまなざしを向けてくれるリックと目が合った。

「お幸せですか、グレイスお嬢様」

「……え……」

「お嬢様がそうお感じになっていることが、我々の幸せなのですよ」

「……そう……ね。みんなには申し訳ないけれど、いま、少し幸せよ」

「公爵は意外と実直な方なのかもしれませんね。噂など、あてになりません」

　私にはファルード様の考えていることはわからない。でも、リックがそう言うのなら、世に出回る噂は作り話なのかもしれない。

「毎夜出掛けられるのも、なにか理由があるのかもしれないわね」

「……それは聞き捨てなりませんね。やはり噂どおりの男なのでしょうか」

　彼にしては珍しく、意見がふらふらしている。ファルード様はやはり掴み所のない方なのだろう。普通に暮らしていれば接点などほぼないような人だ。皆、想像や憶測で人物像を作り上げる。だから、彼がわからない。

「リックの考えが迷走している気がするわ」

「お嬢様がろくでもない男に誑かされているのなら、全力で奪還を試みるつもりです」

「大げさよ」

　しばらくの間、そんな他愛ない話をした。談笑を咎められることもないと知っているからか、子爵家にいた頃よりずっと楽しい。

　ひとしきり笑い合ったあと、リックは野暮用があるからと、早めに話を切り上げて帰っていった。ファルード様が屋敷へ戻ったのは、それから二時間あとのこと。




　ファルード様の私室は、調度がほとんど置かれていないシンプルな部屋だった。

　別邸もそうだったが、彼は自分の気に入った場所ほど多くを飾らない。机と、ベッドがあれば充分といった様子だ。

　少し温かくなりはじめた朝の空気を取り込むために窓を開けると、薄布のカーテンがゆらゆらと揺れる。そよ風は部屋をゆったりと巡り、彼の髪を撫でて通り過ぎていた。そんな姿も絵になってしまうなと、机を前にする彼を少し離れた位置から見つめる。

「ずいぶん細かく記録をつけてるんだな」

　ファルード様に、リックが持ってきてくれた帳簿を見せると苦笑い混じりに言った。

「そうなのですか？」

「とても神経質で見るのもうんざりするくらいには」

　机で頬杖を突きながら、ぱらぱらと帳簿をめくっていく彼の前に立って手元を覗き込む。私にはどんな意味があってつけられているものなのか全然わからない。

「そういえば、そろそろお昼ですね。食事をお持ちしましょうか」

「いや、済ませてきたからいい」

「あ……はい」

　彼が夜から明け方に出掛けるのはいまにはじまったことではない。今日は少し帰りが遅かったが、食事をごちそうになっていたのなら仕方のない時間か。でも、最近はすごくモヤモヤする。以前からそうだったけれど、それに増して嫌な感情に囚われてしまう。

「……昨夜はマルグリッドという男爵令嬢の元へ行っていた」

「え……？」

　ちらりとエメラルドの瞳に見られ、目をしばたたかせた。

　彼は帳簿にまた視線を落とし、まるで歌うように言葉を紡いでいく。

「彼女のことは特別扱いをしているが、恋人より国を選ばざるを得なかった従兄のフォローが半分。長年の友人として顔を見たいのが半分かな。従兄殿にいまだ想いを寄せてる女とどうこうなる気はさっぱりないし、向こうからしたら俺なんて手のかかる弟か息子みたいなものだろう」

「え、はい……。え？」

　なにを説明されているのかわからなくて何度も聞き直してしまう。そんな私を、ファルード様はとても面白がった。

「夜に出掛けるのはやましいことをしてるわけじゃなく、ただの情報収集だ。女性との面会が多いから、夜に会うのはいろいろ都合がいい」

「そうなのですか……？」

「密やかな逢瀬だと思われるだろ。俺と噂が立ったところで女性は『あの公爵だから』と口説かれるのが普通の体で出歩けるし、俺も放蕩者でいるほうが便利なんだ」

　椅子の背もたれに身を預け、彼は上機嫌に話す。いつもより饒舌だ。

「今日、帰りが遅くなったのはマルグリッドに会ってから別の人と会っていたからだ」

「はい」

「……だれか聞かないのか？」

　試すように言われて顔を背けた。聞いたところで女性の名前が挙がるのだろう。モヤモヤした気持ちに拍車がかかるだけだ。

「はい、聞きません」

「リック・ミニアだと言っても気にならないか？」

　頷きかけて、ぱっと顔を上げた。

「……リックとお会いになっていたのですか？」

　目を見開いたあと、リックとのやりとりを思い返す。

　彼も野暮用があると言って切り上げて帰った。父が帰宅するまでに戻りたいとか、なにか遣いを頼まれていたのかと思っていたが、まさかファルード様と会うためだったなんて。でも、私はリックの名前をファルード様には教えていない。執事長の名前も伝えていなかったのだけれど。

「子爵家に俺の名前で手紙を出すわけにもいかないし、伝手で紹介をしてもらってな。紅茶を片手にずいぶんと詰められたよ」

「……も、申し訳ございません……」

　でも、リックがファルード様を相手に詰めたりするだろうか。

「いいんじゃないか。君を大切に思っている証拠だ。親よりよっぽど親らしかったよ」

「リックはファルード様になにを言ったのでしょうか。本当に申し訳ございません」

　顔を覆い隠してひたすら謝ると、ファルード様は声を立てて笑った。

「気分は害していない。むしろ、好感しかなかった」

「本当ですか……？」

「あの手の御仁は、相手の踏み込まれたくない場所をちゃんとわかっている。だから話していると楽しいし、挑発してみたくなるよな」

「挑発なさらないでください……！」

　使用人が貴族に不敬を働けば即座に罰せられる。その相手が公爵ともなれば逃れられないだろう。リックが下手を踏むとは思わないが、綱渡り状態は怖い。

「悪い。でも、いろいろと収穫があった。グレイス」

　声音が一段低くなり、糸を張ったような緊張感が走る。身を固くした私に気づいたのか、ファルード様に手招きされ、彼の隣へ移動する。手を握られドキリと心臓が高く跳ねた。

「執事長は君に協力をするつもりだと言っていた。他の使用人も手を貸すつもりのようだが、あまり大勢なのはよくないだろう。執事長以外は公爵家でいったん預かろう」

　いつものような、どこか揶揄するような声色はない。

「はい……。よろしくお願いします」

　リックから直接返事はもらえなかったので不安だったけれど、力を貸してくれるのだ。うまく立ち回れるかはわからないが、勇気が出る。

「当日は俺もついていく。君の安全のためだから、それとなく屋敷の外で待機する」

「はい」

「決行日だが、明後日がいい。明日はエーディル侯爵を秘密裏に糾弾するつもりだ。まずは頭を潰さないと反王権派がまた集結するだろう。国王の憂いはすべて取り除きたい」

　真剣な声と、迷いなく紡ぎ出される言葉に固唾を呑む。

　それにしても、思った以上に早い決行だ。準備期間が少ないが、大丈夫だろうか。彼の目が私の様子を窺う。それに応えるように口を開いた。

「……私に、できるでしょうか……」

　ぎゅっと彼の手を握り返すと、そのまま手を引かれて抱きしめられた。

「大丈夫だ。君は、守りたいもののためになら強くなれる人だから。それに、最悪の場合は俺が割って入るから心配しなくていい」

「ですが、そうすると使用人のみんなが……」

　身体を離してファルード様を見ると、不遜に笑っている。

「俺をだれだと思ってる？　公爵家の名前を使えばできないことはない」

「それは横暴なのでは……」

「まあ、それは最終手段だ。なにかあってもどうにかなることだけは覚えておいてくれ」

　彼は軽く笑い飛ばしてくれたが、公爵家の名を使って行動すれば、きっとファルード様の不利にはなるはずだ。そうならないように、できる限りの準備をしなければならない。

「ファルード様。私にいろいろと教えてください。……父に罪を償わせるために」

「わかった。……ところでグレイス」

「はい、なんでしょうか？」

　真剣な声音にごくりと喉を上下させる。

「君との雇用関係を解消していいか？　使用人として子爵家に送るとややこしくなる」

「……そうですね。そういうことでしたら」

「国の帳簿も見せないといけないから、相応の立場を与えたい」

「相応の立場……？」

　そもそも女性が閲覧できるものなのだろうか。首をひねると、ファルード様が目を細めて笑った。

「公爵領の運営管理者としてなら多くの資料が閲覧できる」

「はい。……はい？」

　真横になりそうなくらい首を横にする。運営管理者？

「君は俺の縁談相手としてここへ来たんだろう？」

「そう……ですが……、断られましたよね？」

「断ったか？　俺は一度もそんな返事はしていない。金がほしいと言うから使用人として雇っただけだ。子爵家の娘と手を結ぶのも、大いにまずかったしな」

　政敵である公爵家と子爵家が手を取り合うことはあり得ない。でも、父はそれを恥ずかしげもなくやろうとしたのだ。

「父は……いったいなにを考えていたのでしょうか……」

「そもそもグレイスが俺の相手に選ばれるはずがないという前提があったんだろう。節操のない俺が君をただで帰すはずないと踏んでいただろうし、それを理由に金を取る魂胆かな。縁談相手として選ばれれば、王家の縁戚になるし鞍替えするつもりだったのかもな」

　父に信念などなかった。甘い蜜を吸える場所探して飛び回っているだけ。なんて──。

「お恥ずかしいことです……」

　父も、私も。

「君には悪いが、そんな子爵家を見逃すことはできなくてな。嫌な役回りをやらせる」

「いいえ、当然のことです。ファルード様のお役に立てるよう、精一杯がんばります」

　頭をそっと撫でられ、首をすくめた。今日のファルード様はとても甘い気がする。触れ方も、声音も、情事のときとは違う優しい甘さだ。

「子爵家を君の手で断罪する。それを条件に、君との縁談を考えたい」

「え……？」

「いまはまだ、政略的な話として。使用人や領民を守るための提案として受け入れてくれると助かる」

　私にはよくわからないことが多いが、頷く以外にないだろう。ファルード様は不利になることをしないと信じられる。

「はい、お受けいたします」

　しっかりと首を縦に振った私に、ファルード様が笑いかけた。悪いことを考えているような顔をしたので少し寒気がしたが、彼が撤回などさせてくれるはずもない。

「では、交渉のためにみっちりと勉強しようか、グレイス」

　ぎくりとした。とても嫌な予感がしたのだが、それは的中して丸二日、本当に猛勉強をすることになってしまった。

　ファルード様は上機嫌だったが、私の頭はパンク寸前。決行当日はふらふらだった。




　子爵家へ赴くことになったのは、霧の出る寒い朝だった。

　前日にエーディル侯爵が罪人として捕縛されたという話は王都のみならず、周辺領地にも瞬く間に広がったようだ。ただ、公爵家ではその噂には一切触れられなかった。反王権派を糾弾するということは、王家とそれに連なる人たちが証拠を掴み、突きつけているからに他ならない。だれかを裁くということは正義を振りかざすわけではなく、己に都合のいい事実を貫くだけだから、誇るべきことではないとファルード様は言っていた。

　彼は、場合によっては王権が崩壊することも受け入れる。国王もそれは同じだが、今回はそうではないから打倒するのだとも付け加えて。

「こんな日は感傷に浸りたくなるな」

　馬車で子爵家へ向かう道すがら、ファルード様が窓の外を眺めながら呟いた。

「なにか、思い出があるのでしょうか？」

　対面に座って彼を眺めていると、しきりに耳飾りを触っている。いつも身につけているからよほど大切なものなのだろう。彼が、そっと私に目を向けた。

「霧の出る日に花売りから花を買ったことがある。普段は無視を決め込むんだけどな」

「……それは……、以前おっしゃっていたような意味で、ですか？」

　できれば聞きたくなかったが、気になってためらいながら尋ねた。

「違うな。そうならないために、その娘を早く帰したかったから、かな」

　ほっと安堵した。けれど、ファルード様が恋をしていたのはその花売りなのだろうか。身分違いの恋だから、忘れられなくて……？

　だとしたら複雑だ。胸がちくちくと痛むようで、胸元を服ごとぎゅっと握り締めた。

「そのとき買った花を捨てることもできなくて、こうして手元に置いているんだが」

　軽快に走っていた馬車が速度を落とす。見慣れた屋敷の前で停まると、ファルード様がハットを手に立ち上がった。いつもはハットを手に持つだけだが、今日は珍しく被って馬車を降りた。タラップを降りたところで彼が振り返り、手を差し出す。そこで息を呑んだ。

「花売りの仕事はやめておけよ、レディ」

　この言葉に聞き覚えがある。とりとめのない言葉だし、彼なら日常的に口にする言葉でもあるだろう。それでも、小さな疑問符が確信に変わっていく。ファルード様をじっと見ると、彼はからかうように首をかしげ、クスクスと笑っていた。おそらく、間違いない。

「ファルード様……もしかして……」

　初めて花売りの仕事をした日、全然売れずに萎れかけた花を買い取ってくれた人がいた。身なりのよさそうな人で、目深にハットを被っていたので顔は見えなかった。でも、あの日の男性はきっとファルード様だ。

「君はいま、公爵家からの正式な使者として子爵家を訪ねる。実の家族を糾弾するのは嫌だろうが……本当にやれるか？」

　きつく拳を握り締めた。

「私は、私を救ってくださったファルード様のお役に立ちたいのです」

　彼の手を借りてタラップを降りると、そのまま抱きしめられた。

「救ってはいないだろ。欲求に忠実なだけだ」

「それでも、私には救いでした」

　普段はないものとして扱われ、虫の居所が悪ければなじられ、暴力を振るわれるだけの生活よりずっと、公爵家での生活は恵まれていた。幸せで、初めて恋をした。どこへ行っても怖がらなくていい環境は居心地がよかったのだ。

「だったら、がんばってくれ。なにかあれば知らせろ。必ずここにいるから」

　深く頷いた。ファルード様とはいくつかの約束をしていた。

　ひとつは父に手配書を渡すこと。罪状は横領罪と国家反逆罪。エーディル侯爵も同じ罪状ですでに捕らえられているので、父に逃げ場はない。

　もうひとつは、暴力的な対応をされたときは外へ知らせる。声を上げるなり、中から窓を割るなり、なにかしらの手段でファルード様に伝えることを約束した。

「行ってまいります、ファルード様」

　書類の束と、公爵家の封蝋が施された手紙を持って正面玄関の扉を叩いた。

　心臓がバクバクと早鐘を打つ。一年と離れていないはずなのに、数十年ぶりに戻ってきたような感覚がする。憂鬱な気持ちと、やり遂げられるかどうかの不安感に脂汗が滲んで、息苦しくなった。浅い呼吸を繰り返していると、扉が内側から開かれる。扉の向こう側に人影が見えると、無意識に緊張してしまった。対応に出てきてくれるのがリックだとわかっていたにもかかわらずだ。

　ごくりと喉を上下させて屋敷へ踏み入る。

　屋敷の中は、ずっと灰色の世界だと思っていた。色のない景色が続いていて、黒っぽい絨毯や頑丈そうな調度、名前もわからない灰色の花が飾られているのだと思っていたのだ。だけど、子爵家の屋敷は目眩がしそうなほど眩しかった。金や銀が煩わしいほど視界に入ってくる。いたるところに細工が施されていた。調度なんて、半分くらい金と銀で塗り飾られているし、そこに乗せられた花瓶は目がチカチカする色合いと模様で気分が悪くなる。絨毯は真っ赤だ。そこに金糸で刺繍をしているのだろうが、なんとも品のないものだった。贅沢なのはわかるけれど、贅沢を声高に叫んでいるようで目を逸らしたくなる。

　公爵家はもっと、品のある贅沢をしていた。しかも、それは人の目に付くところだけ。ファルード様の私室や別邸は質素といっていいくらいになにもなかった。

「このお屋敷は、こんなに眩しかったのね……」

　先導するリックに聞かせるつもりもなく呟いたが、彼は「左様でございますね」と小さく返事をした。

　壁に飾られた絵画は有名な画家のものだ。金貨にして数万枚の値がつく。花瓶は国外から取り寄せた高級品で、公爵家では購入の打診があったものの断ったと言っていた。その理由を聞いたら、ファルード様は「質と金額が見合わない」と言っていた。詳しく学んでみると、たしかに見合わないのだ。土に妥協が見られる。絵付けは少し荒い。それでも一級品ではあるが、王家に連なる公爵家には不相応。絨毯も高価なものではあるのだが、赤い絨毯よりも青い絨毯のほうが特殊な染めや折りをするため、高価になる。帳簿を見ながら、ファルード様が「騙されてないか？」と苦々しい顔で言っていたのは、子爵家の赤い絨毯は、公爵家の青い絨毯よりも質が劣るのに、倍以上の金額で購入されていたからだ。

　いままでなにも知らずにいたが、知ってみると父の審美眼の欠如や知識の浅さが露呈している屋敷の造りで、本当に恥じ入るばかりだった。

　しかも、ここにある大半が国庫を横領して買われたものだ。この数年で子爵家はいろいろな家具や調度を取り替えていた。衣服も食器も、あらゆるものが頻繁に交換されている。真新しいものは見ていて気持ちがいいけれど、豊かさというのはそういうことだろうか。

　違う気がするな、と手にした書類をぎゅっと握り締める。

　ある部屋の前でリックが足を止めた。なにということはない木製の扉だが分厚く、重たく見える。リックが扉をノックし、開く。その瞬間、強烈な光が見えた。室内の照明が漏れただけかもしれない。けれど、まるで暗闇に覆われていた視界が大きく開けた気がしたのだ。この行動と役割にはそれくらい大きな意味があるのだと確信した。

　不安だった気持ちが一気に払拭されて、ふつと勇気が湧いた。

　部屋に入っていく。中程まで入ると、父が私を見て目を見開いた。そして忌ま忌ましげに歪められる。そんな変化を見れば、これまでの私は憂鬱な気持ちに塞ぎ込んだだろう。だけどいまは不思議と平気だった。

　部屋を見回してみると、部屋がなんだか暗く見える。こんなに眩しいのになぜ、と思って天井を見上げると、見映えばかりを気にして飾り立てた装飾のせいで外の光がかき消されているのだ。人工的な明かりは、陽光の輝きには遠く及ばない。そして、思った。

　ファルード様のお屋敷は光に満ち溢れていたわね……。

　まるで屋敷の主人の住む世界そのものだった。彼の屋敷は光に祝福されるように、絶え間なく窓から陽光が射している。でも、子爵家はゴテゴテとしたシャンデリアの、ギラつく光で満ちていた。

　私は、公爵家に帰りたい。ファルード様のそばにいたいと強く願う。そのためには、なにがあってもこの役目を果たさなければならないのだ。

「なんの用だ」

　父が憎い者を見るような顔をした。

「リーゼンバーグ公爵の命を受け参上いたしました」

　心がすうっと冷えていく。しっかりと言葉を告げると、ずっとこの人たちの言葉に怯えていたことが嘘のように、心が強く奮い立っていた。

「ただの小間使いだろう。偉そうに」

　父は吐き捨てるように続ける。

「公爵から預かった書簡がございます」

　リックに、封蝋のされた手紙を渡した。それは速やかに父の手元へと渡り、封を切っている。さすがに公爵家の封蝋がされた手紙を破り捨てるわけにもいかないだろう。それは、ファルード様しか持ち得ず、扱うことも許されないもので、間違いなく彼の手で作られた書類であることを示しているのだから。

　父が手紙に目を通すと、舌打ちをした。

「お前が、正式な代理人だと……？」

「はい。子爵家は横領の容疑で王宮より兵が派遣される見込みです。その前に自首をなさってください。罪が軽くなります」

　父の顔をまっすぐ見て告げた。当然、父は憤怒の形相を作った。

「なにを言っている……!?」

「エーディル侯爵が昨日、投獄されたことはご存じのはずです」

　知らないはずがないのだ。でも、逃げも隠れもしていないところを見るに、よほど暢気なのか、無実の主張に自信があるのだろう。ファルード様は「そのどっちもだろうけどな」と苦笑いをしていた。その理由は──。

「それがなんだ？」

「エーディル侯爵は、フリューゲル子爵に唆されて国庫に手をつけたと懺悔しています」

「……なに？」

　驚きに彩られた表情が青ざめるのは間もなくだ。

　ゆっくりと息を吸い込んで言葉を吐き出す。

「決して自分の意思ではなく、すべて子爵が先導したことなのだと証言しています。その記録が手元にございます」

　ファルード様から預かった書類の一部を差し出す。リックがそれを運び、テーブルに置く姿を見ていると手間だし申し訳なくなるが、座るのもなんとなく嫌で距離を取って立ったままだ。椅子を勧められてもいないから、これでいいけれど。

「ばかな……！　侯爵がそのようなことをするはずが……！」

　そう──、父が逃げも隠れもしなかったのはそれが理由だ。

　エーディル侯爵はきっと、父に対して必ず守る旨を伝えていたのだろう。反王権派に与する者が番を勤める日に、父は国庫を盗み出していた。その記録管理もエーディル侯爵の仲間がしていた。決してばれることはないと言いくるめられていたはずだ。エーディル侯爵も自信はあっただろうが、その管理者が二重スパイをしていたなら話は変わってくる。

　ファルード様はこれらの情報を正確すぎるくらい手にしていた。その理由は、王権派の人間──ファルード様に厚い忠義を尽くしている人間が、記録管理者として反王権派に潜り込んでいたからに他ならない。交友関係や人脈の広いファルード様らしいやり方だ。

　エーディル侯爵はその事実にいち早く気づき、王宮で捕らえられたあと、あっさりと自供した。そして、罪を父にすべて被せるように話しはじめたのだ。しかし、父は侯爵を信頼しきっていた。まさか手のひらを返されるなど思わなかっただろう。

　『貴族なんてものは騙し、騙されるのが常。そういう世界だ』とファルード様は言った。父は、その現実を甘く見すぎていた。

　こんなにも愚かな人だったなんて、と目を閉じて話を続けた。

「記録によれば、子爵が国庫管理に介入した日に出納金額の差異が出ています」

「そんなはずがあるか！　侯爵とて同じことをしているはずだ！」

「ですが、記録にはございませんので証拠として成立はしません」

　エーディル侯爵の狡猾な部分だと、この記録を見たファルード様は呟いた。侯爵は、自身が関与するのは父が横領する日に合わせていた。そして、記録するのは父の名前だけにしておけば、父に罪を着せ、侯爵は横領の罪から逃れられる算段だ。

　記録に名を残せば出世しやすいなどと言われて、その気になったのではというのはファルード様の見解。強欲な父らしく、見事に口車に乗せられたのだろう。

　実際、名前を残すことで出世した貴族もいるらしいから嘘ではないのだ。ただ、与する相手が悪かった。

「……お前が、記録を消したのだろう……！」

「私がそのようなことをしてなんの得になりますか」

「お前は私を恨んでいるのだろう。その腹いせに罪を着せようとしているんだ……！」

　はぁ、とため息をつく。自分たちが恨まれるようなことをしている自覚はあるのだ。

　父が腰を上げ、私に向かってずかずかと歩いてくる。肩を怒らせ、憎しみに満ちた目で私を睨んだ。この圧力に屈してはいけない。じっと睨み返し、冷静でいるよう努める。

「私は、リーゼンバーグ公爵の名に恥じぬおこないをしているつもりです」

「たかが使用人として拾われただけで、公爵の腹心気取りか、グレイス！」

「いいえ、あの方の腹心になどなれようはずもありません」

　ファルード様が背負う責任は大きすぎる。そんな人の役に立つなんて、私には無理なことだ。話し相手にすらなれない。

「ならばなぜお前がこの場にしゃしゃり出てくる!?　公爵が出てくればよかろう！」

　怒りに我を忘れた父が、私の髪をがしっと掴んだ。身体がぐらついて倒れ込みそうになったが、幸か不幸か、父に掴まれた髪が私を支えて立たせる。

「よろしいのですか？　公爵がここへいらっしゃれば、子爵家は即座に取り潰されます」

　きつく父を見据えた。顔を歪ませ、はらわたが煮えくり返っているのだろう表情を見ていると、憎しみよりも憐れみが勝った。父は貴族として狭量すぎる。強欲で、目先のことに飛びつきがちだ。それが、国家反逆に加担し、横領の罪を被ることになった。

　その額は、六年で金貨三千枚に及ぶ。それだけの額が、豪遊のためだけに使われたのだ。国民を守るために使われるべきものだったはずなのに。だから王家は横領を許さない。返済すればいいというものではなく、必ず罪を贖わせる。極刑になった例もあった。

「横領は、大罪だと子爵もご存じのはずです。公爵がこの場へいらっしゃれば、一家もろとも厳しく処分されますよ」

　努めて冷静に告げたが、かえって父の怒りを煽ったようだ。右手が振り上げられ、勢いよく振り下ろされる。パンッと乾いた音がした直後、左頬に強烈な痛みが走り、床に倒れ込んだ。口の中を切ったのか、口内に鉄のような味が広がる。

「お前が！　偉そうに言うな！」

　倒れ込んだ私の腹を、父は容赦なく蹴り飛ばした。何度も踏みつけながら、なにかをブツブツと呟いている。

「っ……、お父……様……、罪をお認めになってください……！」

　父の脚を掴んで訴えたが振り払われ、顔を蹴られた。

「黙れ、出来損ないが！」

　視界が赤く滲んでいく。顔が燃えるように熱く、鈍い痛みがじわじわと広がった。

「ファルード様がここへいらっしゃらないのは、罪を自ら認める時間をくださっているのです。お父様……、皆様に謝罪いたしましょう」

　縋りついて、父の中に残っているかもしれない善意に訴えた。

　もしも一度でも暴力があればすぐにファルード様を呼ぶように言われている。だが、こんな人でも親なのだ。幼い頃は私にも笑顔を向けてくれた人だし、悪人だとは思いたくない。裁かれる姿だって見たいわけではない。だから、できる限り説得をしたかった。

「お前が公爵にうまく取り入れば、その程度の罪などもみ消せたものを！」

　ガッと腹を蹴られ、床を転がる。壁に打ちつけた背中に痺れるような痛みが走った。

「お父……様……、いまなら恩赦を受けられるのです……、どうか……」

「黙れ！」

　鋭く叫ばれ、口を閉ざした。

「お前は金だけを運んでいればいいのだ。恩赦を受けられるというのならば、公爵に見逃すように口添えするのがお前の役目だろう！」

「それは……だれも救いません……」

　のろのろと身を起こしながら声を振り絞った。痛い。頭がくらくらする。ぽたぽたと血が床に落ちて、額でも切ったかなと手を当てた。

「公爵家ならば金貨の数千枚くらい補填できよう。その金をお前が奪えばいいのだ。女好きのリーゼンバーグのことだ、その身体を差し出せばどうとでもしてくれるだろう！」

「ファルード様の温情はすでに受けました。それさえもおわかりにならないお父様は、あの方の親切心を受ける資格すらないのかもしれません」

　目が回る。壁を伝ってゆっくり立ち上がると、リックが静かに部屋を出ていくのが見えた。もう、子爵家は終わりだ。落ちてもその名前くらいは残せるかもしれないと思ったが、この国に存在することはないだろう。爵位の取り消し。存在記録の抹消。一族は良くて流刑、最悪の場合は極刑だ。父は、ファルード様を貶めたから首を刎ねられるかもしれない。王家に暴言を吐くのはそれほど罪深いと知らないはずがないのに。

「なにも知らぬ小娘が、私に説教する気か！」

「私はなにも知りませんが、善悪はわかります。ここで働く皆に教わりましたから」

「……使用人風情になにを教わるというのだ」

　ハッ、と嘲笑を零す父がひどく憐れに思えた。虚勢を張っていなければならない臆病さに同情する。

「グレイス。お前がいなければきっとこうはならなかった」

「お父様……？」

　父がふらふらと歩いていく。どこへ行くのだろうと見ていると、窓のそばに置かれた棚へまっすぐ進む。引き出しをいくつか開けると、なにかを掴んで振り返った。

「そうだ……今日、お前はここには来なかった……！」

「！」

　振り上げた手の中でなにかが光った。そういえば、あの引き出しの中にはペーパーナイフが入れてあったはずだ。

「お父様、落ち着いてください。外には──」

　私を葬ろうとしている。明確な殺意が向けられてそう感じた。けれど、外にはファルード様が待機している。まさか、それにさえ気づいていないのだろうか。

「黙れ、黙れ！」

　ナイフを手に父が向かってくる。

「お父様、やめてください……！」

　叫び声は父には届かなかった。のしのしと重たい足音が迫ってきて、目の前でナイフが鋭く閃く。咄嗟に身を庇う姿勢を取り、刺さる瞬間に備えた。

　二拍あと、どすりと鈍い音が耳に届いた。

　私の身体に痛みはなく、けれど頬につっと生温かい滴が落ちてくる。

「選ばせてやろう、フリューゲル子爵。俺を傷つけた罪で首を刎ねられるか、俺がずっと大切にしてきた人を傷つけた罪で拷問にかけられるか。……どっちがいい？」

　低く響く声に顔を上げた。

　ファルード様がその身を盾にして私を守ってくれている。彼の腕には父が振り上げたナイフが刺さり、服をどす黒く染めていた。

「……リーゼンバーグ公爵……なぜここに……」

　父の力ない声が零れる。本当に、ファルード様が来ていると気づかなかったなんて。

「せっかく罪を認める機会を与えたのに、棒に振ったな」

　くっと笑う癖を見て、少しだけ安堵した。彼を傷つけてしまったことは謝っても許されないだろうが、無事なようだ。

「公爵……、これは……、そう、娘が半狂乱になり──」

「そうなったのは君だろう。グレイスは何度も猶予を与えていたはずだ」

「公爵は娘のことをご存じないからそのようなことをおっしゃるのです。そうです、国の金を使ったのも娘にやれと言われたからで……」

　ファルード様が私を抱き寄せると首をひねった。

「リック。そんな事実があるのか？」

「いいえ。グレイスお嬢様と旦那様は言葉を交わすことなどございませんでしたから」

「……だそうだが？」

　父の顔が絶望に歪んでいく。屋敷を任せていた執事長に裏切られるなんて思っていなかったようだ。ファルード様がにやりと笑った。

「他に弁解があるなら王宮で聞こう。国王陛下の前で申し開きをするといい」

「リーゼンバーグ公爵、お慈悲を！」

「慈悲なら与えた。公爵家の正当な代理人の言葉に耳を傾けなかった君が悪い」

　ファルード様の腕がきつく私を抱き寄せた。身じろぐこともできず、彼の胸に抱かれると、額にそっとキスを落とされる。

「フリューゲル子爵、これだけは忘れるなよ。……俺は、君を許さない。グレイスを傷つけた罰は必ず受けさせる」

　ファルード様の声が怒気に満ちた。初めて、彼が怒っているとわかった瞬間だった。

　父を見ると、力なくうなだれている。きっと、これまではエーディル侯爵の権威を振りかざして立ち回っていたのだろう。それを上回る権力を前に、父は無力だ。

　その後、屋敷は公爵家の私兵に包囲され、程なくして到着した王宮兵に父は連行されていった。その日、外出をしていた母や姉たちも街中で捕縛され、罪人となった。子爵家は霧の出る朝に消えてなくなったのだった。
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　フリューゲル子爵家がリーゼンバーグ王国の歴史から名前を消してひと月が経ち、一族にそれぞれ処罰が下った。

　母は横領の罪を黙認していたとして流刑となった。罪人が流される離島があり、そこで余生を過ごすのだそうだ。長い贖罪になるだろう。

　次姉カーラは王権派貴族の下働きとなった。厳しい監視下で、彼女が見下していた使用人よりも低い扱いを受けているようだ。給金は当然出ないし、労働時間も恐ろしく長いのだとか。つらい生活だなと思いを馳せた。

　長姉ロザリーは、ファルード様が厳罰を望んでいて処分がなかなか決まらないのだが、独房で暴れて拘束されているのだとか。ファルード様が絶対に許さないという姿勢を取っているので、相当厳しい拷問にかけられ、二度と日の下を歩けないだろうという噂だ。

　そして父は、極刑か拷問かの二択を迫られ後者を選んだらしい。命を取られるくらいならと考えたのかもしれないが、生きる地獄もある。どちらがいいかなんて私が考えることではないし、父が選んだのならそれがいいのだろう。

　子爵家にいた使用人たちは公爵家がいったん身柄を預かってくれたあと、そのまま公爵家で全員雇用してもらえ、非のない使用人たちが路頭に迷わなくてよかったと胸をなで下ろした。そして、私の処分も今日、決まる。重い罪にはならないだろうとファルード様は言ってくれていたが、いままでどおりには暮らせないはずだ。

　借りていた部屋を片づけ、私物を探した。なにもなくて、ふふと笑ってしまう。身一つで行ける場所なんて限られている。お金もない。国を出るために必要な身分証もない。身元を保証してくれる場所もないから働くのも難しい。

「これからどうしようかしら」

　いま着ているメイド服も着納めだろう。最後の仕事になるかもしれないからと、ピシッとベッドメイクをして窓の外を見た。馬車が停まっている。ファルード様が帰ってきているようだ。

　このひと月、ファルード様は忙しくしていた。父から受けた傷は幸いにも浅く、子爵一家を捕縛した翌日から王宮に出てあれこれと仕事をしていると聞いている。私は相変わらず周囲の過保護もあってベッドで寝込んでいたのだが、最近こんなことばかりだ。

　それよりも、子爵家へ使者として送られるときに言われた言葉が引っかかっている。

　あのとき、ファルード様は縁談を考えたいと言ってくれていた。それは、公爵家の正式な使者として権限を与えるために必要だったから出た話だと思う。子爵家の取り潰しが叶ったいま、私との縁談はもう必要がないはずだ。

　あのときに閲覧した資料は、公爵家はもちろん国家機密にも相当するものまであった。それらを安易に見せられないのも納得の話。だから、閲覧した資料のことは一生秘密にしていく。決して公言はしない。そう伝え、誓約書も書くのがいいだろう。いまならそれくらいの書類は自分で作れると思う。

「面会の申請をしようかしら」

　これらのことを伝え、私は公爵家を去ろう。そうするのが絶対にいいはずなのだ。でも、どうしてだろう。気が重くて、ずっとファルード様が忙しくしていてくださればいいなんて、ひどいことを一瞬考えた。彼に会ったらいまの関係が終わってしまう。

　……もっと、ファルード様のおそばにいたかった。

　望めるのなら、本当に彼と結婚できればよかった。

　そんな浅ましいことを考えてはいけないと、かぶりを振る。一日でも早くファルード様に屋敷から出ていく旨を伝えなければ、と思っていると扉が叩かれた。

「グレイス、少し話せるか」

　返事を待たずに扉を開けるファルード様を見遣り、深く腰を折る。

「はい、もちろんです」

「君の処分が決まった」

　私も子爵家の一員なので、罰を受けることは覚悟していた。横領の事実を知らず、その恩恵も受けていないという理由で後回しにされていたが、ようやく自分の番が巡ってきたのだ。なにを言われても受け入れる覚悟はある。

　ひとまず近くにあったベッドへ座るように促され、彼の隣に座った。ゆっくりとファルード様が呼吸し、言葉を発した。

「グレイス・フリューゲルは姓を剥奪。血縁者との接触は一切認めないものとする」

「……はい」

「以上だ」

「……え？」

　顔を上げると、ファルード様が笑って、「聞きたいことは？」と尋ねる。

「それは……罰……でしょうか……」

　実質、子爵家と縁を切れという話だ。これは、私にとって罰などではなく救い。

「国王がそれで承諾をしたんだから、罰なんだろ」

　事もなげに言われて、そうなのかしらと一人で首をかしげる。国王が決めたことならばそうかもしれないが、ぬるすぎないだろうか。

「君は横領に一切関与しておらず、恩恵も受けていないから、という話はしたな。だから、これでいいんだ」

「そう……ですか。それでは、謹んでお受けいたします」

　罰が足りないと自分で思う分は、これから自主的に贖うしかない。

「それで、君のこれからのことなんだが」

「はい」

　屋敷を出ていく日が決まる。いつまでもここにいてはいけない。もともと子爵家の娘として雇ってもらっていたのだし、身元証明ができなくなった私は公爵家に相応しくない。

　きゅっと唇を噛んで俯いていると、ファルード様に手を取られた。

「正式に俺と婚約しないか？」

「…………、はい？」

　首をひねる私に、彼は少し照れたような顔を見せた。

「君には子爵家断罪の際に婚約者候補としていろいろと権限を与えたが、そんなものは口実に過ぎない。迂闊に権力を渡せば悪用されかねないからな」

「そう……ですね。私はファルード様から見れば政敵の娘ですし……」

　たとえ子爵家を追い詰めるためでも、彼のしたことは相当危険を伴ったはずだ。私を信じてくれたというには無理がある。

「だから……、その、な……」

　いつもは饒舌なファルード様がこんなに言い淀むなんて珍しい。女性に愛や恋を囁くなんて慣れていると思っていたけれど、そうでもないのだろうか。顔が少し赤い。

「初めて会ったときからずっと、君に恋をしていた」

「え……」

　目をしばたたかせ、右へ、左へ視線を泳がせる。ファルード様に初めて声をかけられた日のことは覚えている。パーティーでみんな見て見ぬ振りを通していたのに、彼だけが私に話しかけてくれたのだから。でも、そのときから……？

「そのあとも、君が花売りをしていると聞いて探し回ったくらいだしな。……君は覚えていないかもしれないが」

　売れ残った花を金貨一枚で買ってくれた紳士がいた。あの日のことを忘れたわけではなかったけれど、ファルード様がひと月前に同じ言葉を繰り返したとき、確信したのだ。売れ残った花を買ってくれた紳士は、間違いなくファルード様だった。

「まっすぐ俺を見つめてくる君の瞳が忘れられなかった。控えめに話す声も、うれしそうな顔も、全部覚えてるよ」

　握られた手が彼の口元へ引き寄せられる。指先にちゅっとキスをされると、火がついたように顔が熱くなった。

「でも、子爵家の娘に想いを伝えることはできなかった」

　こくりと頷く。彼は身を寄せ、ふっと息を零して耳元に唇を押し当てた。

「だけど、もう君は子爵家の娘ではないから……」

　甘く優しい声にぞくぞくと身体が震える。首をすくめて逃げようとすると、彼の手が首筋に添えられた。そのまま体重をかけられ、身体が倒される。

「グレイス。金で君を買う関係は終わりにしたい」

「それは……」

　どういう意味でファルード様が言ったのかわからなくて戸惑っていると、彼の手が頬を撫で、薄く唇を開かせるように滑った。

「君に気兼ねも遠慮もなく愛を囁ける関係になりたい」

　ドッと心臓が跳ね上がる。酸欠の魚のように口をぱくつかせ、助けを求めるように彼を見ると、楽しげに笑い返された。

「いつだったか、君がキスをねだったことがあっただろ」

「あ……、はい……」

　彼は目を閉じて、あのときのことを思い返しているようだ。懐かしむような、楽しむような表情を見せられ、困惑した。私にとっては楽しい思い出ではなかったのだけれど。

「……あれを断るのはなかなか苦行だった」

「え……、苦行……？」

　その言葉のわりに楽しそうだ。ひとつ頷いて彼が続ける。

「好きな女性に求められているのに応えられないなんて、なんの罰かと思った。……でもいまなら存分に応えられる。グレイス……また俺を求めてくれるか？」

　こんなに甘い声で、ねだるように囁かれたのはきっと初めてだ。

　額をこつんとつけられて身体を撫でられる。優しい手つきに気持ちは高揚していく。

「私で……よろしいのですか？　なにも、持っていませんけれど……」

「君にふさわしいものや、ほしいものは俺が与えるから、君はただ俺のそばにいてくれ」

　唇がそっと彼の口に塞がれる。ちゅっと食んで一度離れると、今度は噛みつくような荒っぽいキスをされた。口をこじ開けて舌を差し込まれ、口内を舐められる。

「っんぅ……、ん、ふ……」

　歯列をなぞり、粘膜を舐め尽くされ、唾液が溢れていく。呼吸ごと奪われるような口づけから逃れようとすると、頭をそっと押さえられて動きを封じられる。

「グレイス、逃げるな」

　低く唸るような声にぞくりと身体が震える。怖いわけではなく、彼に支配されていくのだろうという期待に疼いた。

　舌が深く口内を弄っていく。舌先が触れ合うと、絡め取って吸い上げられた。

「っ……ふ、ん……んっ……」

「これ、邪魔だな……」

　仕事着のボタンを二つ外されたが、じれったくなったのか、ファルード様が服を掴むとビリッと左右に強く引っ張った。

「ひゃ……っ」

「もうこんな服もいらないだろうし、丁寧に扱わなくていいだろ」

　咄嗟に身体を隠したが、彼は目を細めて私を見下ろしてくる。舌なめずりをして、まるでこれから捕まえた獲物を食べようとする獣のようだ。

　触れるか触れないかくらいの力加減で肌を指先がそっとなぞっていく。胸の膨らみに手がかかると、吐息を零すように笑って胸先に吸いつかれた。

「んあ、ああっ……」

　硬く尖る肉粒を舌先でちろちろと舐められ、身体をくねらせる。

「いい反応だな」

　もう片方の胸も、先端を指先できゅっと摘ままれる。

「っん、ふ……」

「グレイス、もっと乱れられるだろ？」

　両手で乳房を揉みしだきながら、膝で脚を割って身体を滑り込ませてくる。秘所を擦るように膝頭を当てられるとびくっと腰が跳ねた。

「あっ、それ……」

「刺激が強かったか？」

　意地悪をするように微笑み、ぐりぐりと膝を押しつけられる。

「んんっぅ……、あ、ああ……っ」

「……善さそうじゃないか……」

　上着を脱ぎ捨て、うっとりと囁かれた。

　彼の手が下着にかけられ、そろりと引き下ろす。すると、面白いものを見るように目を細めて彼が吐息を零した。

「……ファルード様……？」

「新しいものを調達したけど、もう香油は必要ないかと思ってな」

　つっと彼の指先が秘裂をなぞる。ぬるりと滑って、慌てて腕を掴んだ。

「あ、あの……」

「離してくれないと俺は服も脱げないし、グレイスに触れない」

　そうは言われても、あまりの痴態に言い訳をしなければと思った。這うように身を起こし、彼の手をぎゅっと握る。

「こ、ここ、こ……香油はもう使わないのですか？」

　派手に噛んでしまって顔が燃えるように熱くなった。

「使いたい？」

　顔を近づけて聞かれ、思いきり頷く。すると、ファルード様が顔を背けてくすくすと笑い、「わかった」と続けた。

「もっとこっち、おいで」

　手を引いて身体を引き寄せられる。ファルード様にさらに迫る格好になって、視線を露骨に逸らした。

「グレイス、俺を見て」

　頬に手を添えられ、目を合わせると引き合うようにキスを交わす。唇を食んで舌を絡め、唾液も熱も混ぜ合った。

　彼の手が腰元を撫で、ゆっくりと臀部を滑る。ドキドキと心拍が上がって唇を離すと、ひやりとしたものが太腿を伝った。

「ひぁ……」

「中までしっかり塗り込まないと……、な？」

「な、中……まで……」

　緊張に震える唇を、ファルード様が優しく塞ぐ。

　ぬるりと香油を肌に塗られ、次第に彼の手が脚の間から奥まった蜜口へと這っていく。

「んっ……、ふ……」

　くすぐったくて身をよじって逃げたが、彼の指先は容赦なく秘孔に押し込まれた。

「んっあ、あ……っ」

　ぬちゅぬちゅと音を立てて中を弄られる。襞を伸ばすように丁寧に、じっくりと香油が塗り込まれていく。

「んんっ……、あ、あっ……んっ……」

「グレイス……、手を」

　差し出されたファルード様の手に自分の手を重ねると、彼の脚の間へ引き寄せられた。驚いて一瞬手を引いたが、抵抗するよりも強い力で誘われる。

　トラウザーズを開き、天を向く屹立が目の前に現れ目を見開いた。

「ファルード様……」

　戸惑いながら彼を見ると、目元にキスをされる。

「触っていて。君に触れられていると……」

　そこまで言って、彼は一人で笑って「なんでもない」と言葉を呑み込んでしまった。でも、触れることでファルード様も気持ちよくなるのだろうということはわかるから、おそるおそる彼の熱に触れる。ドクドクと手のひらに脈動が伝わって、引き寄せられるように顔を寄せた。口を開き、そそり立つ欲望を口に含む。

「……グレイス……」

　熱を孕む声が零れて視線だけを上げると、恍惚とした表情が見えた。やはり、こうすると彼は喜んでくれるようだ。それがうれしくてちゅ、ちゅっと先端に何度もキスをする。

「君はかわいいな」

「え……」

　頭を撫で、額やこめかみに唇を押し当てられた。まさか彼から可愛いなんて言葉が聞けるとは思っていなかったので驚いたし、もう一度聞きたいと思ってじっと顔を見つめていたが、彼は目を逸らして微笑んだ。

「君は、かわいいよ」

　ぐちゅり膣壁を押し上げられ、身体が仰け反る。

「ああっ……、あ、んっは……あ、あっ……」

　中を弄る指をきつく締めつけると、押し広げるようにかき回された。

「あっ、あ、ああっ……ファルード、様……、んあっ……」

　奥へと侵入してくる異物が敏感な場所を探り当てると、身体がびくびくと魚のように跳ね上がる。香油のせいか、身体が熱を帯びていく。その熱さは秘部のもっとも敏感な芯に集まって、痛みにも似た疼きを呼び起こした。

「ふ……っぅ、ん……んっ」

　痛いような、熱いような感覚に耐えかねて自ら秘所に手を伸ばすと、彼に腕を掴まれて阻まれる。

「グレイス……触るならこっちだろ」

　ファルード様の熱に手を誘われた。頭を軽く押さえられ、促されるまま熱塊を口に含む。口内でびくびくと震える欲望に舌を這わせ、ちゅぷ、じゅるっと音を立てながらしゃぶったが、自分自身に残る疼きは大きくなるばかりだ。

「んぅっ……、ふ、あ……ファルード様……、あ……っ」

　懇願するように顔を上げると、熱を帯びた彼の目に見つめられる。

「そんな顔で見られたら、全部気づかなかったふりをしたくなるな」

「え……」

　ぐちゅりと膣壁を強く擦られた。弱い場所をぐりぐりと擦られ、快感を強引に高められていく。

「あ、ああっあ、んっ……ファルード、様……あ、ああっ」

　中をぐちゃぐちゃにされるようにかき混ぜられ、耐えきれず彼の首筋にしがみついた。

「んっ、あ……ああっ……そこ……ばっかり……だめ……」

「気持ちよさそうなのに、だめなのか？」

　揶揄するような声音の中に、熱を含む吐息が混ざる。耳元で囁かれ、ちゅっと耳たぶを食まれると背筋が甘く震えた。

「あっ、あっ……イっちゃ……、あ、ああっ……」

「それは、だめじゃない」

　ぐっと中を押されると、それを合図にするように全身が一気に硬直する。

「あああ……、あっ！」

　絶頂に手が届いた瞬間、呼吸も忘れてその波に身を委ねた。身体を仰け反らせ、ガクガクと全身が弛緩していく。

　彼の腕に支えられたが、すぐに体重をかけられてベッドへ仰向けに倒されてしまった。

「あ、……っは……ああ……ファルード様……」

　覆い被さってくる彼に手を伸ばすと、指を絡めて優しく握られる。このまま繋がれるのだと期待に高揚したが、彼は私の両脚を左右に大きく割ると、その間に顔を埋めた。

「ファルード様……っ!?」

　慌てて止めようとしたが、彼は一切の躊躇も慈悲もなく花芯に吸いつく。

「んっ、あ……ああっ、ああっ！」

　じらされて膨らんだ芽は、わずかな刺激ですぐに快感を弾けさせた。激しく下肢がのたうち、リネンを波打たせる。

「や、あっ……ああ、ファルー、ド……様、ああ、待っ……」

「……触ってほしかったんだろ……？」

　ちゅうっと吸われて、痛いくらいの快感が頭の先へ抜けていく。

「んっ、は……、あ……待っ、て……まだ、中……」

　達したばかりの襞が物欲しげに蠢いているのがわかる。大きな熱を与えられると思っていたから、余計に疼いてたまらない。

「こっちの口は、早く、ってねだってるように見えるんだけどな」

　キスをするように蜜口へ唇を押し当て、舌を差し込まれた。ぬめった感触が入り口の襞を舐め、奥の粘膜を擦っていく。

「んあっ……あ、ああっ……あ、ああ……！」

　花芯を指で擦られながら、秘孔をじらすように刺激され、頭がおかしくなりそうだ。

　ジュッと蜜を吸われ、そのはしたない音に反射的に彼の頭を押し返した。

「ふ……、あ、……んあっ……ファルード様……」

　中が熱くて、早くこの熱さを鎮めてほしかった。ねだるように腰をくねらせると、彼はしっかりと腰を掴んで抱えてしまう。

「グレイスはこっちのほうが好きなようだからな」

　ファルード様の悠然とした声や対応は変わらない。ただ、上擦った声や熱っぽい視線を向けられて、彼にも決して余裕があるわけではないと知れるだけ。

　知れたところで、私が彼に抗う術はない。

　ちゅううっと強く肉芽に吸いつかれ喉を反らせた。

「あ、あ……ああっ……！」

　もっとも敏感な場所をきつく吸われれば、絶頂へ昇るのは早い。ガタガタと全身が震え、足先が宙に浮くと暴れるように空を蹴った。

「っは……あ、あっん……ファルード、さま……あ、あっ」

　労るように芯の付け根を舐られ、びくびくと震える身体を懸命に落ち着かせる。もっと深い絶頂なら、意識を失うことも彼に身を委ねることもできるのに、鋭く軽い絶頂では動悸が速くなるだけだ。

「……すごいな……蜜が止まらない……」

　うっとりと独り言のように囁いて、彼は溢れた蜜をじゅっ、じゅるっと啜る。

「あ……ファルード様……恥ずかし……です……」

「君の……」

　はぁ、と一度吐息を零し、彼が視線だけを向けた。

「……高く喘ぐ声が一番好きだ。もっと啼いて……？」

　甘い視線でねだられ、ぞくっと背筋が疼いた。下腹部がきゅっと震え、彼が与えてくれるだろう快楽に期待してしまう。

　そっと手を伸ばしてファルード様の髪に触れると、手にキスをされた。優しく触れられるその仕草とは裏腹に、彼の目は火を灯したように獰猛にギラつく。

「グレイス……」

　熱を帯びる吐息とともに再び肉芽を吸い上げられた。

「っ……あ、ああ、あ、あ……っんぅ……！」

　身体をくねらせ、刺激から逃れようとしても執拗に彼は追いかけてちゅっ、ちゅっと何度も芽を食んだ。花弁をむしゃぶり、左右に大きく開いて粒をあらわにすると舌先でぬちぬちと丁寧に舐めていく。

「あ……ファルード様……、も……もう……許してください……」

　ベッドを這うように抜け出そうとしても、彼の力に敵うはずもない。なんとか逃れようと藻掻いていると、身体をうつ伏せに反された。

「あ……」

　腰を高く引き上げて臀部を突き出す格好にされ、彼を振り返る。

「君をめちゃくちゃにしたい……」

「っ……ファ、ファルード……様……っ」

　焦って胸を押し返したけれど、獣が唸るように声を零す彼の耳には届かない気がした。案の定、蜜口に灼けそうなほどの熱があてがわれ、一息に押し込まれる。

「っあ……あ、ああっ、は……んっく、あ……ああっ！」

　ぬぷぬぷと内側をこじ開けていく質量に、目の前が真っ白になった。息が止まって、ぴく、ぴくと震える身体をファルード様の腕に後ろから抱きしめられる。

「グレイス……好きだ……」

　緩い律動で最奥まで届く熱塊に子宮口を叩かれた。

「んっ、ふ……あ、あっ……」

　耳を噛まれ、舌を這わされ、快感が少しずつ大きくなっていく。

「君を離したくない……ずっと、このまま……」

　乳房が揉みしだかれ、胸先の粒をきゅうっと摘まみ上げられた。ぴりぴりとした感覚が背筋に流れると、内側の雄をきつく締めつける。

「あ……っは、……あぁっ……ファルード、様……」

　熱が引き抜かれ、強く押し込まれた。パン、パンと肌をぶつけ合いながら楔を打ち込まれ、最奥を抉られるたびに身を震わせる。

「は、あ……あ、ああっ……あ、んっ……」

　ぐちゅぐちゅと粘液が混ざり合い、淫靡な音が部屋に響く。

「はぁ……、グレイス……好きだ」

　緩やかな抽送は、まるで行為の終わりを惜しむように優しくて、蕩けそうなくらい心地よかった。彼を振り返り、幸せな快楽に微笑む。

「ファルード様と……溶け合えてしまえたら、きっと……幸せ……、んっぅ……」

　突然口づけられて驚いたが、舌を差し入れられ、絡め合わせていく。感覚のすべてがファルード様に染められていくようで、心が満たされた。

「もっと欲張っていい。……もっと、幸せになっていいんだ」

　うなじに甘く噛みつかれ、息が詰まる。苦しいわけではなく、ただうれしかった。ファルード様に優しくしてもらえるだけで充分幸せなのに。

　ぎゅっとリネンを握り締めていると、彼の手に優しく手を開かされた。

「苦しいか？」

　首を横に振る。全身で彼の体温を感じられることに胸が詰まって泣いてしまいそうだ。

「ファルード様……」

　自分の下腹部をそっと撫でた。ぬちゅぬちゅと抽送されるたび、彼の存在を感じる。

「何度もファルード様と肌を重ねましたけど……」

「……うん？」

　ぎゅっと抱きしめられ、その腕に擦り寄った。

「いまが一番……幸せです。……ファルード様、好きです……」

　耳のそばでふっと笑みを零す声がする。と、身体を仰向けに返された。両手をきつく握ってベッドに押しつけられると、一度引き抜かれた彼の熱が再び膣内へ押し込まれる。

「っ……あ、ああっ……、あ、あっん……」

「俺が、ただぬるい優しさだけを与える男じゃないってわかってると思ってたけどな」

　ゴリ、ゴリと敏感な場所を抉られて悶える。

「あっ、あ、ああっ……っは……あ、や、ファルード、様……あ、ああっ」

　きゅうきゅうと凶暴な熱を締めつけ、自らも快楽を貪った。

「……愛してる、グレイス。もっと……もっと、俺だけに堕ちてしまえ」

　頬をそっと撫でられながら、容赦のない突き上げに子宮口が穿たれる。じんじんと奥から痺れて、夢中で腰を揺らし、彼の律動に応えた。

「っふ……あ、んあ……あ……っ、奥……ばっかり……」

「君の……一番深い場所を汚すのは俺だとちゃんと、覚えるんだ」

　まるで最奥の口をこじ開けようとするように、何度も揺すり上げられる。

「あぁ……あ、っんふ……ぅ、あ……ああっ……」

　身体が弓なりにしなる。開いた口から嬌声とともに唾液が溢れて零れると、噛みつくようなキスで滴を舐め取られた。

「ふ……っ、ん……んっく……んぅ……！」

　荒っぽい手つきで胸を揉みしだかれ、塞がれた口からは止めどなく唾液が流し込まれてくる。息苦しさに喘ぐと、さらに責めるように打擲された。脚を暴れさせながら強い快楽から逃れようとすると、両脚を抱え上げられ、彼の肩へとかけられてしまう。

「っは……、あ、はぁ……、あ、深……あ……あっ、んっ」

「激しくするほど君の中は俺に絡みついてくる……いいのか、俺をそんなに甘やかして」

　は、と熱っぽいと息を漏らしながら、ファルード様はそれでも甘えるように顔を寄せてくる。こんなことをされて、嫌だなんていえるはずがない。

「……ファルード様、だから……」

　彼がうれしそうに目を細めた。感情が高ぶると、エメラルド色の瞳が輝きを増す。その目に見つめられたら、すべてを投げ出してでもこの人のすべてがほしくなる。

「そんな顔も、言葉も、俺にだけ向けていればいい。君のすべてに応えるのは俺だ」

　髪をかき上げ、彼が不遜に笑った。ぐっと強く突き上げられ、ガタガタと上体が痙攣する。リネンを握り締め、穿たれるたびに襲いくる快感の波を逃がそうとするが、まっすぐ突き入れられる熱塊からは逃れられなかった。

「っひあ、あ、……っは、く……あ、ああっ……あ……！」

　目の前が突然真っ白に閃光する。ドクッと鼓動が高く跳ね上がり、一気に絶頂の渦へ引きずり込まれた。

　全身が激しく震えて暴れる中、身体の中心から奥深くに鋭い熱塊が打ち込まれる。

「ああ……あああっ！」

　長い快感が続き、身体がのたうっても彼の手は私の肩を押さえ、快楽に責め立てた。ドッと子宮口を穿たれ、息が止まる。

「…………、──ッあぁ！」

「っ、グレイス……！」

　大きく絶頂を越えた瞬間、深い場所でドクドクと欲望が放たれた。

　ベッドに身体が沈み込んで指の一本も動かせないまま、ずるりと熱が引き抜かれるのを感じた。

「……グレイス」

　心配そうに、甘く囁く声にどうにか目を向ける。瞼や頬にキスを落とす彼の体温に安堵し、荒くなる呼吸を懸命に整えた。

「好きだ。……ずっと、愛してる」

　ちゅっ、ちゅっと首や胸元にもキスをされ、ゆっくりと手を伸ばした。はらりと落ちる彼の髪を指に絡めて、そっと引き寄せると彼は誘われるまま覆い被さって、優しいキスを唇に落としてくれる。

「……いつも、思うのですが……」

「うん？」

「……香油は、効果が少し……強いような……」

　身体が動かなくなるまで抱かれることが多いが、それは彼の強靱さと香油のせい……だと思っている。けれど、ファルード様は顔を背けてふっと吹き出す。

「最初に調整しなくていいと言ったのは君だ」

「……そう……ですけど……」

「今日も、使いたがったのは君だったな」

「……そうなんですけど……」

「気持ちいいのは嫌いか？」

　首を横に振ると、彼はまたふふと吹き出した。

「素直に乱れていればいい」

「……ですが、その……薬の効果でというのは……少し……」

「今日使ったのはただの潤滑剤だ。君が乱れるのは才能だよ。……おやすみ、グレイス」

　うとうとと眠くなってしまって、彼の言葉を最後まで受け取ることはできなかったけれど、彼の熱で乱されたのだと知れてほっと安堵して眠れた。




「グレイス、準備はできたか？」

　穏やかな日差しが降り注ぐ温かな季節を迎えた、ある日の午前。朝からリーゼンバーグ公爵邸は慌ただしく使用人が走り回っていた。

　私は部屋に籠もって、マニュさんや他のメイドたちにドレスを着付けられていたのだが、そこへファルード様がノックもほどほどに入ってきた。

　マニュさんは当然「不躾ですよ！」と小言を零していたが、ファルード様の行動を止められる人などいないのだ。

「もう少しです……採寸したはずのコルセットが少しきつかったようで……」

　恥じ入りながら言うと、ファルード様は楽しげに笑った。

「どうせ一周りしたら脱ぐんだ。ほどほどでいい」

「……ファルード様……、せっかくの花嫁衣装ですし、もう少し着ていたいです」

　純白のドレスは、屋敷お抱えの針子が作り上げてくれたものだ。

　侯爵家を筆頭とした反王権派の征伐と横領事件を精算し、一年。ようやく周辺が落ち着いた頃にファルード様が結婚式を挙げようと提案してくれ、一からドレスを作ってもらうことになった。レースやビジューをたっぷりあしらい、けれど甘いよりも清楚に見えるデザインを提案され、一目で気に入ったのだ。下着も採寸してしっかり身体に合わせてもらったが、今日のこの有様は申し訳ない。

　アクセサリーも、ファルード様は際限なく与えようとしてくれたのだが、必要最低限に留め、代わりに彼の瞳のような美しいエメラルドをリクエストした。首飾りに加工してもらい、胸元を飾ってくれている。

「きれいな君を見せびらかすのは優越感があるが、俺の理性が擦り切れる」

　ファルード様が放蕩といわれる原因はきっと、この際限のない性欲からくる色気と、サービス精神のせいだ。リップサービスなんて当たり前のようにするので、誤解を生みやすい。それから──。

「……ファルード様」

　最後の仕上げを手早く済ませてくれたマニュさんがぱっと離れたのを見計らって、ドレスの裾を摘まんでファルード様に近づくと、彼の服に手をかける。

　白いタキシードを着ているのに、相変わらず胸元がほとんど開いていたからだ。

「服はボタンをお留めください」

「……あー……」

　返事がとても曖昧だ。

「前から思っていましたが、ファルード様って無精なところがありますよね？」

「それは否定しない」

　面倒くさがって服を破いたときにそんな気がしたのだ。

「見せて困るものでもないし、シャツにボタンがいくつついてると思ってる？」

「だから、女性にだらしない、なんて言われてしまうのです。それに……私が嫌です。ファルード様は私のものですのに……」

　つんとそっぽを向いてみせると、ファルード様が手で顔を覆い隠した。

「わかった。グレイスにだけ見せるために服はちゃんと着るようにする」

「本当ですか？」

「そんなかわいいことを言われたら従うしかないだろ」

　ぎゅっと抱きしめられ、その胸に顔を埋める。彼のそばにいられることが幸せだ。

　最初こそいい関わり方はできなかったかもしれないが、それもここへたどり着くまでの必然であったなら、すべてを笑い話にできる。

「グレイス。これからはすべて、君のためだけに在ると誓うよ。……愛してる」

「はい、ファルード様。私も……」

　ちゅっとキスを交わしたけれど、「神前でなさってください」というマニュさんの声に苦笑いを漏らし、二人で屋敷を出た。

　王都の教会で厳粛な空気に包まれ、最愛の人の隣で永遠を誓った。
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　遊び慣れた不遜な性格の色男は花の香りがする。

　その花は目眩を誘うほど美しい花かもしれないし、息を呑むほど愛らしい花であるかもしれない。

　芳しい香りを放ちながら、無邪気に飛び回る蝶がそっと羽を休める瞬間を待っている。それを毒牙と呼ぶこともあるのだろう。けれど、ふわりと舞い降りた蝶に彼らはきっと、恋をする。一生を捧げるほどの、情熱的な恋に落ちてしまう。

　……なんてことを常々考えています。

　本作をお手にとってくださり、ありがとうございます。

　今回、装画を氷ひ堂どうれん先生にご担当をいただきました。とっても素敵に描いていただけて、きゃあきゃあはしゃいでいたのですが、特にヒーローのセクシーさが素敵でした。こんな美男に迫られたら惚れるしかないです。本当に、ありがとうございました。

　いつもお世話になっている編集様、出版社様、デザイナー様、携わってくださる皆様、ありがとうございます。

　お手にとってくださったすべての方に、心よりの感謝を。

　最後までお読みくださり、ありがとうございました。

　ご感想も、よろしければお寄せいただけると励みになります。

　またどこかでご縁がありますように。






桜旗とうか
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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